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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後に角川ビーンズ文庫『華耀後宮の花嫁　時を越えたら、溺愛陛下!?』（著：山崎　里佳）お試し版が収録されています。
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狐と狼、どちらが強い？
























　細かく震ふるえる硬こう質しつなシタールの音色。それに操あやつられるように彼女の体は自然と動き出す。すると体を中心に心の全すべてが凝ぎよう縮しゆくされ、余計な思考は排はい除じよされ、滑なめらかに動く手足の心ここ地ちよさにのみ支配されて、夢中になって踊おどる。

　物心ついたときには、かつて舞まい姫ひめだった母の見よう見まねで踊っていた。踊ると褒ほめられ、嬉うれしくて、さらに踊った。踊っていると、全ての雑音を忘れられた。母や自分に向けられる嘲ちよう笑しようや、密ひそやかな、あるいはあからさまな侮ぶ蔑べつの言葉や視線。それら一いつ切さいを頭から追い出せた。

　六歳で既すでに、誰だれもが目を瞠みはるような踊り手になっていた。

　彼女が踊る姿を見た叔父おじのグルザリ・シャーは、ある日不思議そうに訊きいたことがある。

「こんなに素す晴ばらしい舞手なのに、君はなぜ宮きゆう廷ていの宴うたげで踊ろうとしないの？　君が踊れば、宴は華はなやかになり、宴を主しゆ催さいする君の父上、皇こう帝てい陛下は鼻が高いだろうに」

「見み世せ物ものになるために、踊ってるんじゃないもの。わたしは、自分のために踊ってるんだもん」

　幼かった彼女は、苦笑する叔父の腰こしに抱だきついて答えた。

　しがみついた絹の上じよう衣いには、隙すきなく銀糸の刺し繡しゆうが施ほどこされ、すべすべしていて潮の香かおりがした。あのとき彼は、船旅から帰ったばかりだったのだ。彼女の耳じ朶だと額、首を飾かざる、金細工と宝石を組み合わせた繊せん細さいな装そう飾しよく品が、軽く澄すんだ音を立てる。宮廷内を満たす甘ったるい香こう料りようが染しみついた自分の髪かみに、この潮の香かが移れば良いのにと彼女は願った。これは自由の香りだ。

「じゃあ、なぜわたしには踊ってみせてくれたんだい？」

「わたしが踊りたいから、踊っただけ。頼たのまれたって踊らない。叔父様は、他ほかの人たちと違ちがうもの。わたし叔父様と一いつ緒しよに、遠いお国へ行きたい。広い空を見て、自分の好きな場所へ行って、自分が踊りたいときだけ自由に踊って楽しく生きるの。それは、とっても素敵だわ」

　グルザリ・シャーは、気さくで優やさしく、繊細な美び貌ぼうの青年だ。兄皇帝の命を受け南小三国へ頻ひん繁ぱんに旅しているせいか、はたまた、その若さのせいか、他の王族とは違う清すが々すがしさと、心の大きさを感じさせた。彼は、遠い見知らぬ国の香や風を身に纏まとっている。

「アーシャ。君は可愛かわいらしくて、踊りも上手うまい。そして兄上、皇帝陛下の唯ゆい一いつの姫ひめ君ぎみだ。君は名実ともに、サイシャ国で最も素晴らしい女性になるんだ。だから、わたしのように、ふらふらと遠い国へ旅するような生き方は、しなくて良いんだよ。わかる？」

「しなくて良いのじゃなくて、そうしたいの！」

　子どもらしいきかん気で声を高くすると、グルザリ・シャーは困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

　宮廷は嫌きらいだった。常に人の目があり、様々な思おも惑わくが絡からんで息苦しい。この場所から逃のがれ自由になり、好きなときに好きな場所で踊り、踊ることだけ考えて生きていけたらどれほど楽しいだろうと、彼女は幼い頃ころからずっと想像していた。

　七年経たち、西さい沙さの宝石と呼ばれる美び姫きとなってもまだ、自由への憧あこがれは消えなかった。
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　立ち歩くと、胸むな元もとにしっとりと汗あせが滲にじむ。

「暑いなぁ～。でも、この季節だからこその楽しみが、あるのよねぇ」

　雪せつ理り美みは盆ぼんを捧ささげ持ち、うふふと笑いながら、ほとほと水すい祇し宮きゆうの回かい廊ろうを歩いていた。盆の上には、硝子ガラス製の茶器がある。崑こん国こくに来て初めて硝子の茶器を目にした理美は、これを使えることが嬉しくてたまらない。肩かたの上にちょこんと座る珠たまちゃん──国を治める力を皇帝に与あたえる神しん獣じゆう五ご龍りゆうは、青い瞳ひとみで「何がそんなに嬉しいの？」と問うように、理美の頰ほおにふんふんと鼻先を近づける。珠ちゃんの頭には、両耳の間に小さな突とつ起きがちょこんと二つ。そよぐ細い髭ひげ。小鳥のような前足の爪つめに、小こ粒つぶの宝ほう珠じゆを握にぎっている。体は銀の毛皮で覆おおわれ手て触ざわりは滑らかで、その上ぬくぬくしている。だが、鼻先だけはひんやり冷たい。

「珠ちゃんにも、飲ませてあげるからね。とっても美味おいしいと思うの」

　理美が本来の名を改め、雪の姓せいを与えられて崑国後宮に入ってから、既に一年と数ヶ月が経っていた。最初は和わ国こくから来た女によ官かんの宝ほう林りんだったが、今は、周しゆう家けの遠とお縁えんの姫という身分になり、立りつ后こう式しきの途と中ちゆう。水祇宮に留め置かれている。

　濃こい緑を茂しげらせる木々の中からは、蟬せみの声がうるさく響ひびく。崑国の都安あん寧ねいも、蟬の声と砂すな埃ぼこりと人の熱気で、最も過ごしにくいと言われる季節。

　しかし皇帝の夏の離り宮きゆうである水祇宮は、離宮中央にある翡ひ翠すい泉せんのおかげで風が冷える。翡翠泉は地の底から湧わき出る泉で、夏でもさほど水温が上がらない。そのため水面を渡わたる風が適度に冷やされ、回廊や房ぼうに吹ふきこむことで、涼りようを得られるのだ。

　翡翠泉に張り出した四阿あずまやでは崑国五代皇帝、龍りゆう祥しよう飛ひが待っているはずである。祥飛の来訪は、先さき触ぶれもなく突然のことだったが、理美は、夏ならではのもてなしを咄とつ嗟さに準備した。そのため少し、祥飛を待たせてしまっていた。

（でもこの暑い盛さかりだもの。きっと喜んで頂ける。初夏からずっと、陛下は気持ちの休まるときがほとんどない。これで少しでも、ほっとしてもらえたら）

　初夏に起こった、関かん朝ちよう雲うんを筆頭とした地方官かん吏りたちとの軋あつ轢れきを、祥飛は辛からくも切り抜ぬけた。しかしその結果、今度は中央官吏たちの間で、祥飛に対する不満が大きくなっている。

　不満を募つのらせる禁軍将軍、兵へい部ぶ尚しよう書しよ、刑けい部ぶ尚書が鳳ほう家けを頻繁に訪おとずれているとか、彼らは祥飛を退位に追い込むために画策をしているとかいう、嫌いやな噂うわさも聞こえてくる。

　不満官吏たちの求心力になっているのが、鳳朱しゆ西せい。

　そのことを思うと胸が鋭するどく痛むが、痛みをねじ伏ふせるように己おのれに言い聞かせる。

（朱西様は、全てを覚かく悟ごなさった。だから朱西様は、わたしの敵。わたしも、そう覚悟した）

　翡翠泉の四阿が見える位置まで来たとき、珠ちゃんがキュッと鳴いて肩から飛び下り、一目散に歩廊の柱へ上ってしまう。どうしたのかと珠ちゃんの視線を追うと、珠ちゃんは翡翠泉に張り出した四阿を見つめていた。そこには祥飛以外にもう一人、別の人物の姿があった。珠ちゃんはその人物に驚おどろいたらしいが、理美も目を丸くした。

「あれは礼れい部ぶ尚書？」

　礼部尚書、迅じん景けい有ゆうの細ほそ面おもての横顔が見えた。柔にゆう和わというよりは、不ふ真面目まじめと表現したくなる微び笑しようを、いつも口元にたたえている。今も祥飛の前に座り、祥飛をからかっているような表情で何やら話をしている。祥飛は仏ぶつ頂ちよう面づらだ。仏頂面でも、睫まつげの濃い、鋭い色香の漂ただよう目元や、滑らかな頰の線など、はっとするほどに美しい。夏の強きよう烈れつな陽ひざしの向こうにあるからこそか、一層くっきりと、その姿の良さが際きわ立だつ。

　景有は珠ちゃんのことを知らないので、彼が同席していては珠ちゃんを連れて行くことはできない。仕方ないので「あとで、珠ちゃんにもあげるからね」と約束し、一人で四阿へ向かう。

（何かあったのかな？　礼部尚書まで一緒なんて）

　不安を覚えながらも、二人の待つ四阿に置かれた卓たく子しの傍かたわらに立つ。

「お待たせしました陛下、そして礼部尚書。急なお見えだったので、準備に手間取りました」

　膝ひざを折ると、祥飛は「かまわぬ」と鷹おう揚ように告げ、景有は微笑ほほえむ。

　理美が卓子に盆を置き、硝子の茶器を並べていくと、祥飛は「それは何だ？」と珍めずらしそうに身を乗り出す。

　理美が祥飛と景有の前に置いたのは、小ぶりな硝子の茶器。卓子の中央には、口の上に細く編んだ竹の網あみを載のせた、硝子の小さな水差しを置く。網の中には香りの良い茶葉と、さらに氷ひ室むろから取り出して砕くだいた氷が入れてある。溶とけた氷は茶葉にしみこみ、ぽつりぽつりと、水差しの底へと黄こ金がね色いろの水すい滴てきが落ちている。

「氷出し茶です。苦みや渋しぶみがなくて、ひんやりして美味しいです。時間はかかりますけど」

　見る間に氷が溶け黄金の滴しずくが落ちなくなると、水差しの上から網を取りのけ、底に溜たまった茶を硝子の器うつわに注ぐ。祥飛と景有はそれに口をつけ、はっとしたように茶器を見つめる。

「美味うまい」

　祥飛の素す直なおな言葉に続き、景有も「へぇ」と感心したような声を出す。

「渋みが少ない。しかもひんやりして、喉のど越ごしがいい」

　喜ばれるのが嬉うれしくて、ほわっと笑う。すると景有が、祥飛に向かって意味深なことを言う。

「やはりですよね、陛下。このもてなし一つを見ても、わたしの希望が理にかなっていると、陛下も認めてくださいますよねぇ」

　祥飛は「うむ」と、渋じゆう面めんを作る。理美は首を傾かしげた。茶器を卓子に置いた景有は、面おも白しろがるような目をして理美を覗のぞきこむ。

「今日来たのは他でもない。実はね。わたしは、君が欲しいと陛下に申し上げているんだよ」

「へっ!?」

　仰ぎよう天てんし後あと退ずさった理美の顔色を見て、景有はあははっと笑ったが、祥飛は嫌な顔をした。

「そのような紛まぎらわしい言い方は止よせ。景有はおまえに、ある役目を頼みたいのだ。だが余は、仮にも立后式の最中の者に、そのような雑事をさせるのを好まぬ」

「雑事！　雑事ではありませんよ、陛下。これは崑国建国以来の悲願に関かかわる重大事。そこは陛下もおわかりでしょう」

「え～と。そもそも、なんのことですか？」

　戸と惑まどう理美に、祥飛は座れと促うながし、彼女が席に着くと口を開く。

「おまえは、麒き之の月づきに何があるか、知っているか？」

　祥飛に問われ、理美は公こう謁えつのために覚えた知識を総動員する。

　崑国の一年は十二の月に分けられ、鳳ほう之の月づき、凰おう之の月づき、亀かめ之の月づき、蜃しん之の月づき、虎とら之の月づき、龍たつ之の月づき、麒之月、麟りん之の月づき……、というように呼こ称しようされる。麒之月といえば和国で言うところの葉月。今は月の初めであるが、今月のことである。

「麒之月は外交の月ですよね？　国交のある国や属国が、陛下にお目通りするために集つどうのはもちろんですけど、国交のない国もこの月に訪れれば、崑国は、国交を樹立するかいなかは別として、一度は国交交こう渉しように応じると」

　和国からの遣つかいも、崑国皇こう帝ていのご機き嫌げん伺うかがいのために必ず訪れるはず。一年前には、理美もこの機会を利用して、和国の使節に姉斎さい宮ぐうへの文ふみを託たくした。しかし今、和国からやって来た後宮女官の雪理美は行方ゆくえ知れずのあつかい。理美は同姓同名の崑国人となっていた。もう、文を託すことは叶かなわない。ふともの寂さびしい気持ちになりかけるが、慌あわてて気分を切り替かえる。

「色々な国の方がお見えだから賑にぎやかで、外朝は大おお忙いそがしの月ですね。特に礼部尚書は」

「毎年のことだし、実務は猿えん侍じ郎ろうがあらかた引き受けてくれるから、わたしは例年そうでもないんだけどね。今年はそうもいかないんだ。わたし自身が、せっせと動く必要があってね」

　面めん倒どうそうに景有がひらひらと手を振ふってみせると、祥飛が景有の言葉を引き継つぎ口を開く。

「景有が多た忙ぼうなのは、他ほかでもない。西沙国から、使節団を送ると遣いが来たからだ」

　理美はぱっと気持ちが浮うきたつ。

「西沙国使節団って、またグルザリ・シャー様やシュリがお見えになるんですか!?」

「そのようだ。グルザリ・シャーに会えるのは楽しみでもあるし、なおかつ、西沙国が麒之月に使節団を寄こすということは、本格的に国交交渉を開始する準備があるという意思表示だ。国の威い信しんをかけて、もてなさねばならぬ」

「そこで、君に働いてもらえないかと思って。君はグルザリ・シャーと親しくしていたと聞く。彼らをもてなすために、わたしとともに接待役についてもらえないかとね」

「やります！」

　理美は今、中ちゆう途と半はん端ぱな立場だ。立后式が無期延期となりいつになるとも知れず、水祇宮に留め置かれ、役目も義務もない。こんな状態でぼんやりと水祇宮で過ごすより、礼部尚書を手伝う方がよほど楽しいだろう。即そく答とうした理美に祥飛は呆あきれ顔になる。

「おまえは、皇后になろうかという女だ。そんな人間が、いかに相手が大切な客人とはいえ、接待役になることに躊躇ためらいはないのか。しかも官吏の手伝いだ。誇ほこりが傷ついたりはせぬのか」

「大切な方に、素す敵てきなおもてなしをできない方が、崑国の威信が傷つきます。しかもわたし、人をおもてなしするのが好きです」

　屈くつ託たくない答えに祥飛は目を丸くし、景有はにやにやする。

「と、本人も言っていますよ、陛下。許可を頂けますね」

　溜ため息いきをついたあと、祥飛は渋々頷うなずく。必要だと理解はしているが、心情的には認めたくないのがありありとわかる。祥飛は、景有に鋭い目を向けた。

「わかった。その代わり、景有。余は理美との夜よ儀ぎを急ぐ。これ以上、理美を待たせるのは誠実さに欠ける。麒之月が終わるまでには、必ず執とり行う」

　思わず、理美は体が硬かたくなった。

（夜儀。陛下と夜をともにして、本当の意味で妃きさきになる……）

　覚悟はしていても、やはり怖こわいものは怖いのだ。ただ祥飛が、夜儀の延期を気にし、理美を気き遣づかってくれる真心は嬉しい。

「周宰さい相しようが、どう仰おつしやいますかね。そもそも鳳家当主──朱西との軋轢を極力避さけるために、周宰相は夜儀の無期延期を提案されたのです。陛下も一度は応じられたのに、あえて麒之月に」

「今だからこそだ。麒之月の重要性は、朱西とて知っている。来訪する各国の使節たちに、崑国宮きゆう廷てい内に問題ありと知られては、諸外国がこの隙すきに、無む茶ちやな条約をふっかけてくる可能性もある。下手へたをすれば、領土の一部をかすめ取れるやもと欲をかきだす。朱西が玉座を望むなら、いずれ己のものとなる崑国が、国外の脅きよう威いにさらされるのを望まぬはずだ」

「まあ、そうでしょうね」

「だからこそ余は朱西と、麒之月には互たがいに反目せぬようにと、約束を取りつけるつもりでいる。聡さとい朱西ならば応じるだろう。そのときに理美との夜儀のことも納なつ得とくさせる。考こう仁じんにも、そのように言うつもりだ」

「朱西が納得しますかね」

　心配顔の景有だったが、俯うつむいた理美は心の中で呟つぶやいていた。

（それは、心配ないです礼部尚しよう書しよ。朱西様は、すんなり受け入れてくださる）

　朱西は、もう理美を愛いとしい人としてあつかう気はない。理美と朱西が互いを敵と言葉にした瞬しゆん間かん、それは暗あん黙もくのうちに了りよう承しようされたのだから。

（いよいよ……運命が動いてしまいます。斎宮様）

　膝の上で両手を握にぎり合わせ、理美はわずかに唇くちびるを嚙かむ。

「どうしたのかな、理美？　陛下のご提案、嬉しくないのかな？」

　景有に覗きこまれ、理美は慌てた。

「いいえ！　そんなお気遣いを頂けるのは、嬉しいです」

「ふぅん、そう」

　意味深に笑うと、景有は祥飛に向き直り礼をとる。

「承知しました陛下。周宰相と朱西が納得すれば、儀礼を司つかさどる礼れい部ぶ尚書として、夜儀は速すみやかに整えましょう。それとは関係なく、理美はわたしが、今日から部下として借り受けます」
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　祥飛が呼んでいるから宮城へ参れと遣いが来たとき、朱西は驚おどろきはしなかった。「ようやく来たか」と、皇帝派の動きは少しばかり遅おそいとさえ思った。

　祥飛が、鳳家当主となり反皇帝派の求心力となりつつある朱西を呼び出す目的は、わかっていた。麒之月だからだ。しかも今年は特別だ。

（熒けい惑こくからの情報は、事実らしい。となると、それは国交樹立へ向けての布石。いよいよ、崑国百年の悲願が達成されるかもしれない）

　数日前、麒之月に西沙国が使節団を寄こすという情報をもたらしたのは、数年前から鳳家皇帝を望み鳳家に力を貸す仮面の男、熒惑。彼の正体は未いまだわからないが、その情報は正確かつ早い。少なくとも宮廷に出入りできる人間には違ちがいない。

（せいぜい役に立ってもらわなくてはならないが、切れ者であればこそ、用済みになれば不安要因になる。そのときは素早く排はい除じよする必要がある。そのためにも彼の正体は探さぐっておくべきか）

　蟬せみの声がうるさく響ひびく回かい廊ろうを抜ぬけ、昇しよう龍りゆう殿でんの門へ向かう。門番の衛え士じが昇龍殿の奥へと遣いを出すと、迎むかえのために秦しん丈じよう鉄てつがやって来た。

「おいでなすったな、鳳家当主殿どの」

　野性味のある風ふう貌ぼうの丈鉄が笑うと、狼おおかみが人の形をして笑ったような印象を受ける。朱西は「呼ばれたからな」と素っ気なく答え、彼の後に付いていく。丈鉄が背中越ごしに聞いてきた。

「おまえさんの計略は、上手うまくいってるのか？　朱西」

「今きん上じよう陛下の忠実な臣に、話せることは何もない」

「つれないな。そんなに肩かた肘ひじ張ってて疲つかれないか？　何もかも放ほうり出して、『もう止やめた』と言っても誰だれも怒おこらないぜ。なんなら理美を攫さらって、西沙国へでも行っちまえ」

「皇后内定者の姫ひめを攫えと？　おまえは、相変わらず何を考えてるんだ」

　呆れると、丈鉄はにやりと笑って振り返る。

「なんでだと思う？」

「悪いが、心の底から興味がない」

　丈鉄は「冷たいな」と、わざとらしく肩を落とす。

「興味なくても教えてやるよ。おまえさんも、陛下も、俺にとっちゃ大切だからさ」

「それが本当なら、黙だまって見ていてくれ」

　丈鉄が小さく溜息をつくのと、皇帝の居室前に到とう着ちやくするのは同時だった。丈鉄が「鳳家ご当主をお連れしました」と出入り口で跪ひざまずくと、「入れ」と祥飛の応こたえがある。中へ踏ふみこんだ朱西は、そこに意外な人物を認めた。

（理美。なぜこの場に？）

　居室の最さい奥おうの長なが椅い子すに祥飛が片かた膝ひざ立てて横おう柄へいに座り、その傍かたわらには宰相の周考仁が立つ。

　壁かべ際ぎわには、考仁の懐ふところ刀がたなと呼ばれる戸こ部ぶ尚書、登とう利り範はん。その隣となりに礼部尚書、迅景有。景有の斜ななめ後ろに、まるで彼の配下のように、ひっそりと理美が控ひかえていたのだ。

　理美は伏ふし目がちながら、こちらを見た。目が合う。

（彼女は、敵だ）

　視線がぶつかると、理美の表情が強こわ張ばる。朱西もさらに表情を引き締しめた。互いに敵と口に出し確かく認にんし合い、互いにそれを了承した。だから二人はそのように振ふる舞まうべきなのだ。

「お召めしにより参りました、陛下。何か俺に御用でしょうか」

　軽く礼をとると、朱西は微笑ほほえみ顔をあげる。まるきり敵てき陣じんの中に放りこまれた格好だが、呼ばれた時点で予測していたことなので動どう揺ようはない。理美がこの場にいたことだけが誤算で、それで少し心が乱れたが、すぐに気持ちを立て直していた。

「察しはついているだろう、朱西。回りくどい物言いはせぬ。今月は麒き之の月づき。明日辺りから続々と友好国、属国の使節団が安寧入りし、宮城に来る。余が何を言いたいか、わかるな？」

「麒之月に限り、鳳家と友好的に過ごしたいと。そのような理解でよろしいですか？」

「話が早くて助かる。その通りだ。おまえの意向は？」

「そのように過ごすのが、お互いのためと存じます。お話はそれだけでしょうか。ならば、俺は失礼しますが」

「それだけだ」

「では」と、きびすを返しかけた朱西の背に、「言い忘れていた」と、祥飛が声をかけた。立ち止まって振り返った朱西に、祥飛が淡たん々たんと告げる。

「理美との夜儀を、麒之月二ふた廻めぐりの甲こうに執り行う予定だ。その夜は誰とも会えぬゆえ、おまえにも知らせておく」

　夜儀の言葉に、朱西は思わず理美を見てしまったが、彼女は恥はじらうように俯いているだけ。

　麒之月だからこそ互いに反目できないことを計算に入れ、この間に、理美と祥飛の夜儀を進めようというのは賢かしこいやり方だ。朱西がどれほど腹を立てようが、この期間には身動き取れない。身動き取れるようになったときには、既すでに理美は名実ともに祥飛のものとなっているのだから、どうしようもない。鳳家が祥飛を追い詰つめようというのであれば、わずかなりとも朱西の意に染まぬことを実行しようということか。

　考仁と利範、景有の目が、朱西の動揺を期待している。彼らは朱西の動揺を見て、笑いたいはず。

（中央官かん吏りたちをたきつけた、意い趣しゆ返がえしか。この場に理美を呼び、彼女を俺の目の前に見せて夜よ儀ぎのことを伝えるように仕向けたのは、父上──周宰相に違いない）

　祥飛は朱西に対して、残ざん酷こくな振る舞いを好まないはず。ただ夜儀を推おし進める交こう換かん条件として、このようなやり方を考仁から提案された可能性は高い。考仁が昔から、朱西に対してやってきたやり口だ。その証しよう拠こに祥飛の目には、己おのれの振る舞いを嫌けん悪おするような色があり、考仁の口元は、朱西を嘲ちよう笑しようする準備のようにわずかに吊つり上がっていた。

「それは、お慶よろこび申し上げます」

　朱西は晴れやかな笑え顔がおで、祥飛と理美に一礼した。はっと顔をあげた理美と目が合うと、朱西はさらに笑みを深くする。

「つつがなく儀式が終わることを願っていますよ。理美」

「はい」と答えた理美の声が震ふるえている気はしたが、朱西は身を翻ひるがえし室を出た。動揺しない朱西の背に、考仁の不満げな視線が突つき刺ささるのを感じつつ、軽く唇を嚙む。

（俺は、理美が皇后となるのを望んでいる。それは偽いつわりない……）

　それなのに、なぜか呼吸が少し辛つらい。出入り口に控えていた丈鉄が、意味ありげな視線を寄こすが、それを無視して歩み去る。

（丈鉄が理美を攫えだなんだと言ったのは、このことを知っていたからか。俺を極力動揺させまいとして、それとなく警告したのだろう）

　丈鉄も、祥飛と朱西の間で、厄やつ介かいな立場に立たされている。それを彼なりに、乗り切っていこうとしている。昇龍殿を出ると回廊を歩きつつ、小さく息をつく。これが理美の幸福に繫つながるはずだと、朱西は信じている。
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（あのような真似まねをしたくはなかったが、朱西は平然としていた。さほど酷なことでもなかったということか）

　朱西の後ろ姿を見送って、祥飛はほっとしていた。

　夜儀を行うと決めた祥飛に、考仁は「よろしいでしょう」と許可を出した。しかしその条件として鳳家当主、すなわち朱西を動揺させるために、理美のいる場所で、そのことを朱西に告げろと言われたのだ。そうすることに何の意味があるのかと反発もしたが、中央官吏の不満を煽あおる男に一いつ矢しも報むくいないのは気弱に過ぎると言われ、利範も景有も賛同する素そ振ぶりだった。だから仕方なくそうしたが、朱西は彼らよりも一枚上手のようだった。

（朱西は、理美をさほど心にとめていないのか？　余への対たい抗こう心しんから理美を欲しいと口にはしたが、理美そのものには執しゆう着ちやくがないのやもしれぬ）

　そうでなければ、あれほど平然と、お慶び申し上げます、などとは言えまい。

（これで麒之月は……このひと月だけは、少し息がつける）

　中央官吏たちの不満は燻くすぶり続け、祥飛に退位を迫せまる動きは水面下で蠢うごめくのかもしれない。しかし国外の目があるこの月だけは、彼らが大だい胆たんな行動に出ないことは約束されている。

　理美を待たせすぎているのを、祥飛はずっと気にかけていた。四し夫ふ人じんたちにも意見されたように、祥飛は理美に誠意で接したい。彼女が傍らに居てくれると、ほっと心が安らぐのだ。春の日だまりのように、ぬくぬくと、祥飛を心ここ地ちよくさせてくれる彼女を、ずっと側そばに置いておきたい。そして祥飛を、やんわりと包み、抱だきかかえて欲しい。
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　──お慶び申し上げます。

　朱西の発したその言葉が、何よりも冷たく聞こえた。しかしそれは冷たいのではなく、朱西の信念から出た言葉だとわかっていた。それを嘆なげくのは間違いだと知っていたから、理美は腹の底に力をこめて顔をあげた。

（来ることを知っていた儀式が来ただけで、動揺していてはだめ。今、大切なお役目が与あたえられてる。陛下のために、それに向き合わないと）

　顔をあげた理美は、考仁が憎にくらしげに、朱西が去った方向を睨にらみつけているのを目にした。

（周宰さい相しようはどうして、これほど朱西様を憎んでいるの？　鳳青せい修しゆう様が、それほど憎かったの？　何があってそれほど）

　それが不思議でたまらなかった。







　翌日の朝から、理美は礼れい部ぶへ出勤するようにと景有から命じられた。彼は祥飛の許可を得たのを良いことに、本格的に彼女を部下とし、こき使う気満々らしい。早朝に水すい祇し宮きゆうを出た理美は、朝あさ陽ひが昇のぼると同時に礼部へ入った。夏とはいえ、朝はひんやりと露つゆが降りて涼すずしい。

　官吏たちは朝陽が昇るとともに出勤するのだが、高位官吏たちは遅おくれがち。

　理美は朝一番に、礼部尚しよう書しよの室に来るようにと言われていた。

　朱西とともに過ごしていた食しき学がく堂どうが礼部の一角にあったため、礼部へ通うのは慣れたもの。

　しかし官吏たちが働く棟とうは十以上連なる上に、複雑に歩ほ廊ろうで結ばれているので、ちょっとした迷めい路ろ。教えられたとおりの目印を頼たよりに、歩廊を右へ曲がり左へ曲がりしていると、重じゆう厚こうな板戸に、草模様の透すかし彫ぼりを円形に施ほどこした、立派な構えの戸が現れた。

　礼部尚書の室だ。周囲も室内も、まだ静まりかえっている。

　高位官吏である景有も、まだ出勤していないだろう。そう高をくくって、理美は足取りも軽く室内へ踏ふみこんだ。が、室の中央の卓たく子しに、既に誰だれかがふんぞり返って座っていたので、びっくりして小さく悲鳴をあげてしまった。その人が眉まゆをひそめ、「うるさい」と、さも迷めい惑わくそうに低く呻うめいたので、慌あわてて自分の口を押さえる。

「戸こ部ぶ尚書!?　どうして、こちらに。ここは礼部尚書の室では」

　右目の下の古傷を歪ゆがめ、戸部尚書、登利範は腕うで組ぐみしたまま理美をじろりと睨みつける。

「周宰相から、お目付役を仰おおせつかった。仮にも皇后になろうという女に、官吏の手がついては陛下に顔向けできないと」

「手がつく、ですか？　誰の手がですか？」

　きょとんとした理美に、利範は苛いら立だったように眉を吊り上げる。

「そのようにおまえが惚とぼけているから、周宰相が心配するのだ！　痴しれ者もの！」

「すす、すみません！　……で、誰の手ですか？」

　竦すくみ上がりつつも問うと、やっと利範は答えてくれた。

「景有以外に誰がいる。そもそもこんな役目を、俺が押しつけられるのがどうかしている。しかし礼部尚書を叱しつ責せきできるのは、同じく尚書であり、腐くされ縁えんの俺しかいないのだそうだ」

　吐はき捨てた利範の言葉の最後に、

「嫌いやなら、お引き取り願っても良いのだけどねぇ。利範」

　と、景有の明るい声が重なった。出入り口を振ふり返ると、にやにやしながら戸の枠わくに、景有がもたれ掛かかっていた。
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　さらりと深しん衣いの裾すそを揺ゆらし、景有は室内に踏みこんで来た。

「戸部も忙いそがしいだろうに、わたしのために時間を取る必要はないよ」

「戸部が多た忙ぼうなのは、麒き之の月づきのために緊きん急きゆうで必要になった予算を組め、早く財を出せと、山のように礼部から仕事が振られてくるからだ。そもそも礼部のせいだ。おまえのせいだ。しかもおまえの目付役など、さらに迷惑この上ない」

「だから、引き取ってもらって結構だと言ってるんだけどな。やぁ、理美。来てくれたね。今日も可愛かわいらしい」

　景有は理美の傍かたわらを通り過ぎ様、ごく自然に理美の顎あごをするりと撫なでる。あまりに慣れた手つきだったので驚おどろくよりもぽかんとしてしまったが、利範が眉根を寄せた。

「今の様子を見た俺が、『では、安心だ』と、ここを離はなれられると思うのか？」

「え？　わたしが、何かした？」

　惚けているのか、本当にわからないのか、景有は奥の文ふ机づくえに近づくと山と積まれた書面に手を伸のばし、さっさとめくっていく。目は素す早ばやく左右に動き文字を追いながらも、口を開く。

「周宰相が利範を寄こしたのは、西沙国の接待役として尚書二人を充あてたかったから、だろう？　礼部尚書が接待役を務めるのは厚こう遇ぐうだが、さらにもう一人財務に関かかわる尚書が使節団を接待するとなると、異例中の異例の厚遇。如何いかに崑国が、西沙国に手厚い対応をしているのか見せつけたいから。利範だってそのくらい、わかってるだろう」

「それが気に入らん。他ほかの友好国と差をつけることになる。礼部尚書として、外交上それで良いのか景有」

「西沙国が特別だということは、諸外国もわかってる。まあ、利範は気に入らないだろうね。何事も公平が大好きだから。珍めずらしいな。周宰相のなさりように、利範が不平を言うとはね」

　考仁が、ただの景有のお目付役を利範に命じるはずはない。景有と利範の会話から、ようやく理美は考仁の意図を理解し、全すべてにおいて、やはり抜ぬかりない人物なのだと改めて思う。

（それにしても礼部尚書。やっぱり、伊達だてに礼部尚書じゃないのね～）

　軽けい薄はくな振る舞まいばかりが目立つが、彼は素早く書類に目を通しながら、平気で利範と会話を続けている。まるで頭が二つあるかのように、同時に別のことをこなす様子は、さすがと言わざるを得なかった。こんな真似ができるのは、朱西くらいかと思っていた。

「宮きゆう廷てい内に陛下に対する不満が高まっているにもかかわらず、周宰相が手をこまねいているのに苛立つ。六りく部ぶの尚書の中でさえ、刑けい部ぶ尚書と兵へい部ぶ尚書は、あからさまに陛下に批判的なのだぞ。これで新たに吏り部ぶ尚書となる者が、陛下に批判的であってみろ。宮廷は真っ二つだ」

　利範の表情は険しい。

　前吏部尚書は先の公こう謁えつで、内ない侍じ監かん伊い文ぶん亮りように与くみし、その罪を逃のがれるために逃とう亡ぼうした。そこで新たな吏部尚書を選定するべく、官吏たちは動いている。しかしここで問題なのが、尚書ともなると皇こう帝ていや宰相が独断で決定できないこと。もちろん、最終的な決定権は皇帝にある。だが、あまりにも極きよく端たんな人事をすれば、反皇帝派のさらなる恨うらみを買いかねない。

（政まつりごとって、ややこしい）

　尚書たちの会話を聞くだけで、憂ゆう鬱うつな気分になる。

　数十枚の書面をより分け手にすると、景有は卓子へと戻もどって利範の隣となりの席に着く。

「そこは周宰相が、良い落としどころの吏部尚書を見み繕つくろうのじゃない？　まあ、今は西沙国の使節団をどれだけ満足させられるかが、一番の重要課題。西沙国との国交が樹立すれば、陛下の評価は一気に高まり、反皇帝派の勢いが削そがれるのは目に見えているから。理美も、座って。これをご覧。利範も見てくれ」

　景有は、手にした書面を卓子の上へ広げた。それは礼部の官吏たちが作成した、麒之月の行事予定表や、西沙国使節団のもてなしを如何にすべきかと練りあげた計画案が示された書面だ。

（西沙国使節団が、どれほど満足して帰国するか。それによって陛下のお立場を強くできる）

　気を抜けない務めなのだと、身が引き締しまる。

　麒之月の行事予定に目をやると、細かに段取りが成されていた。

　麒之月は既すでに始まっているが、月の前半は属国である和国やその他の小国が安寧入りし、それら使節団は街中の酒しゆ楼ろうに宿を取る。そして崑国の属国になった順、すなわち忠誠心の強い順序で粛しゆく々しゆくと宮城へ参上し、皇帝に目通りする行事が続く。

　その間に、友好国がやって来る。友好国の使節団は、一部開放される安寧近きん郊こうの出城に滞たい在ざいする。国の客として、崑国側が宿を提供するのだ。

　属国、友好国、国交を望む国々からの使節が皇帝と対面する儀ぎ式しきが続くが、その間にも、皇帝主しゆ催さいの狩しゆ猟りようや、官吏が主催の酒しゆ宴えんなどが入る。そして麒之月三さん廻めぐり末に、麒之月の終しゆう了りようを言こと祝ほぐため、皇帝主催の、宮城をあげての大酒宴が催もよおされる。

　この酒宴には属国、友好国全ての使節団の主立った者が招かれ、崑国宮廷官吏たちも顔を揃そろえ、新しん和わ殿でんの背後に広がる大庭園に五百人をくだらない人が集まる。

　昨年の夏は後宮にいたので、理美はその酒宴の様を知らない。聞いた話によると、楽があり、歌があり、舞まいがあり、酒と料理はふんだんに饗きようされ、この世の贅ぜいを集めたかのような華はなやかさなのだそうだ。

　これを満まん願がん宴えんと呼び、これをもって帝国の門は再び閉じる。

「陛下のご意向が、西沙国をこの上なく丁てい重ちようにもてなすことであるなら……西沙国とは正式な国交がないとはいえ、友好国以上のもてなしが必要ですよね」

　ぽつりと理美が口にすると、景有は数枚の書面を卓子の中央へ滑すべらせる。

「礼部の者もそう考え、このように立案してきた。滞在地は前回と同様、双そう龍りゆう宮きゆう」

　書面に目を落とした利範が、唸うなる。

「宮城内の宮殿を使節団に提供するのは、麒之月では異例中の異例。特別あつかいにも程ほどがある」

　しかしそこで理美は、「はて？」と首を傾かしげる。

「でも、前と同じ場所ですね」

「それが、何か悪いか」

　利範に問われ、理美は素す直なおな感想を口にする。

「悪くはありませんけれど、つまらなくないですか？　前と同じでは。麒之月に宮城内の宮殿を使節団に提供するのは異例なのかもしれませんが、西沙国の使節団は今回が初めての麒之月ですよね。それじゃあ、それが特別あつかいだってことも、実感できないでしょうし。『なぁんだ、前と同じだなぁ』と、思わないか……」

　と、そこまで口にしたときに、利範が目を吊つり上げこちらを睨にらみつけているのに気がつき、血の気が引く。利範は官吏でありながら、その風ふう貌ぼうは迫はく力りよくがあり、不ふ機き嫌げんな顔をするとどこぞの盗とう賊ぞく団の首しゆ魁かいのように見えた。

「すすす、すみません。戸こ部ぶ尚しよう書しよ！　いえ、ちょっと。ただ、なんとなく。言ってみたくて。なんちゃって、なんてね」

　焦あせりの余り、普ふ段だんほとんど完かん璧ぺきになっている崑語が、わずかに怪あやしくなる。

「では、おまえならば、何処どこへ西沙国使節団を招き入れる」

　卓たく子しに肘ひじをついて凄すごまれ、理美はさらに縮みあがる。

「余計なことを言ってしまいました」

「何処へ招くと訊きいているのだ！　答えろ！」

「す、水すい祇し宮きゆうなんてどうかと！　だって西沙国は暑い国だと聞きますし。水祇宮の涼すずしい風は、もってこいのおもてなしになるかも、なんちゃって。すみません！」

　椅い子すの上で小さくなった理美を睨みつけ、利範は「ふん」と鼻を鳴らし、「なるほど」と小さく呟つぶやく。すると景有が突とつ然ぜんげらげら笑い出し、笑いながら不機嫌そうな利範の肩かたを叩たたく。

「わかったか？　わたしが、陛下から彼女を借り受けた理由」

「生きつ粋すいの崑国人でないからこそ、別の目線でもてなしができる。そういうことか」

　怯おびえて涙なみだ目めになっていた理美は、笑う景有にすら戸と惑まどい、びくびくと二人の尚書を見やる。笑いがなかなか収まらない景有を横目に、利範が口を開く。

「その案、悪くない」

「すみませ……え？」

　反射的に謝ろうとして、何度か瞬まばたきした。

（悪くないと、仰おつしやった？）

　ぽかんと口を開く理美の背を、ようやく笑いの発ほつ作さが収まった景有がぽんと叩く。

「君に意見を求めた結果、それは良い案だと、利範は褒ほめてるんだ」

（あれが意見を求める!?　褒めてる!?）

　脅おどしあげられ、死し刑けい宣告されたような気分だった理美は、へなへなと力が抜けてしまう。

　利範は卓子の上に広げられた書面の幾いくつかを理美の前へと滑らせた。

「これらについては、おまえはどう考える。雪理美」

　にやにやしている景有と、変わらず不機嫌そうな顔の利範に見つめられると、徐じよ々じよに理美は冷静になってきた。

（あ……、本当に、役に立ったんだ）

　すると、じわりと胸の辺りに嬉うれしさが広がる。それを勇気にして、そろりと書面を覗のぞきこむと、暫しばし考え顔をあげる。

「ここにある、西沙国使節団に饗する食事について……すこし、申し上げて良いですか？」

　緊きん張ちようしつつ問いかけると、二人の尚書は鷹おう揚ように頷うなずく。

　理美には政はわからないし、その世界で泳ぎきる能力もない。しかし祥飛や朱西は、生まれながらに否いや応おうなくその世界で生きることを運命づけられているのだから、過か酷こくとしか言えない。だからこそ、すこしでも、彼らの力になれることが喜びになる。
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　和国をはじめとする属国の使節団が安寧入りすると、都は一気に活気を増し、貿易都市のような生気が溢あふれる。暑い季節、砂すな埃ぼこりが舞う街路を異国の人が物もの珍めずらしげに歩き回り、彼らの懐ふところを当てにして、露ろ店てんはぎっしりと街路の脇わきを埋うめていた。

　しかし数刻前から、都みやこ大おお路じの露店は一時立ち退のかされ、人が立ち入ることも禁じられた。

　そのかわり大路の左右の路地には人がひしめき、これからそこを通り過ぎるだろう西沙国使節団を、ひとめ見ようと躍やつ起きになっている。

　都大路から直線で繫つながる城じよう壁へきの正面、大門の上にそびえる石の望ぼう楼ろうには、周考仁と登利範、迅景有が待機していた。崑国宰さい相しようと二人の尚書が、遠く望楼から黙もく礼れいで西沙国使節団を出で迎むかえ宮城内へ招き入れ、皇帝と対面という段取りだ。

（西沙国使節団の到とう着ちやくをもって、本当の意味の麒き之の月づきが始まる。鳳家派は、下手へたに動くまい）

　崑国宰相、周考仁は都大路を見おろしつつ、気を引き締める。

　西沙国との国交樹立を祥飛が成し遂とげれば、官吏たちの祥飛への評価は確実に上がる。鳳家はそれを嫌きらうだろうが、下手に動いて、国交樹立の邪じや魔まはしないはず。西沙国との国交が樹立していれば、いずれ鳳家皇こう帝ていが即そく位いしたとき何よりも頼たのもしい経済基き盤ばんになるからだ。となると目先の損失よりも、さらに先の大きな利益を優先する。

　鳳家の中心には朱西が居るのだから、その辺りの判断は的確なはずだった。

（朱西。なんとも忌いま忌ましい。あの善良さ、真っ直すぐさを、青修に似ていると思っていたが、違ちがう。あれは表面ばかりの善良さ、真っ直ぐさだったのだ。青修と、似ても似つかぬ）

　彼を支配し全すべてを理解しているつもりだった考仁にとって、今の朱西は未知の化け物に思える。

　自分の思おも惑わくと全く違う生き物になり、考仁の懐から逃にげ出した朱西。青修とそっくりな容姿で、似ても似つかぬ振ふる舞まいをするのだから、一層腹立たしさが募つのる。

（青修は、あんな男ではなかった）

　青修の皮を被かぶって醜みにくい生き物が生まれ出たような嫌けん悪お感かんがあり、それが憎ぞう悪おに繫がる。朱西を苦しめ痛めつけ、惨みじめに泣かせて地に這はいつくばらせれば、どれほど溜りゆう飲いんが下がるだろうか。

（必ず、破は滅めつさせる）

　そのときを夢想し、考仁は薄うすく笑う。そのために理美を利用しようと考えたが、意外にも朱西の反応が鈍にぶかったのが残念だった。鳳家の主あるじに収まった彼は、後宮女によ官かんとの色いろ恋こいよりも、別の楽しみを見つけたのかもしれない。しかしそれならばまた、別の方法を探さぐれば良いだけ。

（雪理美は、さほど重要な駒こまではなくなったか）

　考仁は何気なく景有に問う。

「景有。おまえは雪理美を、西沙国使節団のもてなし役として使ったのだろう。役に立ったか」

「ええ。この度たび、西沙国使節団に提供する宿しゆく泊はく場所を水祇宮にしたのは、彼女の案ですし。その他も、饗きようする食事の段取り、手伝いの者たちの配置など、細かいところで役に立ちました。大局を見る人ではないが、実務に向いていますね。女官らしいと言えば、女官らしい」

　西沙国使節団は、水祇宮へ滞たい在ざいさせることに決まっていた。そこに留め置きだった理美自身は、これを機に後宮内の空いている宮殿の一つに、仮住まいとして移っていた。四し夫ふ人じんは理美が近くに戻もどったのを、かなり喜んだらしい。

（大局を見ることなく、陛下の身の回りにだけ気を配る女官。後ろ盾だてもなく、朱西との関係も切れたとなると、皇后としてはあつかいやすい。何かあれば、簡単にどうにでもできる存在だ）

　祥飛は夜よ儀ぎを執とり行うと強きよう硬こうに主張したが、それを認めても特に問題はない。問題が起これば、理美には行方ゆくえ知れずにでもなってもらえば良いだけのこと。

「来ましたね」

　隣となりにいる景有の声で、考仁の思考は目の前のことに引き戻された。

　都大路の南側から、金の金具で装そう飾しよくされた馬車が二台、護衛の兵士や馬に囲まれ北上してくる。暑い盛さかりなので、馬車の四方の壁かべは取り払はらわれていた。輿こしのように四本柱で屋根を支え、前後左右には紗しやの垂れ幕。しかしそれも柱に巻きつけられ、風が通るようになっているので内部がよく見える。内部には金糸銀糸で精せい緻ちな刺し繡しゆうを施ほどこした、綿入りの枕まくらが敷しきつめられ、そこに西沙国使節グルザリ・シャーの姿が見えた。

　利範が眉まゆをひそめる。

「先頭の馬車はグルザリ・シャーですが。なぜ、もう一台同じような馬車が？　使節が二人いるのか？」

　考仁も目をすがめ、近づいてくる二台目の馬車の中に座る人物を確かく認にんしようとした。いち早く、目の良い景有が「あっ」と小さく声を出す。

「女ですよ、あれは」

　考仁は目を見開く。確かに、二台目の馬車に乗っているのは少女だ。

　西沙国宮きゆう廷ていの情報は、南小三国を通じて崑国にも伝えられる。麒之月のために西沙国内の詳しよう細さいな情報を集めていた考仁は、西沙国でグルザリ・シャーと同列にあつかわれるほど高貴な少女は、一人しか居ないのを知っていた。利範も景有も、無論知っている。だからこそ利範も景有も、信じられないという面おも持もちだった。

「まさか」と、利範が小さく声を発したことで、考仁もやっと正気づく。すると彼の頭は一いつ瞬しゆんで、目の前の事実への最善の対応策をはじき出す。鋭するどく、隣に立つ景有に命じた。

「景有！　急ぎ陛下の元へ参じ、お願い申し上げるのだ。これから西沙国使節団が御ご前ぜんに挨あい拶さつに参上するが、くれぐれも、立りつ后こう式しきのことだけは口にしてくださいますなと」

　承知と答えて景有がその場を去ると、考仁と利範は再び、近づく馬車を見おろす。

「周宰相。西沙国は、もしや」

　考仁は、喜びと緊張を同時に嚙かみしめながら頷く。

「そうだろう、おそらく。これは……素す晴ばらしい」
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　新しん和わ殿でんの天てん井じようは人の身の丈たけの三倍はあり、紫し紺こんの上に極ごく彩さい色しきで彩色した華か麗れいな柱が規則的に並ぶ。柱の外側には六りく部ぶ尚しよう書しよを筆頭に主立った官かん吏りたちと、王族である鳳家の主、鳳朱西が控ひかえていた。玉座の正面は滑なめらかな石いし床ゆかが広がっている。

　今からここに、西沙国使節団の主立った者たち、数十人がやって来るはず。

　西沙国使節団を大門の望楼上から出迎える役目は、考仁、利範、景有の三人。彼ら三人は、西沙国使節団到着の後にグルザリ・シャーを新和殿へと案内し、その間に祥飛は、居室から新和殿へと移動して、客人を待ち受ける手はずだった。

　にもかかわらず、大路に西沙国使節団が現れたと知らせが来た直後、景有一人が、祥飛の居室へ駆かけこんで来た。息を切らし、「西沙国使節団が到着しました。陛下には、これから新和殿へお運び頂きますが、その前に。立后式のことだけは、けして口に出してはなりません」と、伝えてきたのだ。

　その場には理美もいたが、彼女も、景有の真意がくみとれないらしく、きょとんとしていた。

　祥飛も同様だったので、「何故なぜだ」と訊きいたが、景有は「理由は後ほど説明します」の一点張り。仕方なく祥飛は承知し、理美と丈鉄を背後に伴ともない新和殿へと向かう。

「立后式のことはけして口にするなとは、なんの意図があると思う？」

　景有に聞こえないように背後の二人に囁ささやき問うと、理美は「さあ～」と相変わらず吞のん気きに首を傾かしげ、丈鉄は肩かたをすくめる。

「外交の使節団が挨拶に来たときに、立后式の話はしそうもないですがね。わざわざ注意を促うながすってことは、特とく殊しゆな事情が西沙国使節団にあるんでしょう。まあ、すぐにわかりますよ」

　そう焦あせらないでくださいよと、丈鉄は窘たしなめてくれたようだった。皇帝としての威い厳げんと落ち着きをもって、西沙国使節団と対面するのが今は最も重要なことだ。

　心を落ち着けよと、祥飛は己おのれに言い聞かせる。この使節団が、崑国百年の悲願に繫がる重要な役目を担になっているにしても、相手はグルザリ・シャーだ。人となりを知っている彼を前にして、動どう揺ようする必要はない。

　西沙国使節団は、既すでに新和殿入りした様子だった。

　新和殿背後の通路から殿内へ入り、理美と丈鉄はそこで控える。理美は西沙国のもてなし役として知ち恵えを絞しぼったが、今は位も持たない周家遠とお縁えんの姫ひめだ。公おおやけの場に顔を出すことはできない。

　理美と丈鉄に見送られ、祥飛は緞どん帳ちようを潜くぐって正面へと踏ふみ出す。皇帝らしく真っ直ぐ視線を据すえ玉座に向かう。玉座に着いた祥飛は、ようやく広間に傅かしずく西沙国使節団の主立った人々、数十名を見おろした。

　先頭には懐なつかしいグルザリ・シャーの姿があり、その隣に一人の少女が傅いていた。

（女!?　なぜ女がいる）

　祥飛は目を見開く。
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「おい、理美。覗のぞいてみろ。西沙国使節団の中に女がいるぞ」

　緞帳の隙すき間まから行儀悪く表の様子を覗き見していた丈鉄が、焦ったように手招きする。

　前回の西沙国使節団には、女性が一人もいなかった。そのためにグルザリ・シャーは、宮城内で理美を見かけて「女性がいる」と喜んだ。西沙国から崑国まで、冬に比べれば格段に気候が良いとはいえ、長旅である。体力的に男性と差がある女性の同行は無理なのだろうと思っていたので、長旅を経てきた女性に興味がわく。丈鉄とともに表を覗き見た。

　そこに十三、四歳の少女がいた。余よ淑しゆく妃ひと同じか、もうすこし幼いかもしれない。彼女は、使節たるグルザリ・シャーの隣に並んでいる。ということは、使節と同等の重要な役割を担っている上に、グルザリ・シャーと並ぶことを許される身分ということ。すなわち───王族だ。

「顔をあげて立って欲しい、グルザリ・シャー殿どの。崑国は西沙国を友として受け入れる故ゆえ、使節団が跪ひざまずく必要はない」

　祥飛の声に、西沙国側の使節団が立ちあがり顔をあげた。

　白っぽい銀色の髪かみと紫むらさきの瞳ひとみ。褐かつ色しよくの肌はだによく似合う、細やかな刺し繡しゆうが施ほどこされた裾すそ長ながの上着。腰こしに巻く柔やわらかな布。柔にゆう和わな表情が以前と変わらない、グルザリ・シャーの姿がそこにある。

　しかし何よりも、その隣に立つ少女に目が釘くぎ付づけになった。

「なんて……綺き麗れいな女の子」

　姉斎さい宮ぐうは清せい冽れつな美しさがあるし、四し夫ふ人じんたちも、華はなやかだったり、優ゆう雅がだったり、愛らしかったりと、それぞれに見み惚とれる美しさがある。

　しかしこの少女の美しさは、和国や崑国の女性にない、別種の特殊な美しさだった。花の美しさと、海うな原ばらに輝かがやく陽ひの光の美しさを比べられないようなもの。

　彼女が身につけているのは、細かな草模様を染め抜ぬいた上に、金糸と銀糸でさらに繊せん細さいな花模様を刺繡した華麗な布。それを肩から胸にかけて器用に着付け、柔らかな腰帯で腰高に留めていた。身につけた布と同様の紋もん様ようでありながら、透すける質感の布を頭から被かぶり、それが薄うすい陽の光のような金とも銀ともつかない色の、細くしなやかにうねる髪を覆おおっている。

　額と首元、両手の甲こうには、千切れそうに細かな装そう飾しよく品。ほんのり薄うす桃もも色いろの頰ほおをしており、透けるような白さの肌。瞳は珠ちゃんの瞳に似て青い。和国人や崑国人とも言えず、さりとて、西沙国人とも言えない風ふう貌ぼう。はるか北西の国々の人は、肌が白く顔の彫ほりが深く、長身である。肌の色がそれらの人と似ている気はするが、顔立ちは違ちがうし大おお柄がらでもない。

「三度お目にかかれたこと、心より嬉うれしく思っております、陛下」

　微笑ほほえみながらグルザリ・シャーが、流りゆう暢ちような崑語で告げる。

「余も、シャー殿にお越こし頂いたことに感謝する。西沙国使節団には、特別に余の夏の離り宮きゆうを用意した。我が国の門が開く麒き之の月づき、ゆっくりと楽しみ滞たい在ざいしてもらいたい」

「お心こころ遣づかい、痛み入ります。そしてご紹しよう介かいが遅おくれましたが、この度たび同行した姫は、西沙国皇こう帝てい陛下の唯ゆい一いつの皇女アーシャです。この姫は西沙国一の舞まいの名手。麒之月の終わりに催もよおされる満まん願がん宴えんに華を添そえられればと考え、皇帝陛下直々のご命令で同行しました」

　居並ぶ官吏たちが、ざわつく。官吏と少し距きよ離りをおいて立つ朱西の表情が、なぜか曇くもった。

　アーシャは綺麗な青い瞳で、物もの怖おじせず祥飛を見つめている。「ご挨あい拶さつをおし」とグルザリ・シャーに促されると、彼女は膝ひざを折る。背筋が伸のびつつも、身ごなしは柔らか。たったそれだけの挙きよ措そでも人の目を引く。

「初めまして崑国皇帝陛下。西沙国皇帝皇女アーシャです」

　流暢な崑語で挨拶すると、彼女は顔をあげてつんと顎あごをそらした。

「崑国での滞在を楽しまれよ、アーシャ姫。満願宴での舞、楽しみにしておく」

「無理です」

　型通りの挨拶をした祥飛に対して、アーシャの返事は意外すぎた。祥飛は自分の耳を疑うように何度か瞬まばたきし、アーシャの隣となりにいるグルザリ・シャーが、抓つねられたみたいな顔をして「アーシャ！」と、制するように小さく呼ぶ。しかし彼女は口を閉じなかった。

「すみませんが、叔父おじの言葉は訂てい正せいします。わたしは満願宴で踊おどる気はありません。満願宴で踊るのは父皇帝の命令ですが、わたしは、わたしが踊りたいときにしか踊りません。ずっとそうしてきました。父皇帝にもそう申し上げましたけど、『とりあえず、行け』と言われたので、来たまでです。国外へ出るのは初めてですし、珍めずらしい崑国を楽しむだけです」

　他国皇帝を前にして、明るい声で恐おそれ気もなく、ましてや悪気もなさそうに、好き勝手なことを言っているのに、理美はただ驚おどろいた。丈鉄もぽかんとしていた。

「……何を言っているのだ？　そなた」

　思わずだろう。祥飛が呟つぶやいたのに、アーシャが首を傾げて微笑む。

「踊りませんと言いました。もう少し大声で言った方がいいですか？」

「申し訳ありません陛下。アーシャは未熟者で、まだ礼をわきまえておりません」

　グルザリ・シャーが強ごう引いんに割りこむと、アーシャは不満げに口を開こうとしたが、その前に祥飛が、グルザリ・シャーの呼吸に合わせるように返事をした。

「わかった、シャー殿。西沙国使節団は我が国の大切な客人、多少のことは気にとめぬ。それよりも、必要なものや希望があれば訊いておくが」

　アーシャの突とつ飛ぴな発言は、グルザリ・シャーにとって不都合きわまりないことだろう。それを察した祥飛は、アーシャの発言はなかったことにして会話を続ける。感謝するように、ほっとした表情でグルザリ・シャーは微笑む。
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「では一つお願いを。この度はアーシャ付きの女によ官かんを連れて参りましたが、長旅の疲つかれで寝ね込こんでしまい役に立ちません。その代わりとなる女官をお貸し頂きたい。できれば先の滞在で気心が知れている後宮女官、雪理美を」

　突然自分の名が出て驚いた。咄とつ嗟さに、あの美しい少女の世話係を任されるのは面おも白しろそうだと思ったが、同時に理美の立場で、女官として他国の使節の前に出られるのだろうかと、現実的な問題が気になる。

　祥飛も当然、「いや、雪理美は」と、断りめいた言葉を口にしようとしたが、

「承知いたしました」

　祥飛の声を遮さえぎり、周考仁が声を発していた。祥飛がぎょっとしたように考仁を見やり、朱西も鋭するどい視線を向ける。考仁は気づかぬふりで、深々と頭を下げる。

「ご安心ください、グルザリ・シャー様。アーシャ姫付きの女官として、雪理美をご用意いたします。使節団のおもてなしは、礼れい部ぶ尚しよう書しよ、戸こ部ぶ尚書二人をもって当たらせ、陛下の御み名なにおいて責任を持ってお世話させて頂きます」

「大変助かります、ありがとう。崑国宰さい相しよう」

　機き嫌げん良く言葉を返すグルザリ・シャーを遮り「それはならぬ」とは、皇帝たる祥飛でも言えないらしい。祥飛は考仁を睨にらみつけ、「どういうつもりだ」と言いたげだったが、グルザリ・シャーから再び「陛下のお心遣いに感謝します」と言われれば、「うむ」と、苦い顔で頷うなずく。

「アーシャ姫のお世話役は、楽しそうですけど。わたしの立場でそれは、良いんですか？」

　一いつ緒しよに覗き見していた丈鉄を見上げて問うと、彼は渋しぶい顔をしていた。

「良くはないだろうぜ。陛下にとっても、あんたにとってもな。立りつ后こう式しきのことを口にするなと言ったのは、このためかよ」

　丈鉄は「あの人は、いつもこうだな」と呟く。

「わたしにとっても陛下にとっても良くないとは、どういう意味ですか？」

　暫しばらく迷うように沈ちん黙もくした後、丈鉄は口を開いた。

「西沙国がなぜアーシャ姫ひめを使節団に同行させたと思う？」

「それは満願宴に華を添えるためだと、今さっきグルザリ・シャー様が」

「華を添えるってのは建前だろう。それが本当の目的なら、あの姫さんが『踊らない』と言っている時点で、崑国へ派は遣けんはしなかっただろうぜ。今みたいな、無礼千せん万ばんなことになるのは目に見えてるからな。それでもあの姫さんを寄こしたのは、おそらく西沙国側は国交樹立の意思があるということさ。そして国交樹立のあかつきには、両国の盟約の証あかしとして姫さんを崑国に嫁とつがせるつもりだ。今回はその布石として、姫さんと陛下の顔合わせをさせようってことだ」

「西沙国側に国交樹立の意思があるとしたら、それは陛下にとって望ましいことです！」

　声が弾はずんだのは、崑国百年の悲願である西沙国との国交樹立が成されれば、皇帝としての祥飛の評価が上がるのは確実だからだ。

「けど、あんたはどうなる」

　問われて、理美は「え？」と首を傾かしげる。

「あの姫さんは、大陸で最も富める国と呼ばれる国の姫さんだぞ。もし後宮に入るとしたら、崑国側は最上級の位を用意しなくちゃならんだろうがよ」

　後宮で最上級の位とは、四夫人の上。すなわち皇后。理美が内定している、その地位だ。

「周宰相が陛下に、立后式のことを口にするなと言ったのは、これが理由だ。あの人はあの姫さんの姿を見た途と端たん、西沙国の意図を察し、早さつ速そく、あの姫さんを皇后位につかせるのに邪じや魔まなあんたを、排はい除じよするために動いたんだ」

「じゃあ、周宰相がわたしを、アーシャ様のお世話役として認めたのは」

「あんたが皇后内定者だということを、このままうやむやにして、なかったことにしようとしてるんだ。接待役のあんたが、夜よ儀ぎをする暇ひまはない。また夜儀が流れるんだ」

　理美は皇后になりたいわけではない。ただ祥飛を支える者として側そばに仕えようとしているときに、その地位にと望まれたから受けたに過ぎない。皇后位に執しゆう着ちやくはない。自分の存在が崑国と西沙国の国交樹立のときに邪魔になるのであれば、喜んで皇后内定者の立場から降りる。それによって祥飛の皇帝としての地位が少しでも安定するなら、それは願ってもないこと。

（けれど、わたしは既すでに和国との縁えんを切り、後宮女官の雪宝林ではなくなってる。和国からやって来た、美味うましの宮みや理あや子こは、もう後宮に存在しないことになってる）

　今の理美は、周考仁の遠縁の姫という、虚きよ構こうの身分。皇后内定者でなくなれば、どんな風にあつかわれるのか。かつて皇后内定者だった者が新たに皇后が立った後宮に入れば、皇后の不興を買いかねない。それを考仁が許すはずはない。となると、理美は何者となり、どこに住むことになるのか。和国との関係も切れ、帰る国もないのに。

　祥飛は無む慈じ悲ひなことはしないはず。宮城の外に住む場所くらいは与あたえられるだろうが、祥飛の近くで仕えるのは無理かもしれない。

（わたしは、居場所をなくすのかもしれない。また……）

　突然、不安がわき起こる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　理美の顔色を察し、丈鉄が気遣わしげに声をかけてくれたとき、「雪理美」と、背後から呼ばれた。振ふり返ると景有だった。早足で近づいてくる彼に、理美と丈鉄は慌あわてて礼をとる。

「西沙国使節団が、これから退出して水すい祇し宮きゆうに移動する。君は、先さき程ほどの話を聞いていた？　君がアーシャ姫のお世話役につくことになった」

「あ、はい。聞いていました」

「それなら話は早い。君は後宮に戻もどって荷造りし、水祇宮に居を移せ。馬車は礼部で手配する」

「承知しました」

　再び礼をとると、景有は「では、頼たのんだよ」と言って、忙いそがしそうに新和殿の外へ出ていった。

「どうするんだ、あんた」

　景有を見送った丈鉄が、顔をしかめながら問う。

「とりあえず荷造りします」

「その後だよ。あんたは、それでいいのか」

　理美はちょっと考えてから、ほわりと笑う。

「まあ、今は考えても仕方ないので。ゆっくりアーシャ様のお世話をしながら、考えます」

　丈鉄とはその場で別れ、理美は急いで後宮に戻った。

　まずは景有に命じられたとおり、今の自分の役目を果たすことが大切だ。そこから先は、さっき丈鉄にも言ったように、なるようにしかならないはず。状じよう況きようが変わるのが怖こわいとは思うが、まだ現実味が湧わかないのも正直なところ。

　数日前に後宮に移動したばかりなのに、再び水祇宮へと帰るのは慌ただしいことだったが、仕方ない。急いで荷造りを始めた理美を、珠ちゃんは梁はりの上にのんびり丸まり、「大変ね」と言いたげに見おろしていた。

　香かおり漬づけの壺つぼを丁てい寧ねいに布でくるみ衣い装しよう箱に入れ、衣装は適当に突つっこむ。「なんでこのように、慌ただしいことに」と愚ぐ痴ちる老侍じ女じよとともに走り回っていると、四し夫ふ人じんが顔を揃そろえて、息せき切ってやって来た。彼女たちは侍女から、理美が西沙国の姫の世話役として水祇宮へと戻る、と聞かされたらしく、青い顔をしていた。

「皆みなさま？」

　衣装箱に頭を突っこんで引っ搔かき回していた理美は、くしゃくしゃに乱れた髪かみのままで振り返り、礼をとろうとしたが、

「どういうことですの!?　雪宝林!?」

　摑つかみかからんばかりの勢いで踏ふみこんで来た宋そう貴き妃ひが、理美の肩かたをがっしり摑む。そして余淑妃、温おん賢けん妃ひ、鳳ほう徳とく妃ひも、理美を吊つるし上げようとするかのような形相でぐるりと取り囲む。老侍女が恐おそれをなし、室の端はしに縮こまって顔を伏ふせる。

「どう、と言われましても。西沙国の姫君付きの侍女として、水祇宮へ行くだけですけど」

「じゃあ麒き之の月づきに決まったはずの夜儀は、どうなるんです!?　お姉様。陛下はなんて？」

「あ。訊きいてません。陛下が玉座から下りられる前に、礼部尚書の命で後宮に戻ったので」

「もしやまた、延期されるおつもりか。陛下は何をお考えなのか」

　鳳徳妃が呻うめく。

「そもそも、皇后候補であり公こう謁えつまで終わらせた女人に、なぜ侍女の真似まね事ごとをさせるのか。それに納なつ得とくいきませんわ。陛下はなぜ、そんなことを」

　宋貴妃が憤ふん然ぜんと言う。

「これは、西沙国使節のグルザリ・シャー様のご希望なんです。しかも周宰相が、その場でお返事されて、それで決まったことですし」

「周考仁。彼が決めたのか？」

　鳳徳妃の表情がさらに険しくなり、四夫人は顔を見合わせる。その表情から彼女たちが、理美が皇后内定者の地位を追われる可能性を察したのだろうとわかった。

　彼女たちを心配させたくはなかったので、理美は笑え顔がおでひらひらと手を振った。

「とりあえず行って参ります。西沙国の姫君のアーシャ様は、なんだか面おも白しろそうな方ですし。楽しいと思いますから」

　温賢妃が、柔やわらかく、すこし哀かなしそうな心配そうな表情で理美の手を握にぎった。

「わたしたちは雪宝林の味方です。それを、忘れないようにしてくださいね」

　宋貴妃、余淑妃、鳳徳妃も、力強く頷うなずく。彼女たちの思いやりが、嬉うれしかった。

「ありがとうございます。四夫人」
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　理美が荷物とともに後宮を出るのを、四夫人は内門まで見送った。ほやっと笑いながら、行って参りますと手を振る彼女の姿が門もん扉ぴの向こうへ消えると、宋貴妃が溜ため息いきをつく。

「雪宝林は、理解してるのかしら。自分の立場を。西沙国の姫君付きの侍女をやらされるなんて。陛下のご意向は違ちがうと信じたいけど、周考仁はあきらかに、雪宝林から今の立場を奪うばおうとしているわ」

「お姉様のことだから、ぼけ～としていて、ぴんときてないかもしれないわぁ」

　余淑妃が焦じれったそうに言うが、鳳徳妃は眉まゆをひそめる。

「しかしこれは、難しい問題だ」

　そこで全員口を噤つぐんだのは、彼女たちが皇こう帝ていの臣たる立場にあるからだった。

　ただの女であれば皇帝に直じき訴そし、友人の理美の立場を守ればいい。しかし皇帝にとっての西沙国との国交樹立の大切さを、彼女たちは臣下として考えないわけにはいかない。温賢妃が、首を振る。

「これは雪宝林と陛下の問題ですわ。わたしたちはお二人の考えと決断を、尊重するしかない」

「でも、お姉様はあの通りだから、なんにも気がついてないかも」

「いいえ、気づいていますわよ。だって雪宝林はわたしが手を握ったときに、いつものあの方らしくなく、とても不安そうでしたもの」

　蟬せみの声がうるさい。絹の傘かさの下に立つ四夫人は、閉じられた内門の扉とびらを暫しばらく見つめていた。
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　四夫人が内門の前で立ちつくしていたのと同時刻、内門から少し離はなれた大門近く。内侍が実務を執とり行う内侍堂の歩ほ廊ろうに、内ない侍じ監かん蔡さい伯はく礼れいの姿があった。白い肌はだに薄うす茶ちやの瞳ひとみ。妖よう艶えんな美び貌ぼうの内侍監は、歩廊の欄らん干かんに手を添そえ、理美の乗る馬車が大門を出て行くのを見送っていた。

　諸外国を受け入れる麒之月は、後宮には関かかわりがない。それでも情報は流れてくるもので、西沙の宝石の噂うわさは伯礼の耳にも入っていた。それを聞いて、西沙国側の意図は推測できた。

（理美。胸を裂さかれる思いで恋こいを諦あきらめ、陛下の皇后になることを決断したにもかかわらず。政まつりごとの都合が、彼女自身が選んだ運命さえ歪ゆがませる）

　理美は可哀かわい相そうだ。だが。

（陛下には、西沙国の姫ひめ君ぎみを娶めとって頂かなくてはならない）

　崑国百年の悲願と、伯礼が個人的に親しい人の運命の流る転てんは、比べるべくもない。理美を憐あわれと思いながらも、伯礼は政を取るしかない。

　かつて公子として、国が富み栄えることがどれほど大切かを教えられた。国が貧しく滅ほろびれば、この地は獣けものの世界に成り下がる。それがどれほど恐ろしいかを、歴史を通して教えられた。

　祥飛への屈くつ折せつした思いに堪こらえられなくなったときでさえ、皇帝を誅ちゆうし国を混乱や戦乱に巻きこむことに強い躊躇ためらいがあった。だからこそ祥飛に直接手を出せなかった、というのもある。

　さらに政が情に流されることで、国が傾かたむく可能性が大きいのもよく知っていた。

　しかし伯礼の思おも惑わくを四夫人が知ったら、彼女たちは怒いかり狂くるうだろう。特に鳳徳妃は、今以上に伯礼を嫌きらい軽けい蔑べつするはず。

　後宮大門の軒のき先さきに乱反射する、鋭するどく強い夏の光に目をすがめる。

　外朝は政の世界であり、皇帝のためだけに存在するのではない。しかし後宮は、何から何まで皇帝の───祥飛のためだけにある世界。そして今、内侍監となった伯礼の世界でもある。

（悪いね、理美。わたしには、後宮を陛下にとって最善の場所に整える責任がある）




　　　二




「なんなのだ、あの無礼な西沙国の皇女は！　余が踊おどれと命じたわけでもないのに、勝手に踊るの踊らないのと。グルザリ・シャー殿どのも困こん惑わくしていたではないか！　しかも、どういうつもりだ考仁！　理美を、あのおかしな皇女の侍女につけるなど、なぜ勝手に了りよう承しようした。そんなことをすれば麒之月の夜よ儀ぎは不可能になる。また理美を待たせるのか」

　居室に帰った祥飛は、久しぶりに怒ど鳴なり散らし椅い子すを蹴け飛とばした。椅子が倒たおれた大きな音にも、考仁は眉一つ動かさず、淡たん々たんと答える。

「では崑国百年の悲願の鍵かぎを握る使節団の望みを、無下に断ればよろしかったか？」

「断れと言っているのではない。事情を説明し、理美に劣おとらぬ素す晴ばらしい侍女をつけると約束し、その者を世話役とすれば良いだけのことだ」

「それもできましたが、好都合だと思いましたので」

「何が好都合だ」

「雪理美が皇后内定者である事実を、うやむやにして消すには好都合です」

　一いつ瞬しゆん、祥飛の頭が真っ白になった。

「何を言っているのだ……おまえは」

　考仁の背後には、景有と利範も控ひかえている。彼らは当然全すべてわかっているような顔をしていたし、窓辺に控える丈鉄を振り返って見ると、彼もまた、眉をひそめた不快げな表情ながら、考仁の言葉の意味をわかっている様子だ。

「突とつ然ぜん、何を言い出す。なぜ理美が皇后内定者である事実を消すと」

「西沙国が使節団に皇女を同行させたのは、彼らに国交樹立の用意があるという意思表示です」

　言われて祥飛は、目を見開く。

「なんだと？」

「それは間ま違ちがいありません。国力が同等の国と国交樹立する際には婚こん姻いんによって盟約をするのが慣習であり、その証あかしとしてまずは、嫁とつぐ姫が相手国へ姿を見せるのです」

　考仁の言葉を理解すると、それからわずかに遅おくれて、躍おどりあがりたいような喜びが湧わく。

「国交樹立……西沙国と国交樹立が成るのか！」

　鳳家に揺ゆすぶられ、皇帝としての地位が危あやうい現状で西沙国との国交樹立を成せば、それは祥飛にとって大きな力になり得る。

「やっと成るのか！　その国交樹立が、なぜ理美のことと関係するのだ」

　喜びを抑おさえきれず弾はずんだ声で問う祥飛に、考仁の冷たい声が答えた。

「西沙国皇女が後宮入りするとなれば、ただの妃ひ嬪ひんとして迎むかえられません。最も高い地位を用意するのは、盟約を結ぶ条件です。すなわち、アーシャ姫が後宮入りするとなれば、皇后位につく以外は考えられません。雪理美が皇后内定者として、そこにいてもらっては不都合です」

　殴なぐられたような衝しよう撃げきに、祥飛は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

（不都合……不都合だと!?）

　ついさっき感じた喜びが凍こおりつき、まるで忌いまわしい出来事のように変化した。

「いらぬ！」

　思わずだった。鋭く拒きよ絶ぜつしていた。

「余が傍かたわらにいて欲しいのは、理美だ！　他ほかの女など、いらぬ！」

　握った拳こぶしが震ふるえていた。口では「いらぬ」と言いながら、それが正しいのか、自分が選ぶべき道なのかと、冷静に問う声もまた自分の中に響ひびいている。己おのれの中の冷静なものが、囁ささやく。「いらぬでは、すまされぬ」と。

　しかし心がついていかない。柔らかく、温かく、祥飛を包んでくれる存在を熱望し、朱西の忠誠心と引き換かえにしてまで手に入れた者を、手放せるわけがない。

「しかし、陛下」

「いらぬ！」

　今一度怒鳴ると、考仁たちに背を向けて寝しん室しつへ入る。大きな音をさせて戸を閉めると、寝台へ身を投げ、掛かけ布ふに顔を埋うずめた。単純に自分の心だけに従っていられれば、これほど苦しくない。考仁の意見も判断も無視して、理美を皇后とすれば良いだけのこと。

　だが祥飛は皇帝であり、厄やつ介かいなことにその自覚が生まれていた。

　自分の立場を守ることは、四し夫ふ人じんをはじめ、祥飛を皇帝として支える者たちを守ることと同義だ。その者たちのためにも、皇帝の地位を盤ばん石じやくとするために、西沙国との強い結びつきは喉のどから手が出るほど欲しい。

（二度までも夜儀を延期せよと？　しかも余が理美を皇后にと望んだことを、なかったことにしろと？　言えるわけない。言いたくない。理美を、ずっと傍らに置いておきたい）

　どうすれば良いのだろうかと混乱した。
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　皇帝の室を辞し、利範と景有は考仁に付き従って回廊を歩いていた。陽ひざしは強く、回廊にも熱気がこもっていた。

「景有、利範。念を押すこともないだろうが、西沙国のもてなしには細心の注意を払はらえ」

「心得ていますよ。我われ々われもこれから、使節団を案内して水すい祇し宮きゆうへ向かいます」

　景有は、にこやかに答える。「抜ぬかりなく務めよ」と告げた考仁は、足を止め振ふり返る。

「もてなしもさることながら、もう一つ。陛下とアーシャ姫が接せつ触しよくを持つように取りはからい、互たがいに好意を抱いだかせるように仕向けよ。あの姫は、陛下の皇后になるべきなのだからな」

　それには、利範が眉まゆをひそめた。

「お言葉ですが、周宰さい相しよう。先さき程ほどの陛下のご様子からも察せられるように、陛下は雪理美を欲ほつしています。いずれアーシャ姫が後宮に入るにしても、別の地位を用意する方向を模も索さくすべきかと思いますが」

「この世で最も富める帝てい国こくの姫君を、属国の姫の下に置くか？　それで西沙国が納なつ得とくすると？」

　沈ちん黙もくした利範に代わり、景有がふと、いつもの軽けい薄はくな表情を消して言う。

「しかし、人の心は、そう簡単に変えられません」

「変えるのだ。やりようは、いくらでもあるはずだ」

　それだけ言うと考仁は、身を翻ひるがえし歩み去る。回廊の中程に取り残された二人の尚しよう書しよは、同時に溜ため息いきをつき、水祇宮へ向かうために馬車溜だまりへ向かった。

　本来ならそれぞれ所有の馬車を利用するところだが、西沙国使節団とともに行動する必要性から、二人は礼れい部ぶ所有の馬車に同乗し、宮城の門を出る。

　彼らの馬車と護衛の騎き馬ばが、西沙国使節団の馬車を先導する。

「気がすすまん。なぜ我々が、男女の仲など取りもたねばならん。妓ぎ楼ろうのやり手じゃあるまいし。なおかつ、相手は先程の突とつ飛ぴな姫ひめ君ぎみだ。父皇帝の命令をも無視するような姫を、我らが手玉に取れるか？　しかも……人の心を操あやつるような真似まねは、好きではない」

　馬車に入るなり、利範は腕うで組ぐみして低い声で言う。蒸むし暑い車中の熱気にうんざりしたように、景有は深しん衣いの胸むな元もとをくつろげ、横着そうに窓まど枠わくに肘ひじをかける。

「人心を操ることは、政まつりごとの上では必要だろう？　固いな、利範も」

「主義思想の問題であれば、そこまで嫌けん悪おしない。しかしこれは情の問題。人の情を意のままに動かすということは、その者たちを謀はかること。それに本人たちが気がついたとき、全ての己の感情を怪あやしみ己自身すら信じられなくなり、その者たちの心を壊こわしはしないか」

「恋れん情じようさえも操られ、それを本人が知ったなら、自分に絶望するだろうね」

　うすら笑う景有に、利範は渋じゆう面めんを作る。

「また面おも白しろがっているのか。昔からおまえは何でも面白がる。そこが始末に悪い。蘇そ平へいのときも、そうだった」

「蘇平とは、また古い話を持ち出すね」

　利範と景有は同時期に登とう用よう試しに合格し官かん吏りの道を歩み始めたが、その登用試を受ける前から互いのことは知っていた。

　世に知られる高名な学者の屋や敷しきには、書生として数名の若者が住み込むのが常。書生はそこで学問を修め、登用試に挑いどむ。書生は貴族の子し弟ていが主だが、時に地方官吏の推挙を受けた、飛び抜けて秀しゆう才さいの平民の子も交じっている。

　利範の生家登家は、代々中央官吏を務める生きつ粋すいの貴族。景有の生家は、崑国建国の際の武ぶ勲くんにより広大な土地を所有する、五家にはおよばないながらも大貴族である。

　彼ら二人は安寧で名高かった陽よう老ろう師しの書生になったが、そこに蘇平という書生もいた。彼は五家の傍ぼう流りゆうで、誇ほこり高くはあったが、さほど頭の回転は良い方ではなかった。

　あるとき、書生全員が参加した議論の場で持論を論破され、蘇平が恥はじをかいた。彼は恥はずかしさと己の不ふ甲斐がいなさから、庭院にわにある井い戸どに飛びこんで死のうとし、書生たちは泡あわを食ってそれを取り押さえようとした。その様子を離はなれた場所で見ていた景有が、我が慢まんできぬとばかりに大声でげらげら笑ったのだ。蘇平すらも仰ぎよう天てんし、皆みなの動きが止まったほどに。

　誰だれかが「なぜ笑う」と問うと、景有は笑いながら「なぜも何も、皆でとっくみあって喚わめきあってる様を遠くから見ていると、面白かった」と言ったのだ。

　その衝撃で蘇平は大人しくなったが、己の才覚のなさに絶望し、翌日に陽老師の元を去った。

「おまえは、蘇平の心情も、自死を思いとどまらせようと必死に止めている連中の思いも素す通どおりして、ただ乱らん闘とう騒さわぎが面白いと言ったな」

「人の心に寄り添そえと陽老師は常に仰おつしやっていたが、そんなことをしたら、わたしは自分が病やんでしまうね。人の心を、そのままあれこれ受け入れてみろ。苦しくてたまらないだろうに」

「昔からそう言っていたな。そんなことを堂々と言う奴やつとは、さっさと縁えんを切りたいと思っていたが。どういうわけか未いまだに、こうやって目の前に、おまえのにやけた顔を見ている」

「縁と思って、諦あきらめたら良いよ。何にしても、周宰相の命には従うだろう？」

　暫しばし沈黙したが、利範は渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「そうしなければ、ならないだろう。気の毒なのは、陛下と理美だが」

　利範と景有は同時に窓の外へ目を向け、彼らの馬車に追従する西沙国の華か麗れい豪ごう奢しやな馬車を見やる。砂すな煙けむりが、強い陽ざしを攪かく乱らんする。

「今から、陛下に文ふみを送ろう。護衛の一騎にそれを持たせ、宮城に引き返させた方がいい。文には、今日のうちにもう一度間近で、グルザリ・シャーとアーシャ姫に、ご挨あい拶さつするべきだとしたためる。そうすれば我々の到とう着ちやくと間を置かず、陛下がアーシャ姫にご挨拶に来たという寸法になる。姫君の覚えもめでたくなり、陛下も間近に美び姫きを眺ながめる機会を得る」

　早さつ速そくそう提案した景有に、利範はぶすっとしたまま答える。

「しかし、あのご様子の陛下が、大人しく水祇宮に来るか？」

「来るね。『理美が心細がっている』と、最後に一言つけ足せば」

「おまえは、人の心に寄り添わないと言うわりに、人の心を操るすべに長たけている。そこが、気に食わない」

「そうか？　わたしは、人の心に寄り添いながらも、人の心を操ることを嫌悪するおまえのことは、気に入ってる」

「いけしゃあしゃあと」と、呻うめく利範を見て、景有は小さく笑った。
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　西沙国使節団を先導して尚書たちが水祇宮に到着するのより少し早めに、理美は水祇宮に入った。高まる緊きん張ちようを意識しながら、彼女は自室内をうろうろと歩き回っている。

　グルザリ・シャーに再会できることは嬉うれしい。シュリも同行しているに違ちがいないから、彼にまた西沙国料理を教えてもらえる機会が持てるのも、わくわくする。しかしそれ以上に今は、アーシャの存在が大きい。遠目に見てさえ圧あつ倒とうされるほど美しい少女の世話をするというのは、なかなかどうして荷が重い。あの少女の前に己おのれの姿をさらすだけで、気き後おくれしそうだ。

　しかも理美には、立場を失いかねない不安がある。アーシャの出現がその不安の原因なのだから、複雑だ。

（でも。先のことは、そのときに考えよう）

　和国で美味うましの宮みやとして務めていたのに、突とつ然ぜんに崑国行きを言い渡わたされたときのことを思い出す。あのときも、不安で、哀かなしくて、どうしようもなかった。けれど決まったことはどうしようもないと覚かく悟ごを決め、海を渡ったのだ。

（わたしの周りには今、幾いく人にんも頼たのもしい人がいてくれる。だから何があっても、今度も大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫。きっと今度も）

　言い聞かせるが、ふと心の隙すき間まに「また、やり直しなの？」「今度も上手うまくいくとは、限らないわ」と、囁ささやく弱気な声もある。それに耳を塞ふさいで、「大丈夫」と呟つぶやく。

　水祇宮の涼すずしい風が通る室内とはいえ、歩き回っていればそれなりに汗あせもかくはず。しかし気を張っているせいか、掌てのひらが逆にひんやりしていた。うろつきながら、腕に抱かかえた珠ちゃんの毛皮を撫なで続けても落ち着かない。理美の様子に、珠ちゃんはくりくりした目で、心配そうに理美を見つめていた。

　程なく、二人の尚書と西沙国使節団が到着したので、参上するようにと使いが来た。

（余計なことは、考えないようにしよう）

　大きく息を吸い、理美は「行ってくるね」と、珠ちゃんに告げ室に残し、ぎくしゃく歩きながら翡ひ翠すい泉せんを望む露ろ台だいがある室へと向かう。

　室の出入り口に近づくと、歩ほ廊ろうに懐なつかしい顔が見えた。褐かつ色しよくの肌はだに銀の髪かみ、紫むらさきの瞳ひとみ。すこし色っぽくも見える、目元の泣きぼくろ。その顔を見た途と端たん、嫌いやな緊張感がふっと和やわらぐ。「シュリ」と呼んで駆かけ寄ると、彼は満面の笑えみで理美の体をぎゅっと抱だき寄せた。

「懐かしい！　理美！」

　それは犬いぬ猫ねこを抱き寄せるような全く下心のない仕草だったので、「わっ」と一いつ瞬しゆん驚おどろいて声は出たが、嫌な感じはしなかった。しかもその抱ほう擁ようで、強こわ張ばっていた理美の心と体が、一気に楽になる。




　　　三




「元気だった？　シュリ」

　うんと頷くと、シュリはすぐに理美の体を放した。

「ずっとお礼を言いたかった。ありがとう、あのとき」

「あのときって、前にシュリが崑国に来たとき？　わたし、何かしたかな」

「理美のおかげで、雪が好きになったよ」

　意味はわからないが、シュリが嬉しげなので理美も嬉しくなる。「よくわからないけど、良かった」と言うと、シュリは苦く笑しようしながら促うながすように彼女の背を押す。

「お話はいっぱいしたいけど、まずは入って。シャー様とアーシャ様が待ってる。アーシャ様には、理美の話はしてあるから。和国の姫で、美味おいしい料理を作る人だって」

　美味しい料理を作る人。そう伝えられていることが気恥ずかしくもあり、誇らしくもあった。緊張と嬉しさ半々で室内に踏ふみこみ、顔をあげることなくその場で跪き拝はいの礼をとる。

「お召めしにより参上いたしました。雪理美です」

「顔をあげて、お立ち。前と同じく、堅かた苦くるしいのはなしにしよう」

　グルザリ・シャーの声に、理美は立ちあがり顔をあげる。

　室内の手前の壁かべ際ぎわには、利範と景有が控ひかえていた。その奥にある長なが椅い子すにグルザリ・シャーがくつろいで座り、彼の隣となりにアーシャもちょこんと座っていた。新しん和わ殿でんで堂々と膝ひざを折った彼女の存在感は大きく、大人の女のように見えていた。しかしこうやって室内で見ると、小こ柄がらでほっそりしていて、まだ幼ささえ残る少女。ただその姿はやはり、奇き跡せきのように美しい。

「こちらへおいで、理美。元気だった？」

　相変わらず柔にゆう和わで優やさしい笑顔にほっとしながら、「はい」と頷く。アーシャが青い瞳で、興味深そうに理美を見上げている。

（わぁ。間近で見ると一層、綺き麗れい。目の色が珠ちゃんに似てる）

　見つめられると、女の理美でも胸が高鳴る。

「アーシャ。シュリもわたしも、話して聞かせていただろう？　この子が雪理美。ここに滞たい在ざいする間、君とともに過ごしてくれる人だよ」

「よろしくお願いいたします、アーシャ様」

　軽く膝を折り礼をとると、アーシャが突然すくっと立ちあがり、理美の真正面に近寄ってきた。鼻先がくっつきそうな位置まで来るとぴたりと足を止め、じっと理美の顔を見つめる。

（こ、これは何!?　威い圧あつ!?　お気に召さない!?　それともわたし、そんな面おも白しろい顔!?　にしても、綺麗！　照れちゃう！）

　微び動どうだにできず、しかし内心おおいに混乱していると、アーシャが突然、あははっと声をあげて笑った。そして背後のグルザリ・シャーを振ふり返る。

「この人、可愛かわいい！　目がくりくりしていて、小さな動物みたい。ねぇ、叔父おじ様。わたしこの人、好きかも。こんな堅苦しい場所にいるのは嫌だから、この人と一いつ緒しよに遊びに行っていい？」

「ああ、いいよ」

　笑顔で答えたグルザリ・シャーの言葉を聞くやいなや、アーシャは理美の手を取り、悪戯いたずらっ子の顔でにっと笑う。そしてそのまま、理美の手を引いて走り出す。

（え、えええええええっ!?）

　唐とう突とつな行動に面めん食くらったが、逆らえるわけもない。手を引かれるままに、アーシャとともに室から駆け出す羽目になった。利範と景有も、驚いた顔をしているのがちらりと見えた。

　アーシャが走ると、耳みみ飾かざりや額飾り、首飾りの、金の装そう飾しよくがしゃらしゃらと鳴る。ひらりと翻ひるがえる衣い装しようからは、異国情じよう緒ちよたっぷりの独特な甘い香かおりが流れる。彼女は走りながら、笑顔で理美に振り向くと、「泉まで行ってみましょうよ」と言った。理美の返事を聞くこともなく、アーシャは回廊を抜ぬけ、翡翠泉を望む庭院にわに下りた。

　そこで理美の手を放すと、「わぁ。涼しい風！」と声をあげ、小走りに翡翠泉に駆け寄った。

　庭院と翡翠泉の境には腰こし高だかの石いし垣がきが作られ、そこから向こうは浅あさ瀬せの湿しつ地ち。蓮はすの花が咲さく湿地がそのまま翡翠泉へと続く。アーシャは境の石垣に、ひらりと飛び乗った。

「アーシャ様!?」

　身軽さと、そんなところに飛び乗ったことに仰ぎよう天てんし、アーシャを止めようとして手を伸のばした。しかし彼女はそのまま、ぽんと飛んで湿地へ降り立つ。

「きゃあ、べたべた。面白い」

　はしゃいで笑い、泥どろを撥はねあげるアーシャだったが、その湿地は泉に繫つながっているので、ひやひやする。湿地の先に突然深みがある可能性もあるので、理美は青くなる。

「アーシャ様。そこから、動かないでください。いいですね！」

　理美は焦あせりながら、えいえいと石垣をよじ登り、なんとかアーシャの後を追おうとした。

「おまえは、何をしている!?」

　焦っている上に一いつ生しよう懸けん命めいなところに、突然背後から怒ど鳴なられた。それに驚き、理美は悲鳴をあげ湿地へと転げ落ちていた。大した高さではなかったが、べしゃっと顔から蓮の中へと突つっこんだ理美は、一瞬息が詰つまりもがき苦しんだ。が、すぐにアーシャの手が、理美の腕うでを引いて起こしてくれた。理美は頭から泥水を滴したたらせながら、立ちあがる。

「あ……ありがとうございます、アーシャ様……」

「大丈夫？　ごめんなさい。はしゃぎすぎちゃった。こんな涼しい風が吹ふく場所、初めてだから」

　申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げたアーシャは、詫わびながらも理美を驚かした人物に目を向ける。つられて理美もそちらを見た。

　夏の光の下、その人が身につける黒と見まがう深ふか紫むらさき色いろの上じよう衣いには、銀糸で刺さされた龍りゆうの紋もん様ようが際きわ立だっている。庭院にあるのは、驚いた顔をした若く美しい皇こう帝ていの姿。背後に丈鉄も控えていたが、高貴な女性が二人、泥まみれで湿地にいる様子に目を丸くしている。

「陛下。どうして、こちらに」

　突然の来訪に驚き、理美が問う。

「景有から、グルザリ・シャーとアーシャには今一度近くで挨あい拶さつするべきと助言の文ふみをもらったのだ。しかも、おまえが」

「わたしが？」

　問い返すと、祥飛はばつが悪そうに目をそらす。そして、きょとんとした顔で祥飛を見ているアーシャに、引きつった笑顔を向けた。

「なんにしても、余はこの姫ひめ君ぎみに挨拶せねばならぬらしいのだ。しかし水すい祇し宮きゆうに来てみれば、室へ到とう着ちやくする前におまえたちの姿を見つけて目を疑った。湿地にはまり込んでいるとは」

　呆あきれた祥飛の表情を敏びん感かんに察したらしく、アーシャがむっとした顔をした。

「わたしへの挨拶など必要ないので、どうぞ、わたしはいないものと思って、叔父の元へさっさと行ってください。わたしは理美と遊びます」

「言われなくとも行くが、一つ言っておきたい。その者を乱暴にあつかうな」

　心外だと言わんばかりに、アーシャは目を見開く。

「乱暴にあつかっていません」

「頭から泥まみれにしているではないか」

「これは、あなた様が声をかけたから、理美が驚いたんです。ということは、あなた様のせいです。反省してください」

「は、反省だと？」

　怒おこるよりも、祥飛はもはや啞あ然ぜんとしていた。

　無礼を通り越こして、いっそ清すが々すがしいほどの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに、理美も祥飛も丈鉄も声が出ない。

　この世のものとは思えないほど美しい少女が、湿地に傲ごう然ぜんと立つ。足元は泥でべたべただが、それがどうしたと言わんばかりの堂々たる姿勢だ。心の底から、理美は感心した。

（すごい。これほど傍若無人なお方を見たの、斎さい宮ぐう様以来かも）
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　グルザリ・シャーとの二度目の対面をして少しばかり談笑した後、祥飛は彼の前を辞した。

　そして宮城に帰る前に、理美の居室へと足を運んだ。

　旅たび疲づかれで、アーシャは早々に眠ねむったらしい。理美は一人自室に戻もどり、沐もく浴よくを終えて泥を落としてから、五龍が卓たく子しの上でかりかりと香かおり漬づけを齧かじっている姿を嬉うれしそうに眺ながめていた。

　丈鉄を伴ともなって祥飛が姿を現すと、「たいしたものがなくて、申し訳ありません」と、香漬と香りの良い茶を出してくれた。卓子についた祥飛の膝に、五龍が嬉しそうに乗ってきた。ようやく五龍が祥飛に懐なついてくれたのが、実はかなり嬉しかった。なめらかな毛皮を撫なでながら、祥飛は香漬を口にして味わいを確かめ、我が慢まんしていた苦情を吐はき出す。

「あのじゃじゃ馬を、西沙国の者はなぜ野放しにしているのだ」

「じゃじゃ馬と言いますと？」

　首を傾かしげる理美に、窓まど枠わくに行ぎよう儀ぎ悪く座った丈鉄が、苦笑いしながら答えてくれた。

「あの綺麗なお姫様以外、誰だれがいるんだよ」

「ああ、アーシャ様ですかぁ。あのお方は、なんというか。男らしい？　違ちがう……斬ざん新しん？」

　理美は失礼に当たらない言葉を探しているようだったが、祥飛は身も蓋ふたもなく言う。

「あれを、傍若無人の傲ごう岸がん不ふ遜そんというのだ」

「そうですね。まるで、初めて出会った頃ころの陛下を見ているようです」

「余はあれ程ほど、傍若無人ではなかった」

「いいえ～、どっこいどっこいでしたよ～。なおかつ、残ざん虐ぎやく性のおまけ付き」

　悪気なく笑え顔がおで答えるので、祥飛はがっかりして肩かたを落とす。

（理美と出会った頃は、余は、あんな様子だったのか。……みっともない）

　西沙国皇帝がアーシャを崑国に遣つかわしたのは、祥飛との婚こん姻いんを念頭に置いてなのは間違いないはず。しかしアーシャが、あの調子だ。西沙国皇帝の命令であるはずの満まん願がん宴えんでの舞まいを拒きよ否ひし、子どものように泥遊びして、祥飛に突っかかる。あの皇女に西沙国皇帝が「崑国に嫁とつげ」と命じたところで、「嫌いやです」と、あっさり拒否しそうだ。そうなると、ますますややこしい。

　祥飛は崑国のために西沙国との関係強化を目的に、アーシャを皇后に迎むかえる方が良いと知っている。しかし理美を欲ほつする心は、冷静な判断を拒絶する。アーシャの方も、とうてい祥飛に嫁ぐ準備があるようには見えない。何がどう転ぶか、予測がつかない。

　しかし、まずは現実的に、夜儀の実行は不可能になった。そのことを理美に伝え、詫びなければならない。五龍を胸に抱だき直し、姿勢を正して理美を見つめる。

「理美。おまえに謝罪せねばならぬことがある。夜儀の件だ。おまえをアーシャの世話係として認めたことで、麒き之の月づきに夜儀を行うのは不可能になった」

　当然、哀かなしげな顔をすると思ったが、意外にも理美は微笑ほほえむ。

「そうですかぁ」

「しかも……西沙国皇帝はこの先、崑国と西沙国の盟約の証あかしとしてアーシャを……」

　そこまで口にしたが、その先をどうしても言いたくなかった。故国との関係を断たち切ってまで、祥飛の皇后になろうとしてくれた理美に対して、あまりに酷ひどい仕打ちになる。しかも祥飛自身の心が、未いまだ納なつ得とくしかねている。

　丈鉄は窓の外へ視線を向けて、祥飛の苦痛の表情を、見ぬふりをしてくれていた。

「西沙国皇帝はこの先、なんですか？」

　何も知らぬげに小首を傾げて問う理美に、祥飛は無理に笑顔を作ってみせた。

「いや、なんでもない。ただ、すまぬ」

　ほわりと理美は微笑むと、「かまいません」と言った。
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　微笑みながらも理美は、祥飛が何を言いかけてやめたのか察しはついていた。彼は、西沙国との盟約の証にアーシャが後宮に入る可能性を告げようとしたのだが、理美の心情を慮おもんぱかって口にできなかったのだろう。その気遣いは嬉しくもあり、申し訳なくもあった。

（陛下が崑国のためにそれを望むなら、当然そうするべき）

　理美の望みは皇后になることではなく、祥飛を守り支えることなのだ。彼を守り支える上で、彼が理美を皇后にと強く望んでくれたから、それに応こたえる決意をしたのだ。逆に、自分が祥飛の邪じや魔まになるのは、絶対に避さけたい。

（邪魔にだけは、なってはいけない）

　それは強く思う。その先自分がどうなるか考えそうになって、慌あわててその思考を抑おさえこむ。まだ、それが現実になると確定したわけでもなく、目の前に迫せまっているわけでもないのだから。
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　陽ひが落ちて、ようやく少しだけ風が涼すずしくなっていた。鳳家当主の室で、朱西は文ふ机づくえに座り続け蠟ろう燭そくの炎ほのおを長い間見つめていた。外の竹林から灯あかりに引き寄せられ、開いた窓へと飛びこんできた蛾がが、蠟燭の炎に触ふれてぱたりと文机の上に落ちる。

　西沙国使節団の中にアーシャがいるのを認めた瞬しゆん間かん、朱西は西沙国皇帝の思おも惑わくを理解した。それは考仁も同様だったらしい。いち早く声をあげ祥飛が口を挟はさめないようにして、理美をアーシャ付きの世話係に決めてしまった。

　これで間違いなく、麒之月に予定されていた夜儀は流れる。そしておそらく、理美は皇后内定者ではなくなる。立りつ后こう式しきの途と中ちゆうとはいえ、儀式は公こう謁えつが終わっただけ。立后はしていない。ということは、まだ皇后の挿すげ替かえが可能なのだ。

　それを察した朱西はすぐに文をしたため、それを和国の使節に送った。

（麒之月であることが幸いした。俺が打てる手はこの程度だが、手を打たないよりはましなはず。効果が出るのはずっと先。そのとき、俺がその効果を確かく認にんできるとは限らないが）

　自分の計画の先を思い、ふと朱西は溜ため息いきをつく。

（それにしても、陛下はどうするおつもりか）

　祥飛が理美を愛いとしいと思っているのは間違いないが、同時に彼には、皇こう帝ていとしての自覚が芽生え始めている。皇帝としては己おのれの恋こいしさ愛しさなど後回しにして、国益のために西沙国との関係強化のできる姫ひめ君ぎみを皇后に迎えるのが望ましいと、祥飛も理解しているだろう。

　朱西は、理美を皇后位につかせ、彼女の立場を盤ばん石じやくのものにしたかった。なのに物事というのはままならない。アーシャという予定外の存在が、朱西の計画を乱す。

　しかし、それにも対処しなくてはならない。計画を破は綻たんさせるわけにはいかない。逆にこれを、計画に有利な条件として利用する方法を考えなければならないのだ。

（そのためには、グルザリ・シャーに会うべきだが）

　しかしこちらから接せつ触しよくするのは、裏があると警けい戒かいされるはず。彼は西沙国の外交を一手に引き受ける人物で、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「ご当主。水すい祇し宮きゆうより文ふみが参りました」

　侍じ女じよが、居室の前から声をかけてきた。誰からかと怪あやしみつつ文を受け取り、驚おどろいた。それはグルザリ・シャーからの文で、水祇宮に朱西を招きたいという趣しゆ旨しが綴つづられていた。

　朱西が侍中と食しき学がく博士はかせの地位を捨て、鳳家当主になったことを、グルザリ・シャーはいつ知ったのだろうか。皇帝と西沙国使節団の対面の場には、朱西もいた。その際の朱西の服装や立ち位置から、彼の身分の変化を悟さとり、周囲に質問し、実情を知ったのか。

　それとも───崑国に入る前から、既すでに崑国宮きゆう廷てい内の密ひそかな動どう揺ようを嗅かぎつけていたのか。

　どちらにしても、グルザリ・シャーが朱西との接触を望む真意は何か。警戒しなければならないが、どのみち朱西は、彼と会わなければならないと思っていたのだ。

　筆を取って返事をしたためた。喜んでうかがいましょう、と。
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　アーシャの世話係となって、三日。理美は早々に悟った。

（アーシャ様って、蹴け鞠まりの鞠みたいだわぁ～）

　しかも鞠よりたちが悪いのは、蹴鞠の鞠は誰だれかが蹴りあげなければ飛びあがらないのに、アーシャは自分の意思で四方八方に飛び回り、その跳はねる方向も予測できない。

　わずかでも目を離はなすと姿が消えて、捜し歩くと、今にも翡ひ翠すい泉せんに飛びこみそうな場所で水面を覗のぞいていたり、廏うまやに行って馬飼に命じて馬を引かせ、自分は悠ゆう々ゆう馬上の人となり水祇宮の中を巡めぐっていたり。床ゆか下したに潜もぐり込んで、迷いこんでいた野の良ら猫ねこを引っ張り出そうと試みていたり。とにかく片時もじっとしていない。

　今日も午後の遅おそい時間から、ふっと姿が見えなくなった。

　陽ひは傾かたむきかけていたが、そのぶん低い位置から刺さすような太陽光に照らされて、肌はだがあぶられるように熱く感じる。理美は暑さによろけながら水祇宮内を歩き回った。

　やっと彼女の姿を見つけたのは、空に茜あかね色いろの雲が広がる頃ころ。翡翠泉のほとりにある、大きな岩を積み重ねて山野の景色を模した、広い庭院にわでだった。

　アーシャは大岩の上に立ち、翡翠泉から吹ふきつけてくる涼しい風に目を細めている。

「アーシャ様……こんなところに、おいででしたか？」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで大岩に手をついた理美を見おろし、アーシャはきょとんとする。

「どうしたの、理美。すごく疲つかれているみたい」

「少し休めば平気です」

　苦笑いしながら、ひんやりした岩に体を預ける。アーシャは「無理しないでね」と気き遣づかわしげに言う。行動の全すべてに全く悪気がないのだから、怒おこるに怒れない。すると突とつ然ぜんアーシャが、ぴくりと顔をあげた。

「あ、シタールだわ」

　理美の耳にも、異国情じよう緒ちよが漂ただよう、細かくたわんで震ふるえる澄すんだ音色が聞こえてきた。翡翠泉に張り出した四阿あずまやにグルザリ・シャーの姿があり、彼が見慣れない琵び琶わに似た弦げん楽がつ器きをつま弾びいていた。西沙国の楽器だろう。涼しい風とともに水面を渡わたる音色に、アーシャは目を細める。

「叔父おじ様はシタールがお上手なのよ。聴きいてると、踊おどりたくなる」

　つい、ついと、アーシャが大岩の上で軽く足をさばく。不安定なはずのその場所で、危なげなく軽かろやかだ。暫しばらく足だけを動かしていたが、そのうち、自然と手の動きが加わる。細くしなやかな腕うでを高くあげ、ゆるゆると頭の上で絡からめるようにしながら、足をさばき、くるりと回る。何気ないその動きは滑なめらかで、柔やわらかで、軽やかで、理美はぽかんと口を開いて見上げる。

　踊りと言えるほどの様式は備えておらず、アーシャが楽の音に合わせて気ままに体を動かしているだけだ。それでもそれは、即そつ興きようの舞ぶ踊ようになっている。眩まぶしい夏の太陽の下で、夏の明るさを楽しむような潑はつ剌らつとした舞まい。

　石の舞台上で、アーシャは踊ることそのものを楽しむように、うっとりとしている。斜しや陽ようが彼女の白い頰ほおや、金とも銀ともつかない色の髪かみを染め、額や首、手の甲こうを彩いろどる繊せん細さいな装そう飾しよく品がきらきら輝かがやく。

（綺き麗れい）

　突然楽の音が止やみ、アーシャは、はっとしたように動きを止めた。理美は目を輝かせながら全力で拍はく手しゆした。グルザリ・シャーはアーシャを舞の名手と紹しよう介かいしたが、確かに名手と呼ぶに相応ふさわしい。彼女は嬉うれしそうにはにかんだ微笑ほほえみで、「ありがとう」と言い、岩から下りた。

「これほど素す晴ばらしい舞を舞まわれるのに、なぜ満まん願がん宴えんで披ひ露ろうされないんです？　勿もつ体たいないです」

　思わず問うと、アーシャは口をへの字に曲げる。

「わたしの舞は、わたしのものよ。誰の道具にもさせないわ。わたしは踊りたいときに踊って、見せたい人に見せるだけ。それが、わたしの信念であり、誇ほこりなのよ」

「え、でも。それを誇りにしても、良いんですか？」

「どういう意味？」

「それじゃあ、勿体ないかなって。求められることに応じれば、きっともっと、アーシャ様は誇り高くなれると思いますけど」

　満願宴で舞うことは、西沙国が、崑国と友好関係を築く心づもりだと知らしめること。それによって、崑国のみと友好関係を保っている他国は、西沙国を崑国と同等の国と見なし、新しく貿易を始める可能性も広がる。舞うことで、外交上の重要な役割を担になえるのだ。それはとても誇れる役目だと、理美には思える。

　しかしアーシャは鼻を鳴らし、建物を繫つなぐ歩ほ廊ろうへ向けて歩き出す。

「いいえ。自分のものを、自分の望みのため以外で利用するなんて、みっともない。こんなことを言うと、子どもだとか、大人らしくなさいとか言われるけど。わたしに言わせればそれは、大人になって妥だ協きようして、誇りを失うことでしかないわ」

（本当に、そうかなぁ？）

　望まれた役目を果たしたら、もっと自分と自らの舞を誇らしく思えるだろうに。しかしアーシャの横顔は、それらを拒きよ絶ぜつする頑かたくなさがある。

　アーシャとともに歩廊を歩き、グルザリ・シャーが滞たい在ざいする房ぼうの近くまで来たとき、正面から利範と景有がやって来るのが見えた。彼らは毎日、グルザリ・シャーのご機き嫌げん伺うかがいに来るのだが、その帰りだろう。アーシャは彼らの姿を見ると、ちょっと嫌いやな顔をした。

「わたし、官かん吏りって苦手。きっちりしすぎてて、わたしを叱しかる隙すきを覗うかがってる気がするのよね」

　これほど自由奔ほん放ぽうであれば、さぞかし母国では叱られているだろうと思う。二人の尚しよう書しよが近づいてくるとアーシャは、

「叔父様の室へ行くわ。理美はもう、今日は自由にしてて！　夕ゆう餉げにはお客様があるらしいから、わたしは叔父様と一いつ緒しよにそこで食べるから」

　と言い捨てて駆かけ出した。行き先がわかっていれば安心だし、彼女に付き合って走れるほど体力が回復していなかったので、理美は苦く笑しようしながらそれを見送った。

（本当に、鞠のようにひょいひょい跳ねてしまう）

　それが困ったところでもあり、また可愛かわいらしくもある。利範と景有は駆け去るアーシャをうんざりしたような目で見送りながら、理美の前にやって来た。

「やあ、理美。アーシャ姫ひめの世話役はどう？」

　にこやかに景有に問われた。

「とてもお元気なので大変ですけど、楽しいです」

「そう？　まあ、せいぜい取り入っておかないとね。アーシャ様に気に入られれば、その後に施ほどこされる慈じ悲ひも上乗せされるかもしれないから」

　明るく告げられた言葉に、理美はきょとんとした。何を言っているのか意味がわからなかったが、利範はなぜか、黙だまれと言いたげに景有を睨にらみつけた。しかし景有は続ける。

「君が気がついていなかったら悪いから、教えておくけど。西沙国は、崑国との国交樹立をほぼ決めている様子だ。国交樹立が成れば、アーシャ様が後宮に皇后として入る。だから君はそれを機に、皇后内定者という今の身分ではいられなくなるからね。もちろん後宮にも戻もどれない。君は、陛下やアーシャ様の目の届かない場所に行ってもらうことになる」

　いきなり、平手打ちされたような気がした。

　それは知っていることだったが、改めて礼れい部ぶ尚書という立場の人から告げられると、衝しよう撃げきは大きい。

（確実ではないって、思おうとしてた。現実になるとしても、まだ目の前に迫せまってるわけじゃないし、って。でも礼部尚書がこう仰おつしやるということは、きっと）

　あえて考えまいとしていた不安が、いきなり現実味を帯びて心に深く突つき刺さる。

「景有！」

　恫どう喝かつめいた低い声で利範が制しようとしたが、景有は止めなかった。

「まあ、アーシャ様や陛下、我われ々われにも慈悲はある。野垂れ死にさせない程度には、陛下も面めん倒どうを見てくれるし、君のような可愛い子なら、わたしも気にかけるから安心して。おや、どうしたの？　顔が青いよ。もしかして気がついてなかった？　自分が立場を追われること」

「いえ……気がついてました」

　答えると、理美は無理に笑った。

「なら、良かった。とにかく君の今の役割は、アーシャ様を心ここ地ちよく過ごさせるための世話役だから、しっかり努めて」

「承知しました」

　礼をとった理美に、じゃあねと景有は軽く手を振ふり歩き出す。去り際ぎわに利範が、ちらりと理美を見たが、その目にわずかな同情が見て取れた。二人の尚書の姿が小さくなる。すこしぼうっとしながら、彼らの姿を見送った。

　考えても仕方ないから、考えまいとしていた。不安が現実になったときに考えれば良いと思っていた。どうせ哀かなしくて不安になるなら、そのときにすればいいと。しかし───礼部尚書の言葉となると、それは不安ではすまない。確実にやって来る現実だ。宣告されたのだ。

（そうかぁ。知ってたけど、やっぱり、そうよねぇ）

　努めてのんびりと心の中で言葉にしてみるが、そんな表層の意識を押しのけて、深いところから気弱な声がした。

（斎さい宮ぐう様。わたしは、また。居場所がなくなってしまうみたいです）

　ふいに視界が滲にじむ。そのことが嫌だった。泣きたくなかった。これは皇こう帝ていたる祥飛のために必要なことで、そこで理美が泣いたりすれば祥飛が心を痛めるだけだ。だからほわりと笑って、「平気です」と言うべきなのだ。

　この涙なみだは誰だれにも見られてはならない。人目を避さける場所を求め、顔を伏ふせて足早に歩き出す。
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　景有と利範は歩廊の角を曲がった。それによって理美の視界から完全に消えると、利範が「景有」と低く呼ぶ。

「うん？　なんだ」

　と、答えた途と端たん、利範は景有の胸むなぐらを摑つかみ、歩廊の柱に景有の体を乱暴に押しつけた。

「おまえは、なぜあんなことを雪理美に言った！　アーシャ姫の出現により今の立場を追われると、わざわざ知らせる必要があるのか!?」

「知らなかったら、そのときになって慌あわててしまうから大変だろう。親切心なんだけどね」

「自らの立場を守るため、理美がアーシャ姫に危害を加えたらどうする」

　景有は、噴ふき出す。

「そんなことはありえないね。雪理美は他者を攻こう撃げきできるほど強くはない。めそめそしながらも与あたえられた務めを全まつとうし、命じられるままに自ら運命に従う種類の人間だ。あれは善良な女だ。けれど、もし、何かのはずみで理美が凶きよう暴ぼうになれば、それはそれで面おも白しろいじゃないか」

「結局、おまえは面白がって、あの娘むすめを傷つけたということか」

「傷つけた？　心外だな。あれは親切だって言ったろう。まあ、面白いというのは冗じよう談だんとしても。理美が自らの立場を自覚していなければ、アーシャ姫と接する間に、うっかり立りつ后こう式しきのことや陛下との関係を口にしないとも限らない。そのために釘くぎを刺さしただけだ」

　利範は唸うなるような声を出すと、景有を摑んでいた手を離はなす。

「あの突とつ飛ぴな西沙国皇女が、本当に崑国に嫁とつぐと思うのか」

「思うね。西沙国皇帝がそのつもりだとしたら、アーシャ姫がいくらだだをこねようが嫁いでくる。皇女様といえど所しよ詮せん、小娘。満まん願がん宴えんで踊おどらない程度の我が儘ままは皇帝も許すだろうが、それ以上の重大な案件なら、皇帝の意向には逆らえない。理美には気の毒だけど、それはほぼ決定事じ項こうだ。それなら早々に、知らせてやった方が親切だろう」

　舌打ちし、利範は大おお股またで歩き出す。景有は深しん衣いを整えると、彼の隣となりに並んで飄ひよう々ひようと歩む。

「気に入らん」

「けれど認めているだろう。わたしがすることは、必要なことだ」

　薄うすら笑いで問われると、暫しばらくの沈ちん黙もくの後に利範は、心底嫌そうに答えた。

「ああ、そうだ。認めている。必要なことだ。忌いま忌ましいことに」
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　グルザリ・シャーの文ふみに朱西が返事をした翌日、水すい祇し宮きゆうから正式な招待があった。二日後の夜──すなわち今夜、水祇宮に来るように、と。

　崑国では、夜に訪問を求められることはまずない。

　しかし前回崑国を訪おとずれたときのグルザリ・シャーの生活を見ていると、彼は宵よいっ張ぱりの朝あさ寝ね坊ぼうだった。一年を通して気温の高い西沙国の習慣として、華はなやかな催もよおしは、いくぶん涼すずしく過ごしやすい夜にすることから、そんな生活習慣がついたのだろう。そのため個人的な面会は、彼が慣れた生活習慣の中に組みこまれるらしい。

　月の位置を確かめて、そろそろ頃ころ合あいと判断し、朱西は水祇宮へ向かった。




　　　二




　陽ひは完全に落ちている。水祇宮は広い。歩ほ廊ろうや庭院にわの所々に灯あかりは灯ともされるが、それらは常に控ひかえめ。翡ひ翠すい泉せんも夜空を映し、暗く闇やみに沈しずんでいるのが常。

　しかし今、本来暗いはずの翡翠泉の中央がやけに明るい。泉の中央にある四阿あずまやとそれへ続く歩廊にたくさんの篝かがり火びが置かれ、人が出入りし、賑にぎやかな様子だった。軽い酒しゆ宴えんといったところか。

（グルザリ・シャー様は、賑やかなのがお好きだな。西沙国の民たみの性質でもあるのだろうが）

　闇夜を蹴け散ちらそうとするような宴うたげの雰ふん囲い気きに、朱西は面白みを感じる。

　西沙国人の少年に案内されて朱西が翡翠泉の四阿へ向かうと、黒こく檀たんに螺ら鈿でん細工を施した豪ごう奢しやな卓たく子しと椅い子すに、グルザリ・シャーとアーシャの姿があった。その傍かたわらに、以前も使節団に同行したシュリもいる。理美の姿は見えない。

「やあ、来たね。お久しぶり食しき学がく博士はかせ……では、ないのだね？」

　座ったまま鷹おう揚ように手招きするグルザリ・シャーの前で、朱西はきちんと礼をとる。

「お招きありがとうございます、グルザリ・シャー様。そしてアーシャ様。以前は陛下の侍じ中ちゆう、周朱西としてお目通りしましたが、その後自らの出生が判明し姓せいを鳳と改め、鳳家当主として迎むかえられました。鳳朱西です」

「まあ、お座り。名家の主あるじとして迎えられたのは喜ばしいね」

　促うながされて席に着いた朱西の前に銀の盃さかずきが置かれ、紅ホン酒ジユウが注がれた。

「あなたは、崑国一の博士だと聞いたけれど？　本当？　それほど賢かしこい人なの？」

　アーシャは興きよう味み津しん々しんらしい。青い綺き麗れいな瞳ひとみで珍めずらしそうに覗のぞきこまれて、朱西は苦く笑しようする。

「どうでしょうか。俺自身は、自分が崑国一賢いとは思えませんが」

「じゃあ、どう思うの？」

「わりに愚おろか者だと思います。友人にも、馬ば鹿か呼ばわりされますから」

　アーシャはその答えに目を丸くし、あははと声を出して笑った。

「面白い方ですね、朱西様は」

「事実ですから」

　あくまで真面目まじめな朱西に、さらにアーシャは笑う。グルザリ・シャーは、「笑いすぎだよ」と窘たしなめて、自分の前にある銀の盃を手に取り顔の前に掲かかげる。

「まず、乾かん杯ぱいしようかな？　崑国今きん上じよう陛下の治世の平安と、西沙国との友好を願って。君はそれで良いかな？　朱西」

「ええ、かまいません」

「おや？　聞いていた話と違ちがうね。崑国宮きゆう廷ていでは、鳳と龍りゆうが咬かみあっていると聞いていたのに」

「鳳家と龍家は、ともに助け合い盤ばん石じやくの崑国となることを望んでおります」

　作り笑え顔がおで言う。グルザリ・シャーは薄く笑って「そう」と小さく呟つぶやき目を細め、「では」と盃をさらに高く掲げたので、朱西も盃を手に取り紅酒を一気に呷あおった。

　すかさずシュリが、朱西の盃に紅酒を注ぐ。数杯、すすめられて盃を重ねた。しかし多少の酒では酔よえない朱西は、ほとんど素面しらふだった。

　途と中ちゆう、アーシャが退たい屈くつして退席した。グルザリ・シャーは卓子に置いた盃の縁ふちを優ゆう雅がに指先で撫なでながら、何気なく口にした。

「朱西。西沙国はじき、正式に、崑国との国交樹立を打だ診しんする予定があるよ」

　軽い口調とは裏腹の、語られた内容の重大さに朱西は息を詰つめる。

「そのような大事なことを、俺に聞かせて良いのですか」

「アーシャを連れてきた時点で、崑国側も気がついているだろう？　隠かくす必要はない。ただね」

　ちらりとグルザリ・シャーは、上うわ目め遣づかいにこちらを見た。

「西沙国は、どちらと国交樹立の対話をすすめるべきかな？」

　朱西は身構えた。

（どちら、とは鳳家と龍家どちらと対話をすべきかということか。西沙国は、両家の対立など先刻承知か。誤ご魔ま化かしはきかない）

　崑国との国交樹立を締てい結けつするとき、西沙国はどう立ち回れば自国に有利な条件で国交交こう渉しようができるか探さぐっている。崑国宮廷が動どう揺ようしているなら尚なおのこと、鳳家か龍家か、いずれ宮廷を支配するどちらかと早めに対話し、助力し、その助力の功によって、国交樹立の条件を有利なものにしようとしているのだ。

　グルザリ・シャーは、鳳家と龍家、どちらが現在有利な立場にあるか、知りたいのだ。

（俺が今ここで『鳳家が優位に立っているので、我われ々われと組んだ方が西沙国のためです』と言っても、彼はおそらく、俺の言葉を額面通り受け取りはしない。俺の態度、言葉の選び方、周囲の情報を総合し、鳳家と龍家どちらが有利か判断するはず）

　温和で遊び心に溢あふれた様子から油断しがちだが、グルザリ・シャーは、西沙国の外交を一手に引き受けるやり手。諸外国や商人相手に交渉を続ける彼が、くせ者なのはわかりきっている。

（くせ者だが、利益のために仁義を捨てる種類の人間でもない）

　その彼に対して、朱西はどう答えるべきか。暫しばし考え、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「俺は自らの望みに従い、今上陛下と力の限り向き合うでしょう。鳳家当主として、鳳家と運命をともにします。俺の覚かく悟ごを信じてくださるなら、西沙国が肩かた入いれすべきは今上陛下か鳳家か、判断できようと思いますが」

　盃の縁を撫でていたグルザリ・シャーの指が止まった。

「……なるほどね」

「どちらと対話をされるおつもりですか？」

　朱西の目を真っ直すぐ見た後、グルザリ・シャーは声を出して笑った。そして盃を掲げて献けん盃ぱいするような仕草の後に、「さあね、わからないよ」と言って盃を干した。

　あまりの長居は失礼に当たるため、朱西はほど良いところで帰ると申し出て席を立った。グルザリ・シャーは「また遊びにおいで」と、にこやかに声をかけた。

（グルザリ・シャーは、今上陛下と鳳家、どちらにつくつもりか）

　先さき程ほどの彼の対応からは推測できない。西沙国がどちらにつこうが、朱西は西沙国を有効な駒こまとして利用する方法を考えるだけ。ただ少しでも早く西沙国の出方がわかっていれば、利用価値を検討する充じゆう分ぶんな時間がとれる。

　酔えないといえども、体だけは火ほ照てる。翡翠泉の水面を渡わたる夜風は、酔いと昼間の熱にあてられた体には心ここ地ちよい。
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　西沙国の利用価値を思案しながら翡翠泉を巡めぐる歩廊を歩いていると、水すい祇し洞どうの入り口である小さな堂の前まで来た。常に閉まっているはずの堂の扉とびらが開いている。

　それを怪あやしみ堂内へ踏ふみこむが、人ひと影かげはない。水祇洞内へ、誰だれかが入っているのだろう。

　水祇洞の存在を知る者は少ない。存在を隠されているわけではないのだが、さして重要なものでもないからだ。大々的に祭りが行われることもなく、年に数度、当番にあたる宮廷道士が簡単な礼拝をするだけなので、他ほかの誰かがあえて踏みこむ理由もない。勢い存在は忘れられがちで、存在を覚えているのは宮廷道士と、皇こう帝ていの周囲に長く仕える一ひと握にぎりの侍従だけだろう。

　しかも今は、西沙国の使節団が滞たい在ざいしている。彼らがその存在を知るよしもない。

（水祇宮に滞在している者の中で、ここに足を踏み入れる可能性があるのは、一人だけ）

　こんな場所でその人が何をしているのか。確かめる必要はないが───気になった。闇の底から微かすかに、嗚お咽えつを堪こらえるような声が聞こえるからだ。

（泣いているのか？　なぜだ。しかもこんな場所で）

　朱西は水祇洞の階段を静かに下りる。一歩ごとに全身が闇に沈んでいくと、泣き声が徐じよ々じよにはっきりと響ひびいてくる。泣いている人は、朱西の気配に気づいていないらしい。水祇洞内部は、重量の変化で発光する特とく殊しゆな岩だ。にもかかわらず真っ暗なので、泣いているその人は身動きせずに泣き続けているのだとわかる。

　階段を下りきり足が石の床ゆかにつくと、ふわっと足元が青白く発光し、洞内が微かに明るくなる。泣いている人ははっとしたらしく、泣き声を吞のみこむ。

　朱西が降り立った所から数歩先に、しゃがみ込んでいる理美の姿があった。
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　誰にも顔を見られない場所を求めて走った理美は、水祇洞を思い出した。そこは、かつて朱西と最後に別れた場所。

　出入り口となっている堂の閂かんぬきを開き、暗くら闇やみに足を踏み入れた。石の階段を走り下り、数歩進んでその場にしゃがみ込んだ。ふわっと周囲に広がった青白い明かりの中で、理美は泣いた。

　ずっと泣いていた。身動きせずに泣いていたので青白い光は徐々に消え、暗闇が落ちた。

　それでも涙なみだが止まらなかった。

　幼かったとき、肩身が狭せまくて身の置き所がなくて、内だい裏りの片かた隅すみでめそめそと泣いてばかりいた頃ころのことを思い出す。姉斎さい宮ぐうの元でやっと安心できる場所を得られたと思ったら、そこから引き離はなされ。それでも諦あきらめず、海を渡った先で自分にできることを見つけ、二度目の居場所を得た。それなのに、またそれを失うと告げられた。

（わたしは、何度これを繰くり返せばいいの？）

　たった三度目と言われれば、そうなのかもしれない。けれど一度目も二度目も、必死だったのだ。簡単に、たかが三度と割り切れない。それでも自分がしがみつくことで、自分が守り支えたいと願っている祥飛の邪じや魔まになっては、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　成り行きに従うのが一番いいとわかっている。それに逆らう気はないが、大切なものを得ては失うの繰り返しで疲つかれ、絶望し、今度こそ気力が潰ついえそうで、それが自分でも怖こわい。

（斎宮様。帰りたいです。斎宮様の元へ……帰りたい）

　今、海も山も飛び越こえて姉斎宮の元へ戻もどれたら、どれほど嬉うれしいか。姉斎宮の膝ひざにすがりついて泣きたい。

　暗闇の中でどのくらいそうしていたのか。時間の感覚が薄うすれかけていたとき、不意に洞内に、微かな青白い光が広がった。はっとして顔をあげ、理美は息が止まるかと思った。

（朱西様!?）

　上質な絹の、暗い色の深しん衣いを身につけた鳳家当主の姿がそこにあった。目が合うと、理美は焦あせり立ちあがった。そのまま後ろ向きに数歩退くと、追い詰められるように岩いわ壁かべに背が当たる。

「どうして、こんな所にいらっしゃるんですか。朱西様」

　硬かたい声で問う。朱西は敵だ。それを確かく認にんし合ったのだから、そのように振ふる舞まうべきだった。

　しかし間近に理美を見つめる理知的な瞳ひとみも、長い指の綺き麗れいさも、以前と変わらない。気持ちが弱っているせいもあったが、慕したわしい感情が湧わいてくる。

（朱西様……朱西様……）

　すがりついて、泣きたい。しかしそれを気取られてはいけない。そんなへまをすれば、朱西に軽けい蔑べつされるだけ。

「グルザリ・シャー殿どのから招待を受けて水祇宮に来ました。ただ、もう帰ります」

「そうでしたか……。では、……お帰りください」

　喉のどにつっかえそうになる言葉を、絞しぼり出す。

「そのつもりです。ただ一つ質問をします。なぜ泣いていたんです、こんな暗闇で」

「敵であるお方に、そんなこと教えられません」

　誰にも、本当の理由など教えるつもりはないのだ。すると朱西が、何気なく口を開く。

「アーシャ様から酷ひどい仕打ちを受けましたか？」

「そんなはずありません。アーシャ様はお優やさしい方です」

「誰かに酷いことを言われましたか？」

「まさか」

　そこで朱西はちょっと間を置き、一言言う。

「あなたは皇后内定者」

　ぎくりと、肩が震ふるえてしまった。それを目ざとく認めたらしい朱西が、続ける。

「あなたは、今の立場が危あやうくなることに気づいた。そして、その可能性を恐おそれている」

　見み透すかされたような言葉に射すくめられて、声が出なかった。しかしそれがいけなかったらしく、朱西は確信を得たように小さく頷うなずく。

「なるほど。そうなんですね」

　周囲の青白い光が弱まり、消えていく。暗闇になる。二人、暗闇の中で数歩の距きよ離りをおいて向かい合い動けない。互たがいの気配だけを感じる。

「しかし、泣くのはおよしなさい。陛下が、あなたを簡単に見捨てる無む慈じ悲ひな皇帝なら、俺はこうやってあなたの敵になろうとは思わなかったはず。そうでないからこそ、俺は陛下に敵対する意味と価値を見み出いだすのです」

　暗闇の中、朱西の声が静かに響く。

「何があっても、陛下はあなたに相応ふさわしい立場や場所をくださるでしょう。陛下の臣を自負するならば、信じるべきでしょう」

　朱西の声は理美の中に浸しん透とうしてくる。不安でいっぱいだった体を、柔やわらかな慰なぐさめの声が撫なでてくれた。その声が語ることが事実であるような気がして、「ああ、そうか」と、心の奥底が安あん堵どする。

「……はい」

　素す直なおに答えられた。

「はい。……ありがとうございます」

「礼を言われる筋合いはありません。あなたを慰めたわけではありません。無価値なものに俺の全すべてを賭かけようとは思わないと、事実を言っただけです。それだけです」

　暗闇で互いの姿は見えない。見えなくても、互いに手を伸のばして探さぐれば触ふれられる近い場所にいる。衣きぬ擦ずれの音も聞こえる。けれど手を伸ばしてはならない。朱西の硬こう質しつな声の響きが柔らかくなることはないし、理美もまた、親しげな声こわ音ねで話しかけることもできないのだから。

　触れられる場所にいながら、無限に近いほど互いが遠い。

　朱西がきびすを返すと、岩が青白く光る。その光に浮うかぶ彼の背中が石段を上っていくのを、理美は見つめ続けた。

（朱西様）

　乱れていた心が、落ち着いている。

（朱西様が言うように、陛下はそんなに無慈悲ではない。だから泣く必要はない。陛下を信じて。怖がっては駄だ目めだ。そうなんですね、朱西様）
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　朱西は外へ出た。酒の酔よいに火ほ照てっていた体には別種の熱が重なっていた。理美への愛いとしさ、慕わしさは、いくら自己暗示をかけても消え残る。胸の奥で燠おき火びのように燻くすぶってしまう。

（余計なことをしてしまったか。あの人なら俺の一言がなくても、いずれまた前を向いて歩き出すだろうから、これは余計なことだった。敵となった女性に、送るべき言葉ではなかった）

　泣いている姿など見てしまったのが、そもそもいけなかった。もっと厳しく己おのれの行動を律しなければならないと自分に言い聞かせ、暗闇を出た。

　夢から覚めたような心持ちで歩ほ廊ろうに踏ふみ出す。

　翡ひ翠すい泉せんの暗い水面を歩廊の片側に見ながら歩いていると、所々に燭しよく台だいが灯ともった歩廊の先に、欄らん干かんに身軽く腰こしかけた華か麗れいな衣い装しようの人ひと影かげがある。闇にも白く見えるその肌はだ。

「アーシャ様？」

　こちらを見つめる輝かがやく青い瞳。彼女は朱西の姿を認めると驚おどろいたような顔をして、欄干からひらりと下りる。

「お休みになったとばかり思っていました。どうされたんですか、こんな所で」

「わたし、ちっとも眠ねむくなんてないの。叔父おじ様が政治の話をするはずだから、あの場にいるのが退たい屈くつだろうと思って退席しただけよ。理美と遊ぼうかと思ったけど、姿が見えないし。退屈してたの。朱西様、楽器でも弾ひいて遊びません？」

「申し訳ありません。俺はもう帰るところですので」

「あら、そう。つまらないわ」

　と言いつつ、アーシャはじっと朱西の顔を見上げる。穴が開くほど無ぶ遠えん慮りよに見つめるので、戸と惑まどった朱西は苦く笑しようする。

「俺の顔に何かついていますか？」

「ううん、何もついてない。ただ、あなた何者なのかしら」

　朱西の胸を、アーシャが人さし指でつんと強く突ついた。質問の意味がわからず首を傾かしげる。

「何者と言われても、鳳家当主ですが」

「違ちがうわ。そういう意味ではない」

「では、どういう意味です？」

　暫しばらく沈ちん黙もくして顎あごに手をやっていたが、小さく首を振る。

「どういう意味かと訊きかれたら、上手うまく言えない。ただ、あなたが……いびつに思える」

「いびつですか？　その意味がアーシャ様の中ではっきりしたら、俺にも教えてください」

　今一度礼をとって歩み去りつつ、幼げな彼女の意外な鋭するどさに感心していた。もしや彼女は幼いからこそ、余計なことに惑まどわされず、真実を見通すのかもしれない。

（いびつでなくては、俺は望みを果たすことができないのですよ。アーシャ様）




　　　三




　安寧の街路をよろけるように歩みつつ、理美は情けない声を出す。

「あ……あ、アーシャ様ぁ～。お待ちください……本当に。お待ちを、待って……」

　乾かん燥そうした薬草が所ところ狭せましと並べられた薬屋の前で、アーシャは、ようやく立ち止まってくれた。

「まあ、あなた体力ないのね理美」

「いえ、アーシャ様が体力お化けなんでございます」

　肩かたで息をしながら、理美はようやくアーシャに追いつき、これ以上先に行かせては身が持たないと、無礼を承知で彼女の手首を摑つかむ。

　アーシャからほどよく離はなれた場所を衛え士じがぐるりと囲み、しかも彼女の傍かたわらには皇こう帝てい付きの勅ちよく任にん武官であるはずの許きよ訓くん記きが、ぴたりと張りついていた。相変わらず、つるりとしたゆで卵のような頰ほお。育ちが良さそうな勅任武官は不ふ機き嫌げんだ。

「体力があるのは大変結構なことですが、姫ひめ君ぎみがちょろちょろと動き回ると、護衛の衛士たちが混乱いたします。もうすこし、ゆったりと見物して頂けると有り難がたいです」

　丁てい寧ねいだが、いささか苦情めかして訓記が言うと、アーシャは肩をすくめた。

「こんな大げさな護衛は、必要ないわ。追いつけないなら、休んでもらっていても良いのよ」

「そういうわけには参りません」

　訓記が呆あきれ顔になる。理美は肩で息をしながら、笑え顔がおで訴うつたえる。

「アーシャ様。わたしも、一いつ緒しよに都見物したいです。都見物したことないんです。だから申し訳ありませんが、わたしにあわせて頂ければとても嬉うれしいんです」

「あなたも、都見物したことないの？　それならそうと、早く言ってよ。行きましょう」

　理美の腕うでを逆に取り、アーシャは踊おどるような足取りで歩み出す。すこしだけ歩調は緩ゆるめて。

　アーシャが安寧の都を見物したいと言い出したのは今朝。急なことだった。安寧に到とう着ちやくして七日あまり経たち、退屈したらしい。

　姪めいに甘いグルザリ・シャーは、では見物に行こうかと気軽に請うけ合った。

　慌あわてたのは崑国側だ。無防備に都見物などさせ、彼らに何事かあれば一大事。接待役の景有と利範が、禁軍から急きゆう遽きよ、護衛の衛士を借りて水すい祇し宮きゆうに駆かけつけ、気まぐれな西沙国の使節と姫君を案内することになったのだ。

　今回、尚しよう書しよたちの提案によりアーシャの護衛につけられたのが、許訓記。

　皇帝の護衛として勅任武官となっている自分が、なぜ西沙国の姫の護衛につかねばならないのだと、訓記は最初から不満そうではあった。しかし崑国皇帝が自らの護衛の勅任武官を貸し出したとなれば、皇帝が遠回しに、アーシャを皇帝に準ずる大切な存在として見ていますと、西沙国側に示したことになる。そのための配慮だ。

　夏の強い陽ひざしが街路を焼き、人通りが多い場所は細かな砂すな煙けむりで霞かすむほど。

　じわじわと暑さを煽あおる蟬せみの声と、店先に立つ売り子の声が混じり合って騒そう々ぞうしい。生きた鶏にわとりが籠かごの中でバタバタ暴れる鶏屋。店先に作りつけた竈かまどの上に蒸せい籠ろうを置き、もくもくと蒸気をあげる饅マン頭トウ屋。美味うまそうな干貝柱から、得体のしれない爬は虫ちゆう類るいめいた乾ひ物ものまで売っている乾物屋。

　アーシャは目を輝かせながら、理美を引っ張って歩く。彼女の世話係として付き添そってわかったことは、彼女が崑国や和国の姫君たちでは考えられないほど、活動的ということだ。

　暑さと、喉のどの渇かわきと、足の疲つかれで、理美は自分がいつ倒たおれるかと危あやぶんでいた。しかしそうなる前にアーシャが、「ちょっと疲れた」と言ったので、喜んで休きゆう憩けいを勧すすめた。

　崑国側は、格式高い茶さ楼ろうを一つ借り切り休憩の場所と定めていた。アーシャとともにそこへ向かうと、茶楼の二階には既すでにグルザリ・シャーがいた。

「あら、叔父様。もうご休憩なの？」

　二階は全ての窓を開いているので、心ここ地ちよい風が抜ぬける。街路を見下ろす窓の近くに卓たく子しと椅い子すが据すえられ、グルザリ・シャーはそこで茶を飲んでいた。彼の傍らにはシュリが控ひかえ、そして同じ卓子には景有と利範の姿もあった。アーシャが彼らと同じ卓子につくと、茶楼の給きゆう仕じが彼女の前にも茶を出す。

　理美は暑さと疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとしながら、壁かべ際ぎわに控えた。近くにいた訓記が「理美様。大だい丈じよう夫ぶですか？」と、心配顔で訊いてくれる。

「大丈夫です。ありがとうございます、訓記様」

「皇后内定者の理美様が、なぜ侍じ女じよの真似まね事ごとをしなければならないんですか。陛下や周宰さい相しよう、尚書方のお考えが僕はわかりません」

　むっつりとした訓記に、理美は苦笑する。

「良いんです。何もすることがなくてぼんやりしてるより、よっぽど楽しいですから」

　訓記が「しかし」と言いかけたとき、シュリが理美に近寄ってきた。

「はい。これ、飲めば良いよ。疲れたでしょう」

　彼が差し出したのは水の入った器うつわだ。有り難く受け取り口にすると、花のような香かおりがした。

「良い香り。このお水」

「お水に『獅し子しの涙なみだ』という西沙国のお酒を数すう滴てき入れたんだ。暑いときにはいいよ。お酒だけど、汗あせが引く辛からみがあるよ」

　言われてみれば香りは甘いのに、不思議と喉のど越ごしには清せい涼りよう感かんがある。

「アーシャ様に付き合うの大変でしょう？　シャー様も、アーシャ様と会うときはいつも困った顔をしてるから」

　訓記が驚いたように訊く。

「いつもあの調子なのですか」

「うん。いつも、そう」

「それは、なんとも……お気の毒様です」

　心から同情したように頭を下げる訓記に、シュリは笑った。

「大変なのは、シャー様だ。僕は愚ぐ痴ちを聞くだけ」

　卓子に座るアーシャは、グルザリ・シャーや尚書たちに身み振ぶり手振りを交え、街で見聞きしたものの面おも白しろさを語っていた。その様子に目を細めていたグルザリ・シャーは、「そうそう」と言って、金細工の髪かみ飾かざりを卓子の上へ置く。アーシャは「わぁ」と、目を輝かがやかせる。

　小こ粒つぶの真しん珠じゆと金細工を組み合わせて細い鎖くさりにし、それを何重にも重ねてある。その両りよう端たんをそれぞれ別の櫛くしに付けてある。結ゆいあげた髪の二箇か所しよに櫛をさすと、その間を金細工の鎖が、ゆるりとたわんで繫つなぐ寸法になるのだろう。動きに合わせて揺ゆれ動き、輝き、しかも涼すずやかな音までするはず。

「職人の工こう房ぼうを覗のぞいたら、これがあったんだよ。美しいから、アーシャにあげようと思ってね」

「とても綺き麗れい！　嬉しい、叔父おじ様！」

　手にとって頰を上気させたアーシャに、グルザリ・シャーは微笑ほほえむ。

「満まん願がん宴えんでは、それをつけて踊りなさい。きっと綺麗だよ」

　アーシャは微笑む叔父をきっと睨にらみつけると、手にある櫛を乱暴に卓子の上へ放ほうり出した。それを見て「あっ！」と声を出したのは、シュリだ。放り出した勢いで、櫛の細工に組み込まれていた小さな真珠が一つ取れて床ゆかを転がっていた。

　グルザリ・シャーの目に、困ったような色が浮うかぶ。

「叔父様。最初から言ってます！　わたしは満願宴で踊りませんって」

　そのときシュリが動いた。床に転がった小粒の真珠を拾い、アーシャの傍らに立ち、ぱんと大きな音をさせて卓子の上へ真珠を置く。そして信じられないことに、王族のアーシャに向かって鋭するどく命じるように西沙語で何か告げた。アーシャが目を吊つり上げ立ちあがり、何か言い返す。

「理美様。あのシュリという少年は料理人と聞いてますが。違ちがうのですか？　アーシャ様に意見しているように見えますが」

　啞あ然ぜんとした様子の訓記に、理美も驚おどろきつつ答える。

「料理人です……」

　グルザリ・シャーが、身分の分け隔へだてをしない気さくな人ひと柄がらなのは知っている。しかし彼に仕える料理人だとはいえ、皇女に意見するのが許されるわけはない。

　景有も利範も、目を丸くして二人の様子を見上げている。

　グルザリ・シャーが西沙語で何か言った。するとアーシャもシュリもはっとしたようになり、互たがいにぷいと視線をそらした。シュリは卓子に座る人々に一礼し、壁際へ下がる。アーシャは再び席に着き、「見苦しいところをお見せしました」と、尚書たちに頭を下げた。

　しかし場の雰ふん囲い気きが沈しずみ会話も途と切ぎれがちになったので、早々に西沙国の一行は水祇宮へ引きあげた。水祇宮に帰ると、アーシャはむくれて室から一歩も出ようとしない。寝しん台だいに潜もぐり込み、頭から掛かけ布ふを被かぶっている。こんなことをしていたらさぞ、暑いだろう。何度か声をかけてみて、なだめすかしても頑がん固こに掛布から出てこない。

　そこで理美は、別の作戦に出ることにした。

（ご機き嫌げんが良くなるような、甘いお菓か子しを作って召めし上がって頂こう）

　アーシャはどんなものが好みなのか、それを訊きくためにシュリを捜した。するとシュリが、しゅんと項うな垂だれ、翡ひ翠すい泉せんを望む庭院にわに座りこんでいるのを見つけた。

「シュリ」

　近寄って声をかけると、彼は顔をあげて「理美」と力なく答え、すぐにまた抱かかえた自分の膝ひざの上に顎あごを載のせる。理美は彼の傍かたわらにしゃがみ込む。

　陽はまだ高く、水面に銀の眩まぶしい光が反射してさざ波が立っていた。

「どうしたの？　茶楼でのこと、グルザリ・シャー様に怒おこられた？」

「怒らないよ。シャー様は、僕を怒ったりしない。ただ哀かなしそうな顔をされた。でも僕は、我が慢まんできなかったよ。アーシャ様が我が儘ままを言ってシャー様を困らせるから。だから我が儘だって言っただけなんだ。けど、僕は出しゃばりすぎたから……シャー様に嫌きらわれたかも」

　シュリは、忠誠心のような四角張った気持ちではなく、子が親を慕したうように主を慕っているのだ。だから、かっとしたら暴走しがちなのかもしれない。

　しゃがみ込む理美とシュリの背後から、不意に影かげがさす。

「シュリ。こんなところにいたか。探したよ」

　苦く笑しようするような声に驚いて振ふり返ると、グルザリ・シャーの姿があった。理美もシュリも、慌あわてて向き直って立ちあがり、それぞれ崑国式と西沙国式の礼をとる。

「先さき程ほどは申し訳ありませんでした、シャー様。僕は、出しゃばりました」

　理美が一いつ緒しよにいることを配はい慮りよしてシュリが崑語で言うと、グルザリ・シャーも崑語で答えた。

「いいよ。おまえが、わたしの立場を思ってアーシャに意見してくれたことは、よくわかっているからね。アーシャはまだ、王族の責務も立場も、本当の意味で理解していない。まだまだ子どもなんだ。だから、我が儘なお姫ひめ様さまを許してやってくれないかな。ただ彼女は皇女だから、シュリがとった態度を、主あるじとしては罰ばつする必要がある」

「……はい」と深く項垂れるシュリの顔を覗きこみ、グルザリ・シャーは囁ささやく。

「罰として、アーシャの好きな食べ物を、彼女だけに特別に作ってあげなさい」

　どんな罰が下されるかと身構えていたシュリは、「えっ」と声を出して顔をあげる。グルザリ・シャーはぽんぽんと、シュリの頭を撫なで、頼たのんだよと言って歩み去る。その主を見送ったシュリの顔には、安あん堵どの表情が浮かんでいた。

　優やさしい主従の関係を目まの当たりにして、胸の中に温かいものを感じる。

「ねぇ、シュリ。わたしもアーシャ様のご機嫌を良くするために、好きなお菓子でも作ってさしあげようと思ってたの。一緒に作っていい？」

「いいよ。すぐに作ってさしあげたいから、手伝って。僕も、アーシャ様に言い過ぎたから」

　はにかむように言った言葉には、心からの反省が感じられた。叱しつ責せきされるより、優しく説かれたほうが、自分の至らなさはよくわかるのかもしれない。

　理美は、シュリと連れ立ち厨ちゆう房ぼうへ向かう。

「何を作るの？　シュリ」

「バルフィ。アーシャ様、好きだから。知ってる？　牛の乳を鍋なべで煮に詰つめて作るお菓子だよ。時間がかかるから、一緒にしてくれると嬉うれしい」

　厨房はまだ夕ゆう餉げの準備前で、閑かん散さんとしていた。水すい祇し宮きゆうに滞たい在ざい中、特別なとき以外はシュリが使節団の料理を作ることになっているので、今はここが彼の仕事場だ。崑国側が用意した食材は充じゆう分ぶんあったし、西沙国から運んだ香こう辛しん料りようなどが、ふんだんにあった。

「厚手の鍋に、牛の乳を入れて火にかけるんだ」

　言いながら小ぶりな鍋を竈かまどにかけて、真っ白な液体を入れる。ふつふつと表面が沸わいてくると木べらを取り出し、鍋底から丁てい寧ねいに混ぜる。

「こうやってずっと、焦こがさないように混ぜ続ける。とろみが出るまでね。手がとても疲つかれるから、誰だれかに代わって欲しくなる。だから理美が手伝ってくれるのは、嬉しい」

「手間がかかるのねぇ」

　とろみが出るまで、牛の乳を煮詰め続けた経験はない。和国では牛の乳を食材に使うことは希まれだったので、そこまであれこれ手を加えた経験がないのだ。

「牛の乳にとろみが出たら火から下ろして、砂糖と、煎いって砕くだいた豆類を加えるんだ。それを平たい型に流し入れ、常温で固めればできあがりだよ。甘くて、口くち溶どけが良いよ」

　シュリと交代しながらかなりの時間、鍋をかき混ぜ続けた。

　どのくらい経たった頃ころか。二人して竈の前に立ち続けていると、ふと厨房出入り口から視線を感じた。振り返ると、誰かがぱっと柱の陰かげに身を隠かくす。しかし柱からは、綺麗な布模様が見えてしまっている。それによって、その人が誰か見当がついたので「シュリ。ちょっと」と、耳打ちした。彼は小さく頷うなずき「いいよ」と言ってくれた。

　理美は木べらを彼に預け柱へと向かい、ひょいと覗きこみ、

「アーシャ様？　どうされましたか？」

　笑え顔がおで問う。柱に背をつけ必死で身を隠していたアーシャは、覗きこまれて真っ赤になった。
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「別に。どうもしないわ。さっき出て行ってから、あなたがずっと顔を見せないし。どうしたのかと思って、あなたの室へ行ったらもぬけの殻からだし。だから叔父おじ様にあなたを知らないかって訊いたら、きっと厨房だろうって言うから。だから、ちょっと様子を見に来たの」

「今、シュリがアーシャ様のためにバルフィというお菓子を作ってますよ」

　ここはアーシャを見習うべきだ。理美は彼女の手を取り、すこし強ごう引いんに竈の前へと引っ張ってきた。アーシャは渋しぶ々しぶながらも竈の近くまで来ると、木べらを動かし続けるシュリの背後に立つ。理美はシュリを促うながし、かき混ぜる役目を交代した。

　作業から離はなれたシュリが振り向くと、アーシャはびくりとして半歩後あと退ずさった。

「アーシャ様。これを」

　シュリは上じよう衣いの懐ふところから、グルザリ・シャーが用意した金細工の髪かみ飾かざりを取り出し、差し出す。

「先程は無礼を働きました。許してください。髪飾りはシャー様のお心こころ遣づかいです。これに罪はありませんから、お受け取りください。はずれた真しん珠じゆは、つけなおしてありますから」

　躊躇ためらいがちにそれを手に取ると、アーシャはこくんと頷く。そして何か言いたそうに口をもごもごさせるが、言葉にはならない。

（アーシャ様はグルザリ・シャー様に、シュリがここに居ると聞いたから来たんだ）

　叔父から自らの我が儘を諭さとされ、シュリに詫わびを言いたくてやって来たのだろうに、気き恥はずかしさで「ごめんなさい」と言えない。しかしその申し訳なさそうな態度でシュリは満足したらしく、表情が柔やわらかくなる。

「アーシャ様、バルフィお好きなんですよね。作り方をご覧になりますか？」

　木べらを使いながら理美が声をかけると、アーシャはぱっといつもの明るい目をする。

「作り方は知ってるわ。それどころか、わたしは作るお手伝いをするんだから」

　髪飾りを懐にしまい、アーシャは理美の手から木べらを取りあげた。そして慣れた手つきでかき混ぜ始める。それにはシュリも目を丸くした。

「慣れてるね。アーシャ様」

　シュリの賛辞に気を良くしたのか、自じ慢まんげにふふんと笑って顎をあげた。

「お母様は、わたしと乳母うばが作ったバルフィしか、口になさらないから。何度も作ってるわ」

「へぇ、アーシャ様が作られるバルフィは、特別美味おいしいんですね」

　理美の言葉に、あははっとアーシャは声を出して笑う。

「違ちがうわよ。そんなに上手にはできないけど。ただ、お母様は虫が……」

「え？　虫？」

　驚おどろいた理美の声に、アーシャははっとしたようになり、急に不ふ機き嫌げんな顔になった。その急な不機嫌さも沈ちん黙もくの意味もわからず、理美はきょとんとした。美しい横顔を見せながら、木べらを黙々と動かしていたアーシャは、ぽつりと口にした。

「お母様が宮きゆう廷ていに入った当初、バルフィに虫が入ってたらしいの。一いつ匹ぴき、二匹じゃなくて、たっぷりね。それ以来お母様は、信しん頼らいできる人が作ったバルフィしか口になさらない」

「なんでそんなことが！」

　仰ぎよう天てんして声をあげた理美とは違い、シュリは、何か知っているかのように眉まゆをひそめる。

「わたしの肌はだの色、どう思う？　理美」

「え？　それは、もう、びっくりするくらいお美しいです。透すき通るように白くて」

「この肌は西北民族に多いの。西沙国人は叔父様やシュリのように、素す敵てきな褐かつ色しよくの肌よ。わたしの母は西北民族の出なの。父皇こう帝ていが、舞まい姫ひめとして西沙国にいたお母様を気に入って、八番目の妃きさきとして迎むかえ入れた。西沙国宮廷は、とても身分にうるさい。お母様は身分もない舞姫だったし、しかも西北民族の出だって、散々なあつかいを受けていたらしいわ」

「身分にうるさい？　でもグルザリ・シャー様やアーシャ様は」

　二人がシュリや他ほかの者たちに接する様子を見ていると、逆に崑国よりも身分にこだわりがなく、のびのびしていて、緩ゆるやかなように思っていたので驚いた。

「前にも言ったでしょ、理美。シャー様は特別。僕たちは、シャー様やアーシャ様以外の王族の前には、姿を現すことも禁じられてる。声なんかかけたら、首くび吊つりの刑けいになる」

「声をかけただけで!?　位や官職が厳格に決められている崑国宮廷でも、そこまではしないわ」

「西沙国宮廷は、逆に厳格に位が決められていないのよ。だからこそ、人を虐しいたげることに楽しみを見み出いだす輩やからには好都合なの。皇帝の妃でも『だって西北民族でしょう』って、誰もが言う。始末が悪いのは王族や妃たちだけじゃなくて、侍じ女じよや侍従まで主あるじに倣ならってしまうことよ。崑国のように厳密な位があれば、侍女や侍従くらいは、手出ししにくくなるんでしょうけど」

　手を動かしながら、アーシャは続ける。

「わたしは皇帝陛下の唯ゆい一いつの皇女で、政略の駒こまになる。だから大切にせよって父皇帝は命じた。けれど宮廷内の連中は『わかりました』と上辺だけ丁てい重ちように接して、実のところお母様とわたしを蔑さげすんだ目で見てる。ずっと、それは変わらない。わたしが、わたしである限り変わらない。あそこには、わたしやお母様の居場所はないの。いつもいつも、出て行けって言われているみたいな気がする。そんなに蔑むなら出て行かせてくれれば良いのに、それはさせてくれない」

　感情を極力動かすまいと努めるように、じっと一点を見み据すえる青い瞳ひとみを見ていると、理美は胸に鈍にぶい痛みを感じる。

（アーシャ様は、昔のわたしと一いつ緒しよ……違う。わたしより、ずっと苦しい）

　かつての理美は、自分の存在が周囲を困らせているのが居たたまれなくて、申し訳なくてどうしようもなかった。そして崑国に来たときも、和国の姫として伊文亮から偏へん見けんの目で見られていた。和国人だから盗ぬす人びとだと言われたときは、さすがに心が折れそうだった。あのときは朱西がいて、体を張って理美を庇かばってくれた。

　アーシャも、「ここに、おまえの居場所はない」と言われ続けているのと同じ。しかし同時に、「ここを出て行くことは許さない」と縛しばられてもいる。

　かける言葉が見つからない理美に代わって、シュリが「もう、鍋なべを火から下ろします」と告げ、アーシャの手元の鍋を作業台へ移す。鍋に入れた牛の乳は三分の二以下の量になり、ねっとりとしていた。シュリはそこへ砂糖と、煎って砕いた豆類を入れ、混ぜる。

　シュリの手元を見つめながら、アーシャが強い声で言う。

「わたしはいずれ、政略の駒としてどこかへ嫁とつがされる。宮廷の人たちがそのつもりなら、いいの。わたしの未来と、わたしを追い出したいくせに閉じこめているその意地悪さと引き換かえに、彼らが表向きわたしを丁重にあつかっているのを利用して、可能な限り自分の誇ほこりを保ち続けるわ。舞まえと命じられても、舞ってやらない。踊おどりは、わたしだけのものよ。唯一、わたしが自分の意思で選べるものよ。だから舞う舞わないは、わたしが選ぶ」

　そして、ふふんと自信ありげに笑う。

「もしくは、宮廷の全すべての思おも惑わくをご破算にするかよね。叔父様みたいに、国外へ出るの。そしたら、本当にわたしが心ここ地ちよく生きられる場所を見つけられるじゃない。そして宮廷の人たちが慌あわてふためくのを笑ってやって、この世のどこかで自由に踊って、自由に生きる」

　それは無理だと本人もわかっているだろうが、知っていて口にするのはだだっ子と一緒だ。

　混ぜ終えた鍋の中身を平たい型に広げ入れながら、シュリが呟つぶやく。

「でも、それは我が儘ままだ。アーシャ様は王族として生まれた。運命だから従うべきだ」

「シュリには、わからないわ。叔父様と一緒に、自由に何処どこへでも行けるんだもの」

　アーシャは唇くちびるを嚙かむ。シュリは作業を続けながら、首を振ふる。

「そうです。僕には、わかりません」

　明るく元気で傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、悩なやみなど持ち合わせていないように振る舞っているが、アーシャの心は晴れ渡わたることがないのかもしれない。いつもどこか心の底が苦しくて、それを誤ご魔ま化かすために、自らの誇りというものにすがっている。

（自由という誇りを保つと言うけれど、そうしようとしているアーシャ様は頑かたくなで、ご自身にとって良いことと思えない。それより、ご自分の居場所を見つけられたら、もっと自在になれるのに。何か、わたしにできることがあれば）

　強気そうなアーシャの横顔だったが、目だけが自信なげに揺ゆれていた。シュリに我が儘と断言されたのが、少なからずこたえているようだ。自分の頑ななところを指し摘てきされても、それを手放すと、きっと彼女は縮こまって、打ちひしがれてしまうのだろう。なぜなら彼女は、自分の考えついた誇り高さにすがって宙に浮うかんで、それで自分の心を保っているようなものだから。浮くことができなくなれば、地に落ちて、ぺしゃんこになるのだろう。

（そんな状態は、きっと苦しい）

　理美はアーシャのために何ができるだろうかと考え、ぴんときた。

「そうだアーシャ様。このお菓か子しを持って明日、遊びに行きませんか!?　とても楽しい場所へ」

「どこへ？」と、首を傾かしげるアーシャに、理美はうふふと笑う。

「崑国の後宮です！」

　アーシャは目を丸くした。彼女と同じく、女性として誇り高い人たちに会うのはどうだろうかと閃ひらめいたのだ。それは崑国で最も誇り高い女性たちのうち、代表的な四人。四し夫ふ人じんだ。

　四夫人は、誇り高くいることが自然体で、さほど苦しげでない。そんな四夫人と会うことで気持ちがほぐれ、アーシャのどこか苦しげなところが、ふっと和やわらげば良いと思った。四夫人と話すだけでも、楽しい時間を持てるに違いない。

　翌日。バルフィを手にした理美とアーシャは、崑国後宮へ向かった。

　事前に伯礼に文ふみを送り、後宮で四夫人たちに茶さ菓かをさしあげたいのだと申し出ていた。彼はことのほか驚いたらしく、すぐさま自身が水すい祇し宮きゆうにまでやって来て理美から事情を訊きいた。そして意図を理解すると、快く許可を出し、北ほく嶺れい宮きゆうを使えるように取りはからってくれたのだ。

　北嶺宮に入ると、四夫人たちは既すでに集まっていた。

　四人は北嶺宮の主しゆ殿でんから庭院にわの様子を眺ながめつつ、あれこれ他た愛わいない話をしていたらしい。そこへアーシャを連れた理美が現れると、彼女たちは目をまんまるにした。

「ご紹しよう介かいします。四夫人方。こちらが西沙国皇帝陛下の姫君、アーシャ様です」

　にこにこと笑え顔がおの大おお盤ばん振ぶる舞いで理美は紹介するが、四夫人たちはまだ、ぽかんとしていた。それはアーシャの美しさに驚いたというよりは、「理美が西沙国の姫をこれほど嬉うれしげに紹介している」という事実に、呆ぼう然ぜんとしたようだった。

　物もの怖おじしないアーシャは微笑ほほえみ、「はじめまして。アーシャと申します。仲良くしてくださいませ、四夫人」と流りゆう暢ちような崑語で挨あい拶さつし、優ゆう雅がに膝ひざを折って西沙国式の礼をとる。すると、

「ちょ、ちょっと、こちらにおいでなさい！　雪宝林！」

　いち早く正気づいた宋貴妃が理美の腕うでを引っ張って、庭院と続きになっている歩ほ廊ろうへと理美を連れ出す。他の三人も慌ててついてきた。

「あなた、馬ば鹿かなの!?」

　歩廊に出るなり、ひそめた声でいきなり言われた。面めん食くらった理美は、目をぱちぱちさせる。

「え、まあ。あまり賢かしこい方ではないと……」

「そういう意味じゃないよ。雪宝林は、あの西沙国の姫が崑国に送り込まれた目的が、わかってないのだろう」

　呆あきれ顔の鳳徳妃に、理美は答えた。

「目的というと。西沙国が崑国との国交樹立を本気で考えていて、国交樹立のあかつきには、結びつきを強くする目的でアーシャ様を陛下の妃きさきにするつもりで、その布石として今回アーシャ様が使節団に同行されたという、そのことですか？」

「わかっていて、なんでそんなに安あん穏のんとしていられるんですか、お姉様！　あ、わかった。西沙国の姫が後宮に入ってどんな地位につくかまで、考えてないんでしょ」

　焦あせる余淑妃に、理美は微笑む。

「皇后位につく以外には、ありえないと、礼れい部ぶ尚しよう書しよから聞きました」

「礼部尚書がそう言ったのですか？」

　温賢妃が青ざめる。礼部尚書の口からそのような言葉が出るのは、公おおやけには確定しなくても、内々には、ほぼ決定事じ項こうとなっていることを意味する。

　理美が「ええ。礼部尚書のお言葉です」と答えると、四夫人は顔を見合わせ、何を言うべきか迷うように視線を彷徨さまよわせた。

（ほぼ決定していることはどうしようもないと、四夫人はご存じだ。しかも皇こう帝ていの臣たる自覚がおありだから、アーシャ様が後宮入りするのが崑国にとって重要だと理解しているはず）

　しかし心情的には、それによって理美が今の地位を失うのを良しとはできず、彼女たち自身も困こん惑わくしているのだろう。

　理美もやはり、不安だし、哀かなしいし、怖こわい。けれど朱西が、朱西の全てを賭かけようとしている対決の相手は、対決するだけの価値がある存在なのだと言った。無む闇やみに恐おそれず、不安がらず、哀しまず、祥飛を信じ、彼の臣下として務めを果たそうと、心を立て直せていた。

　ほわりと、理美は笑う。

「わたしは陛下を信しん頼らいしていますから、何があっても大だい丈じよう夫ぶです。それよりも今は、アーシャ様を楽しませてあげたいです。お願いします、四夫人」




　　　二




　麒き之の月づきは謁えつ見けんばかりが続き、いい加減に祥飛はうんざりしていた。様々な国の使節たちと会うのは構わないが、いちいち新しん和わ殿でんへおもむき、正装をするのが面めん倒どうだ。

　今日は久しぶりに謁見の予定もなく、午後に考仁たちとの合議が入っているだけ。気の緩ゆるみから朝あさ寝ね坊ぼうをしてしまった。いつもより随ずい分ぶん遅おそい時間に起きて侍じ官かんに身み支じ度たくを手伝わせていたが、丈鉄の姿が見えない。どうしたのかと思っていると、暫しばらくして、何かを悩むような困惑したような顔をして、丈鉄が居室に入ってきた。

「どこへ行っていた、丈鉄。妙みような顔だが」

　朝あさ餉げを終え、長なが椅い子すに落ち着いた祥飛が問うと、丈鉄は眉まゆ根ねを寄せて腕組みする。

「いや、ちょっと。理美が」

「理美がどうした？」

　問い返したところで、「失礼いたします」と居室の出入り口に伯礼が姿を現した。

「突とつ然ぜんに恐れ入ります、陛下。お知らせがあって参りました」

　礼をとりながら、伯礼はにこやかに告げた。

「後宮に雪理美が参上し、四夫人方とお茶を楽しんでおります。顔を見にいらっしゃいます？」

　その言葉に、なぜか丈鉄が訝いぶかしげに伯礼を睨にらむ。祥飛は思わぬ嬉しい知らせに声が弾はずむ。

「理美が後宮に来ているのか」

　アーシャが崑国にやって来た意味を悟さとってからは、彼女と顔を合わせるのが申し訳ないような気もしていたが、数日あの惚とぼけた顔を見ないと寂さびしかった。

　皇帝として西沙国との国交樹立に必要不可欠となれば、祥飛はいずれアーシャを娶めとる。自らの治世を盤ばん石じやくにし、自身を守らねばならないからだ。そうしなければ、祥飛を主あるじとして仕える決心をした者たちに顔向けできない。

　そうなっても理美は、ほわりと笑って「かまいません」と言いそうだ。

　だからこそ心が痛む。そして祥飛は、朱西を失いながらも側そばにいて欲しいと望んだ存在を、自分の傍かたわらに置けなくなる。後宮にそのまま理美を置くことは、皇后の不興を買う恐おそれがあるから不可能。そうなると宮城の外に彼女の住み処かを与あたえ、保護するしかない。それで精せい一いつ杯ぱいの愛情を彼女に注げば、彼女は祥飛を怨うらみはしないはず。

　だが───彼女の心の中の最も重要な位置に座ることは、永久にできないだろう。

　理美は祥飛を嫌きらっているわけではない。しかし祥飛に恋こい焦こがれ欲ほつした上で、皇后になると承知したのでもない。それは最初から知っていた。だからこそまず皇后として傍らに置いて形だけでも自分のものとし、誰だれにも手出しさせないようにしたかった。それから慈いつくしみ、真心を捧ささげ、いつか彼女の心が自分のものになるようにと望んだのだ。

　だが自分の傍らに置くことすら諦あきらめ、真心を捧げることを止めてしまえば、彼女の心は永久に祥飛のものにはならない。柔やわらかく祥飛を包み、慰なぐさめてくれる理美には、「祥飛が一番大事だ」と思っていて欲しいのに。

（アーシャを娶るにしても、まだもう少し先の話だ。しかし……）

　胸に不安がある今、彼女の顔を見たい。考えてみれば慌あわただしくしていて、四夫人の顔も見ていない。良い機会かもしれないと祥飛は立ちあがる。

「四夫人と理美の顔を見たい。後宮へ行く」

　祥飛は室を出た。
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　居室を出て、歩廊をさっさと歩いて行く祥飛を追って、伯礼は踏ふみ出そうとした。しかしその腕を、壁かべ際ぎわから駆かけ寄った丈鉄が摑つかみ引き留める。

「待て、伯礼。どういうつもりだ？」

「どう、とは？」

　首を傾かしげる伯礼に、丈鉄は歯をむき出す。

「後宮に来ているのは、理美だけじゃないだろう。西沙国の姫ひめさんも来てる。そのことを伏ふせて、陛下を後宮へ行かせるのは、どういうつもりだ」

「おや、ご存じだった？」

「俺は陛下のために働いてる。理美の動向は把は握あくしてる。ただ理美がなぜ西沙国の姫さんを連れて後宮に来たのかは、首をひねるしかないがな。自分の立場を奪うばおうとする女に、まるで後宮入りの準備をさせようとしているようじゃないか。これはあんたの策略か何かか？」

「理美の方から、わたしに許可を求めたんです。だから許可しただけ。そして西沙国皇女が後宮にいることを伏せたのは、彼女がいると知ったら、陛下は行くのを渋しぶるからに決まっているでしょう」

「西沙国の姫さんと陛下を、対面させようっていうのか？　なんでだ」

「いずれ添そう相手とは、互たがいに親しくなっていた方が良いでしょう」

「あんたは、理美がどうなるか考えてないのか」

　握にぎる手に力をこめると、伯礼は少し痛そうに顔をしかめたが淡たん々たんと答えた。

「それによって彼女の身分がどうなるかわかりませんが、西沙国皇女と陛下の婚こん姻いんは政まつりごと。次元の違ちがう問題です。理美には気の毒ですが、彼女の身を慮おもんぱかって政を後回しにはできません」

「そうかい」

　丈鉄は、伯礼を突つき放すように手を放した。

「あんた、やっぱり公子様だ。親しい人の運命よりも政が大事か。俺は違うぜ。ただの密みつ探たんだ」

「結構です、それで」

　激しく睨み合った後、伯礼は身を翻ひるがえし、祥飛を追っていった。丈鉄は深い溜ため息いきをつき、窓まど枠わくに腰こしかけた。

「まったく、政ってのは」

　政は、時には心を殺し、仁義を殺し、正義を殺さなければ立ちゆかないもの。無む慈じ悲ひすぎるその世界で立ち回るのは丈鉄には無理だ。心が邪じや魔まをする。心を殺したと思っていたのに、祥飛や朱西との絆きずなによって実父に逆らうようでは、とうていやっていけない。

（俺と違って、陛下と朱西は、政の中で生きる者だ）

　それが過か酷こくな生き方だと、良くわかる。わかるからこそ丈鉄は、彼らの力となるために働くのだ。それが彼らの傍らにあり、絆を結んだ自分の役目。

「あんたはどうなんだろうな、理美」

　ふと、呟つぶやく。
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　背中に滲にじむ汗あせが止まらない。それは真夏の熱気のせいではなく、純じゆん粋すいな冷や汗だ。

（これは……良いのかしら？）

　表情を強こわ張ばらせているのは、理美だけではない。主しゆ殿でん中央の卓たく子しについている宋貴妃、温賢妃、鳳徳妃は、青ざめてさえいる。

「お上手！　アーシャ様！」

　嬉き々きとした声を発しているのは余淑妃だけ。そして、ふふふっと自じ慢まんげに笑うのは、アーシャだけだ。余淑妃とアーシャは、主殿広間正面の歩ほ廊ろうで向かい合っている。二人の距きよ離りは二十歩ほど。余淑妃の手には、小さな干ひ菓が子しが盛られた器うつわがある。

「何度でもできますよ」

　アーシャが胸を張るので、余淑妃は「じゃあ、もう一度行きますね」と元気よく答え、干菓子をつまむと、それっと放ほうり投げた。アーシャがひらりと身軽く動き、落下する干菓子を、かぷりと口で受けとめた。余淑妃はきゃっきゃっと喜び、アーシャは自慢げに優ゆう雅がな礼などとってみせるが、理美を筆頭に他ほかの三人の顔からはますます血の気が引く。

（いやいやいや、良くないわよね!?　だって西沙国皇女様に、曲芸をさせてるものね!?）

　こういったことができると言い出したのは、他ならぬアーシャ自身だった。

　理美が茶を淹いれ、昨日作ったバルフィをお茶うけに出すと、四し夫ふ人じんの評価はたいそう良かった。ごく甘で口に入れると溶とける菓子は、体力の落ちた夏場にはことに美味おいしく感じられる。

　アーシャがそれを作るのを手伝ったと理美が言うと、四夫人たちが褒ほめそやしたので、彼女はさらに気分が良くなったらしく、

「わたし、他にも色々と特技がありますよ」

　と言うと、卓子の上に用意されていた干菓子を余淑妃に持たせ、歩廊に出た。そしてそれを自分に放り投げろと要求し、そのとおり放り投げると、ぱくりと口で受けとめたのだ。

　余淑妃は無邪気に嬉うれしがったが、理美と他の三人は、この暑さにもかかわらず背筋が凍こおった。

「もっと、早く。連続で投げてください」

　アーシャの要求は、さらに恐おそろしさを増している。「え～、大だい丈じよう夫ぶですか？」と躊躇ためらう余淑妃に、アーシャは「大丈夫、大丈夫」と請うけ合う。理美のみならず他の三人の四夫人も心の中で「大丈夫ではない。やめて、余淑妃様！」と叫さけんでいたことは間違いないが、余淑妃は彼女らの顔色や目配せに気がつかず、「では、行きます！」と勢いよく宣言し、ほいほいと連続して調子よく干菓子を放り投げ始めた。

　するとアーシャは、ひらり、くるりと身を捻ひねり、足を軽かろやかにさばいて、かぷかぷと全すべての干菓子を受けとめていく。それはもう、見事だった。

「この光景。見たことがあるな……」

　鳳徳妃が呟くと、温賢妃も微かすかに頷うなずく。

「わたしもです。確か、宋貴妃様の宮きゆう殿でんの太たい麗れい宮きゆうで」

　宋貴妃が、もはや笑うしかないというように力なく、ふふっと笑う。

「そうね、ええ。わたしの飼っている犬の蘭らん蘭らんに、これと同じ特技がありますわ」

　全員、呆ぼう然ぜんとしてこの信じられない光景を見守っていた。

　アーシャが体を捻ると、衣い装しようの布がふわりと流れて舞まう。体の均きん衡こうを保つためにひらひらと大きく動く両りよう腕うでのしなやかさ。足さばきは、踊おどるようだ。ずっと見続けていると、彼女の動きがまるで舞ぶ踊ようのように思えてきて、理美はいつしか見み惚とれていた。

　歩廊の向こうは北嶺宮の庭院にわ。夏の輝かがやきの下にある。その濃こい緑を背景に、アーシャがひらひらと舞っている。庭院の池に反射する銀の光が、彼女の額飾かざりや手の甲こうの飾り、首飾りなど、繊せん細さいな装そう飾しよくに輝きを与あたえる。おかしな曲芸でしかないはずなのに、続けざまに動く体の動きがなんとも優雅。

　これが西沙の宝石と呼ばれる、アーシャの魅み力りよくだろうか。舞まいの名手であるがゆえに、曲芸めいたことをしているというのに、華か麗れいだ。呆然としていた他の三人も、徐じよ々じよにその動きに魅み了りようされたのか、呆あきれ顔から驚おどろきの顔へと変わってくる。

　アーシャと余淑妃は笑え顔がおで、ただ楽しそうだ。夏の光はアーシャの笑顔に映はえる。これほど美しい少女は他に見たことがなかった。だが理美はその瞬しゆん間かん、美しいよりも、可愛かわいいと感じた。

「すごいですね、アーシャ様」

　口をついて出た理美の独り言に応こたえ、

「すごいことは、すごいと言わざるを得まい。余は、高貴な姫君が曲芸をするのは見たことがないゆえな」

　心の底からうんざりしたような声が、傍かたわらから聞こえた。理美も他の三人もはっとして声の主を見上げた。そこには伯礼を従えた祥飛がいて、呆れたように歩廊に目を向けていた。

「珍めずらしい。すこぶる珍ちん景けいだ。あの姫、何を考えている」

「陛下!?」

　突とつ然ぜんの祥飛の出現に、全員が立ちあがりその場で礼をとる。その気配に、余淑妃とアーシャは動きを止めた。受けとめ損そこねた干菓子が一つ、ころころと歩廊を転がった。

　余淑妃はさすがにその場で礼をとったが、アーシャは口をもぐもぐさせながら、楽しい遊びに水をさされて迷めい惑わくそうな顔になる。

「伯礼。アーシャがいること、なぜ黙だまっていた」

　アーシャを見つめながら、祥飛は背中越ごしに鋭するどく伯礼に問う。伯礼は微び笑しようした。

「お伝えしておりませんでしたか？　うっかりしておりました」

　祥飛は舌打ちし「謀はかったな」と言う。それから表情をきつくし、アーシャに声をかける。

「何をしているのだ、姫ひめ君ぎみ」

「ご覧になってわかりませんか？　遊んでいます」

　こくりと干菓子を吞のみこむと、アーシャは物もの怖おじせずにつかつか近づいてくる。

「余には、そなたが四夫人や理美に曲芸を披ひ露ろうしていたようにしか見えぬ。見み世せ物ものになるのは嫌いやだから、満まん願がん宴えんで踊らぬと言っていた姫君がどこかにいたと思うが？　気のせいか」

　初対面から無礼な態度に出たアーシャに対して、祥飛も遠えん慮りよは無用と判断したのだろう。言葉が、いがぐり並みにとげだらけ。辛しんらつな言葉に、アーシャも負けていない。

「自ら望む相手にならば、舞でも曲芸でも喜んで披露します」

「帝てい国こくの姫として与えられた命には従わぬが、己おのれの欲求には従うと？　無責任なものだ」

　理美ははらはらして、止やめてくださいと訴うつたえるように祥飛に向かって必死の目配せを送った。

　しかし祥飛はアーシャを睨にらみつけ、理美には目もくれない。四夫人も心配そうに互たがいに目交ぜして、祥飛の言葉を制するべきかいなか、間合いを計っているようだった。

「舞は、わたしだけのものです。わたしが、わたしのためだけにするもので、誰だれにも利用させません。それがわたしの誇ほこりです。あれもだめ、これもだめ。あれをしろ、これをしろと命じられたり、制限されたりばかりの生活の中で、唯ゆい一いつわたしが自由にできるもので、それを守ることが誇りなんです」

　アーシャが言い返すと、祥飛の目が冷たくなる。

「子どもの理り屈くつで考え出した、安っぽい自由と誇りだ」
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「どこが安っぽいというんですか！」

　睨み合う、祥飛とアーシャ。祥飛の苛いら立だちは急激に増し、目が吊つり上がってくる。

「自由がさも大切なことだと思っているから、そなたは子どもなのだ。余は皇帝だ。崑国を守り、余を皇帝として認める臣下たちのために、国を富ませ安定させ、余自身を守らねばならぬ。だから、そなたの言うような無責任な自由はいらぬ。余には責任がある。それがあるからこそ誇りがある。その責任と誇りを果たすために選ぶ自由を、余は持っている。そなたの考える自由も誇りも、中身が空っぽの虚うつろだ。ああ、だからか。そなたが、手のつけられないじゃじゃ馬なのは、中身が空っぽだから身軽なのだな」

「わたしのことを、中身空っぽのじゃじゃ馬と仰おつしやいましたか？」

「言ったがどうした、じゃじゃ馬。じゃじゃ馬を、じゃじゃ馬と呼んで何が悪い」

　あきらかに意識的に、じゃじゃ馬を連発する祥飛に、壁かべ際ぎわに控ひかえていた伯礼が肩かたを落とす。彼の目には、これは駄だ目めだと諦あきらめの色が浮うかんでいる。

「陛下。もうお止めください」

　なんとかしなければと焦あせり、理美はおろおろと声をあげたが、彼は理美を睨む。

「そもそも、おまえが悪いのだ」

　突然責められ、理美は目を丸くした。すると祥飛は、再びアーシャをきっと見る。

「自由だ誇りだと喚わめいて、満願宴で踊らぬなら、それはそれで結構だ。そなたが空っぽのままでも、余も崑国も困りはせぬ。好きにするが良い。ただ西沙国使節としてやって来たグルザリ・シャー殿どのには、皇帝から命じられた果たすべき使命があるのではないか？」

　アーシャはぎくりと顔色を変え、初めて動どう揺ようするように瞳ひとみが動く。

「皇女の責任を果たす気があれば、そのときは相談に応じても良い。崑国としてはそれだけだ。そして、理美。おまえは余とともに来るのだ！」

　言うなり、祥飛は理美の腰こしを抱だき寄せた。

「陛下!?」

　突然のことに驚きもがく理美の抵てい抗こうを、祥飛はさらに強く抱き寄せ封ふうじる。

　唇くちびるを嚙かみ、アーシャは怒ど鳴なった。

「責任なんて知りません！」

「そうか。グルザリ・シャー殿も、そなたに仕える者たちも、西沙国の民たみも、気の毒なことだ」

　祥飛は理美を抱き上げた。「何をなさるんですか!?」と慌あわてる理美に、「動くな」と鋭く命じ、アーシャに向かって言う。

「理美を借りる。そなたが水すい祇し宮きゆうに戻もどる際には、内ない侍じ監かんの蔡伯礼を付き従わせるゆえ心配するな。理美はすぐに水祇宮へ戻らせる」

　理美を抱かかえてさっさと歩き出した祥飛は、伯礼の傍らを通り過ぎるとき、「余計なことをするな」と吐はき捨てるように言った。伯礼は深く礼をとるが、祥飛は苛々した早足で北ほく嶺れい宮きゆうを出た。

　アーシャは祥飛の後ろ姿を睨みつけ、四し夫ふ人じんは、戸と惑まどいながら見送っていた。

（どうすれば、いいんだろう。陛下は、アーシャ様にあんなに酷ひどいことを言ってしまった）

　困り果て、理美は祥飛の綺き麗れいな顔を見上げていた。怒おこっているらしい彼にかける言葉が見つからず、途と方ほうに暮れる。なぜか祥飛は理美のことも怒っているらしいが、原因がわからない。

「あの、陛下。どちらへ……」

　と、遠慮がちに問う。

「人目のないところだ」

　祥飛は、通りかかった庭園の出入り口に目を留め門を潜くぐった。そこは東とう梨り苑えんと対ついを成す、西せい桃とう苑えんと呼ばれる庭園で花はな桃ももが植えられていた。今は葉ばかりが茂しげるが、そのぶん日ひ陰かげが多く、空気はひんやりしている。木陰には秋しゆう海かい棠どうがあり、恥はじらうように項うな垂だれて咲さく花が群れていた。庭園の壁際にある秋海棠の植えこみの近くに理美を下ろすと、彼女を閉じこめるように壁に両手をつく。

　どうしたのだろうかと目を丸くしていると、祥飛は苛立ちが収まらない声で訊きく。

「どういうつもりだったのだ」

　何を訊かれているのかわからなかったが、彼は怒いかりを堪こらえているようだ。

「アーシャを後宮に入れ、四夫人に引き合わせたのはどういうつもりだ。おまえは、あの姫がおまえから皇后位を奪うばい取るやもしれぬ存在だと、わかっているのか」

「はい。わかっています」

　祥飛は驚おどろいたように目を見開き、次の瞬間、さらに大きな怒りがわいたように大声を出した。

「だったらなぜ連れてきたのだ！　自ら！」

　びくりと理美は震ふるえた。そして自分の行いが、彼を苛立たせ怒らせた原因だと悟さとる。しかし、けして間ま違ちがったことではないとわかっていたから、祥飛の怒りに怯おびえながらも口を開く。

「アーシャ様が四夫人とお茶を飲めれば、楽しいと思ったんです。実際アーシャ様は楽しそうでした。それに」

「それになんだ!?　伯礼と同じように、余とアーシャが親しくなれば良いとでも思ったか!?」

　祥飛の苛立ちはおそらく、周囲からアーシャとの婚こん姻いんが最善だと押しつけられることが原因だ。さっきの様子を見ると、伯礼もそれを最善と判断し、お膳ぜん立だてをした。

「そこまでは考えてませんでした。陛下がいらっしゃることは想定外でしたから。でも、陛下にその可能性を指し摘てきされたら、そうなれば望ましかったと今思いました。結果は真逆でしたが」

「おまえは、それで良いのか。平気なのか」

「それを陛下が望まれるなら。西沙国との国交が樹立し、その結びつきの強さを証明するためにアーシャ様が後宮入りするのが、陛下と崑国にとって最善だと、陛下もおわかりだと思いましたから」

「おまえが、それを言うか……！」

　苦しげに言うと、祥飛は思わずのように理美にしがみつき、胸に顔を埋うずめた。

「おまえが、余を主あるじと思ってくれているのはわかる。だが、余に恋こいしていないのも知っている。嫌きらいではないから皇后になることを承知した程度の思いだと、わかっている。だがそれでも、おまえが欲しい。側そばに置いておきたい。だから求めた。おまえは、それがわかっていないのか!?　余は、おまえを側に置きたい」

　祥飛は苛立ち怒っているとばかり思っていたが、違う。くぐもった彼の声には、怯えているような響ひびきがある。祥飛は理美が自分から遠のくことを恐おそれ、怯えているのだ。

　それは恋しい人への激情というよりも、温かな家や優やさしい母を失いかけている子どもの声のようで、胸が痛む。

（皇后内定者でなくなっても、陛下が誰を皇后としようとも、わたしは変わらないのに。陛下は愛情に関しては、とても恐こわがりでいらっしゃる）

　祥飛の母、延えん貴き妃ひのことは、彼の口から聞いたことがある。彼は母の死をせいせいしたと表現するほど、母に愛情を感じていなかった。それは裏を返せば、母を慕したうほどの愛情を受け取れなかったからだ。

　幼い頃ころに求めて得られなかった愛情を、彼は今も求め続けているのかもしれない。

　自分の立場がぐらつきそうで、理美は怯え不安になり、哀かなしみを覚えた。しかし祥飛もまた同じように、状じよう況きようが変わり、関係性が変わることに怯え、不安を抱いている。

「わかっています。陛下はわたしに、崑国にいても良いという安心をくださいました。陛下が、───簡単にわたしを見捨てる無む慈じ悲ひなお方ではないと、知っています」

　だからこそ、朱西も今、理美の敵となっているのだ。彼はそう言った。だから理美は、それが真実であると確信できている。祥飛を驚かさないように、そっと彼の頭を抱く。

「ですから、わたしはどんな立場になろうとも陛下にお仕えします。ご安心ください。皇后になろうが、なるまいが、お側にいられなくなろうが、お仕えします。そんなことをご心配で、アーシャ様にあんな酷いことを仰ったんですか？」

　やわやわと頭を撫なでられると、祥飛は嫌いや々いやするように首を振ふる。

「あそこまで言うつもりはなかったのだ。二、三、嫌みを言って適当にあしらい、引き取らせようと思っていた。だが、あの無責任な言葉を聞くと腹が立った。以前の自分を見ているようだ。我が儘ままいっぱいで、何も気がついていない」

　くすっと、思わず笑ってしまった。訝いぶかしむように祥飛が顔をあげる。
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「なんだ？　何がおかしい」

　理美は、ほわりと笑ってしまう。

「陛下も、アーシャ様も、お可愛かわいらしいです」

　祥飛は赤くなると、自分が理美にしがみついているのに気がついたらしい。ぱっと身を離はなす。

「おまえに当たり散らした。すまぬ」

　咳せき払ばらいして、今いま更さら威い厳げんを保とうとするように姿勢を正した。

「さっき、おまえも言っていたが……余は皇こう帝ていとして、アーシャを後宮に入れることを考えるときが来るかもしれぬ。それはひと月後か、半年後か、一年後か、十年後かわからぬ。西沙国との関係がこじれれば、永久にそんな日は来ないかもしれぬ。だが、その日が確定するまでは、余とそなたは以前と変わらずだ。良いな？　余は変わらず、そなたが欲しい」

　気恥ずかしそうに確かく認にんするので、心得ていますと笑えみを深くした。
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　水祇宮へ帰る馬車に揺ゆられながら、アーシャは苛いら立だってどうしようもなかった。

　綺麗な顔をしたあの崑国皇帝は、アーシャに向かって何回じゃじゃ馬と言ったことか。

　いや、そもそも。西沙国でも侍女たちから「暴れ姫ひめ」だの「跳はね回る姫」だの言われていたから、特にその言葉が気に障さわったのではない。

（腹が立つのは、きっと叔父おじ様のことを言われてしまったからだわ）

　グルザリ・シャーは西沙国皇帝から、満まん願がん宴えんでアーシャに舞まいを披ひ露ろうさせ、崑国皇帝の覚えをめでたくせよとの命令を受けているはずだった。

　踊おどりは、アーシャが持っている唯ゆい一いつの自由だ。そしてそれを守ることが誇ほこりだ。だからこそ満願宴で見み世せ物ものになるまいと決意していたが、アーシャが踊らないことで優しく理解ある叔父が皇帝に叱しつ責せきされるという点のみが、気がかりなことだ。

　王族の中ではグルザリ・シャーだけが、唯一アーシャの理解者だった。他ほかの王族たちのようにアーシャを侮ぶ蔑べつすることもないし、跳ね回るところや頑がん固こなところも、面おも白しろがってくれる。その彼を困らせていると知っている。知っているけれど自分の自由は譲ゆずれないから、申し訳ないと思いながら我を通している。

（叔父様は叱責される。それは最初からわかってるけど。嫌なものは嫌。踊らないのはわたしなのだから、皇帝陛下は、わたしを叱しかれば良いのに）

　だが父皇帝はアーシャの所業の報告を受けたら、アーシャに一言釘くぎを刺さすだけ。そのかわり弟であるグルザリ・シャーを軽く鞭むち打うつくらいはするかもしれない。

　そこまで考えたとき祥飛が口にした「責任」という言葉が耳に蘇よみがえり、ちくりと胸に刺さる。

　祥飛は何度かそれを口にしたし、シュリもまた口にしていた。そんな面めん倒どうな言葉を振り払はらうように、アーシャは首を強く振る。

　責任なんて知ったことではない。そんなものを押しつけられたら窒ちつ息そく死ししてしまう。物心ついたときからずっと、宮きゆう廷てい内の侮蔑的な視線に耐たえていた。あんな場所に付ふ随ずいする責任など、果たしてやる義理はない。責任など、アーシャを縛しばりつけるだけのものだ。

　自由が欲しい。ずっと思っていた。けれど自由など許されるはずもなく、唯一、勝手気ままにできることが踊りだった。踊っているときは全すべてを忘れられた。母や自分に向けられる密ひそやかな、あるいはあからさまな悪意や侮蔑を、頭から追い出せた。

　これが唯一自分が持ち得る自由だと感じ、是ぜが非でも守りたかった。

　ずっと昔から胸の奥にある思いが、責任と周囲から言われることで、一層熱を帯びる。

　いずれ政略の駒こまとなり嫁とつがされる自分が、大切にしている舞まうことの自由。それを祥飛は安っぽいと言ったが、確かに、本物の自由を謳おう歌かする者から見ればあまりにもちっぽけな自由かもしれない。それが悔くやしい。

　もっと大きな自由を手に入れたい。そして踊りだけが唯一の自由だと頑かたくなになるのではなく、夢中になって踊ることが、ただ純じゆん粋すいな楽しみになるような大きな自由の中で踊りたい。

　馬車の窓から真っ青な夏空を見上げる。今すぐ鳥のように、この窓から飛び立てたらどれほど気持ちが良いだろうか。ただのアーシャという少女になって、思うままの場所へ行き、肌はだの色にこだわらない人たちと交わり、好きなことができたら───。

「如何いかがなさいましたか？　アーシャ様」

　物思いに沈しずむアーシャに、正面に座すわる同乗者が声をかけた。理美の代理として馬車に同乗しているのは、内ない侍じ監かん蔡伯礼。男と同乗するのかとアーシャは最初驚おどろいたが、聞くと彼は宦かん官がん。だから妃ひ嬪ひんたちと過ごしていても間ま違ちがいが起こらず、なおかつ力もあるので、崑国では大変役に立つ存在なのだという。

　祥飛もそうだったが、伯礼という内侍監も容よう貌ぼうがことのほか美しい。特に彼の雰ふん囲い気きは魅み惑わく的で、下手へたな女より色いろ香かが漂ただよう。薄うす茶ちやの瞳ひとみと白い肌。それを見て、アーシャは首を傾かしげる。

「あなた、西北民族の血筋？」

「わたしの母には、四分の一だけ西北民族の血が入っていたと聞いています」

「あなたが務める内侍監は重職でしょう。崑国の後宮は、その辺りがうるさくないのね」

　伯礼は目を細めた。

「属国の民たみを蔑さげすむ愚おろか者はたまにおりますが、多くの崑国人はその辺りには寛かん容ようですね。崑国人でなければ崑国人のように体てい裁さいを整えて、崑国人と成すという習慣が宮廷にはあります。理美もそうですが、名を崑国風に改めて崑国人とするのです。崑国は国土が広いだけに、隣りん接せつ国も多い。そのため昔から、西沙国はもちろん、南小三国、和国をはじめ、西北民族の国からも、たくさんの人が流れ込んでくる。それを宮廷も庶しよ民みんも、いちいち区別していると、やりにくくて仕方ないのです。庶民も宮廷に倣ならい、名を変えて崑国人となる者は多いです」

「名前を変えれば良いだけ？　崑国はその辺りは、西沙国よりも寛容で自由ね。良い国ね」

「そうですね。そのかわり、統治するのは大変な国です」

「ふぅん」と、アーシャは興味なさそうに返事し、また窓の外へ目を向ける。
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　熒惑はいつものように、ふざけた笑いの張りついた仮面をつけて朱西の室にやって来た。

　文ふ机づくえについて書き物をしていた朱西の元へ近寄ってくると、彼は仮面の下で小さく笑った。

「何をしているかと思えば。食しき学がくですか？　吞のん気きなものですね」

　食学の資料はほとんど食学堂に残してきた。だがわずかばかり、まとめきれない走り書きが手元にあったので、それをきちんとした資料として読めるようにまとめる作業をしていたのだ。

　朱西は、書きかけの紙を文机の端はしによける。

「麒き之の月づきは、諸外国の目があります。我われ々われもうかつに動くべきではなく、表面上は龍家皇帝に従う様子を見せねばなりません。何もできないこの時期に、趣しゆ味みを楽しんで悪いですか？」

「しかし、ご当主にはできることがある。グルザリ・シャーが、皇帝よりも鳳家の主あるじに親しみを感じ、優すぐれた人物であると印象づける必要はないですか？　書き物をする時間があるなら、水すい祇し宮きゆうに通われては如何です？」

　ずいと顔を覗のぞきこまれると、気味の悪いのっぺりした白い仮面が、にやにや笑いで朱西を見上げる格好になる。熒惑の仮面に開いた目の穴の向こうには、面白がるような瞳が見える。

「ご忠告は感謝いたします。しかし考えなしにグルザリ・シャーの周囲をうろつくのは、得策ではありません。彼は今きん上じよう陛下と鳳家、どちらが有利な立場か見み極きわめようとしている。こちらが焦あせっているような印象を与あたえれば、逆効果です。彼はわりに、くせ者ですから」

「使用人たちとふざけあっている様子には、くせ者らしさは見えませんが。意外ですね」

　その言葉に、朱西はわずかに眉まゆをひそめる。

（熒惑はグルザリ・シャー様の様子を、ごく近くで見たのか？　水祇宮に出入りしているのか）

　鳳家皇帝を望む者と称しようし、数年前から鳳家に出入りしているらしい熒惑の正体を、朱西は知らない。祖父の鳳寧ねい孫そんは、鳳家に力を貸したい男がいると知人から紹しよう介かいされて顔を合わせたらしいのだが、熒惑自身が名乗らず顔を見せずなので、寧孫も未いまだに彼が何者か知らない。寧孫と熒惑を引き合わせた知人は既すでに他界したので、彼の素す性じようを知ろうとすれば本人に訊きくしかないが、頑がんとして口を割らない。

　ただ彼が持ち込む情報が、外に漏もれにくい宮廷内部の動きであり、また正確かつ早いので、胡う散さん臭くさいからと簡単に手を切れない相手でもある。

（この男の正体と思おも惑わくが、厄やつ介かいなものでなければよいが）

　朱西は、微笑ほほえんで見せた。

「グルザリ・シャーに取り入る方法は考えましょう、あなたの助言通りにね、熒惑。それはそうと吏り部ぶ尚しよう書しよの候補の件ですが、一つ俺から提案があります。ある人物を、密かに推おしてみてはどうかと思うのですが」

　仮面の奥で、熒惑の目が揺ゆれる。

「ほう？　その人物を推す根こん拠きよは？」

「その方なら、鳳家派に取り込むことが可能だと思うのです。そして皇こう帝てい派も、まずまず妥だ協きようする線です。なぜならあの人は───周考仁とも鳳青修とも、深い繫つながりがあるので」
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　アーシャと伯礼に遅おくれること、一刻あまり。

　水祇宮に戻もどった理美は、アーシャの居室へ向かっていた。

　伯礼が付き添そい、無事にアーシャを送り届けたという報告は宮廷を出る前に聞いている。そこでグルザリ・シャー付きの少年たちをつかまえて、姫ひめ君ぎみはどこにいるかと訊くと、彼女は戻ってくるなり自室に引っ込んだという。疲つかれたから休むので、暫しばらく誰だれも室に近づくなと厳命された少年たちは、仕方なく彼女の室が見える歩ほ廊ろうで控ひかえていたらしい。

「まだ室から出てこられません。室内においでですよ」

　と教えてくれた少年に礼を言い、居室に足を踏ふみ入れる。

（陛下にあんなことを言われて、アーシャ様は落ちこんでいらっしゃるかも）

　祥飛が言うように、皇女として生まれたからには責任がある。それを拒きよ否ひするアーシャが無責任と思われても、仕方ない。

（けれどアーシャ様は、まだ心が幼い。しかも宮きゆう廷ていではずっと居い心ごこ地ちが悪かったから、心が安定しなくて、心の在りかがふわふわしてる）

　今のアーシャは、責任と言われてもぴんとこないだろう。自分の居るべき場所を知り地に足がついてこそ、ようやく自分が果たさなければならない役目がわかり、自覚が生まれるはず。責任と言われても、「そんなの知らない」と拒絶するアーシャの気持ちも、わからなくはない。

　しかし───いずれアーシャは、それを背負わなければならない。王族に生まれたからには。

　最さい奥おうの寝しん室しつへ繫がる戸が閉まっていた。その前に立ち、「アーシャ様」と遠えん慮りよがちに呼んでみるが、眠ねむっているのか返事がない。

（戸を閉めきってたら、暑くて病気になっちゃう）

　暑い寝室内で寝ね込こんでしまっているなら、風を入れる必要がある。眠りを妨さまたげないように配慮しながら戸を開くと、正面の窓から陽ひが射さしており室内は明るかった。

　窓辺に置かれた寝台もよく見えたが、その上には誰もいなかった。

「アーシャ様!?」

　驚いて大きく戸を開き室内を見回したが、人ひと影かげはない。

　そのかわり衣い装しよう箱の蓋ふたが開き、中のものが床ゆかに散乱していた。窓辺に置いてあった椅い子すが横よこ倒だおしになり、寝台脇わきに置かれた燭しよく台だいも床に転げ落ちている。

「これは……争ったあと？」

　ぞっとして血の気が引き、室から飛び出す。

「グルザリ・シャー様！」

　取り次ぎも願わず、焦ってグルザリ・シャーの居室に駆かけ込む。彼はシュリにお茶を淹いれさせながら、身近に侍はべる者たちを集めて札遊びをしていたが、顔色を変えて飛びこんできた理美に、優やさしい微び笑しようを向けて立ちあがる。

「おや、どうしたの理美？　そんなに慌あわて……」

「アーシャ様が室から消えました！」

　挨あい拶さつもなく、息をあえがせながら告げると、彼はきょとんとした。

「消えた？　アーシャが？」

「後宮からお戻りになったあと、室で休むと仰おつしやって。その後見張りの者も出入り口を見守っていたのに、室から出て行った様子もなく消えています。しかも室内に争ったようなあとが！」

　西沙国の面々がざわつく。いつも微笑をたたえているグルザリ・シャーの表情が変わった。微笑を消し、鋭するどく室内の者たちを振ふり返る。

「聞いたかい？　皆みんな。すぐに水祇宮内をくまなく捜さがしなさい」

　背後の者たちは鋭く返事をし、散っていく。

「室内の様子は、普ふ通つうではありません。すぐにわたしが陛下に使いを出し、尚書方に来ていただきます。崑国も一いつ緒しよにアーシャ様をお捜しします」

　グルザリ・シャーは気き遣づかわしげな目で「頼たのむよ」と言った。

　理美は急いで文ふみを書き、それを持たせた騎き馬ばの衛え士じを宮城へ走らせた。水すい祇し宮きゆうを出る騎馬の姿を見送ると、不安は高まる。彼女の寝室の様子は尋じん常じようではなかった。無む理り矢や理り、あの場所から連れ去られたとしか思えなかったからだ。

（アーシャ様、何処どこへ!?）

　一刻もしないうちに、利範と景有が水祇宮に現れた。間を置かず、祥飛が丈鉄を伴ともなってやって来た。本来なら考仁も来るべきだが、麒き之の月づきならではの事情があり動けないらしい。新たに友好国となった西北の王国との、交こう渉しようの最中なのだという。

　理美の案内で、祥飛と利範、景有はグルザリ・シャーの室へ入った。

　グルザリ・シャーは一見落ち着いていた。自室の卓たく子しに座り、いつものように優ゆう雅がに足を組み座っている。しかし背後に控えるシュリが、いかにも心配そうに主人を見つめる表情が、グルザリ・シャーが本当に落ち着いているわけではないのだと教えてくれる。

「わたしたちで水祇宮内はくまなく捜したが、アーシャの姿はないよ」

　柔やわらかい口調でグルザリ・シャーは告げるが、目には暗い不安の色がある。

　何者かにアーシャが連れ去られたとしたら、崑国側の警備の不備を責められても仕方ないこと。しかもそれによって大切な皇女の身に何事かあれば、国交樹立を目の前にしながら、全すべてが無に帰する。それどころか両国間には、拭ぬぐいがたい遺い恨こんが残る。

「我われ々われも、数名の武官と彼らが指揮する衛士を連れてきた。手分けして、水祇宮内部と周辺を捜そう索さくさせている。すまぬ、グルザリ・シャー殿どの。すこし待って頂きたい」

　真しん摯しな祥飛の言葉に、彼は目を伏ふせ小さく頷うなずく。

「待ちましょう。ここは崑国。わたしたち西沙国人には勝手がわからないことが多い。あなた方に頼たよるしかない」

　そのとき、「申し上げます」と、室の前に許訓記が姿を現し跪ひざまずく。

「水祇宮内に、アーシャ様のお姿はありません。ただ水すい祇し洞どうに蠟ろう燭そくを燃やした跡あとがあり、溶とけた蠟に熱せられた岩が、まだ温かい状態でした。先さき程ほどまで、何者かが潜ひそんでいたと思われます。さらにそこに、このような飾かざり物が落ちていました」

　掌てのひらに載のせて訓記が捧ささげて見せたのは、細い金かな鎖ぐさりの一部。グルザリ・シャーが眉まゆをひそめた。

「それは、アーシャのものだ」

「何者かが水祇宮に侵しん入にゆうし、アーシャ様を攫さらって逃にげたものと思われます」

　育ちの良さそうな顔を緊きん張ちように引き締しめつつ、訓記が断定した。すると出入り口近くに控えていた丈鉄が、胡う散さん臭くさげな顔をする。

「水祇宮は陛下の夏の離り宮きゆうだぜ。陛下をお守りするため周囲は三十歩里におよんで、べらぼうに高い塀へいに囲まれてる。出入り口は正門と裏門の二箇か所しよのみ。表も裏も、警備は厳重だ。そこから女一人抱かかえて出るのは骨が折れる。本当に水祇宮内にはいないのか？」

「丈鉄さんはそう言いますが、実際、姿がないものは、ないんです」

　すると景有が祥飛の傍かたわらに寄り、耳打ちした。

「厳重な警備を、かいくぐれるとなると。まさか鳳家の仕し業わざ──朱西ですかね？」

　漏もれ聞こえた言葉に、理美はびくりとした。

（朱西様が、まさか。そんな）

　グルザリ・シャーは、力なく首を左右に振る。

　暫く、祥飛は何事か思案する様子で沈ちん黙もくしていたが、おもむろに顔をあげた。

「グルザリ・シャー殿。アーシャの寝室、見せて頂けるか？　手がかりがあるやもしれぬ」

「かまわないけれど、どうしてかな？」

「一つ、可能性があるのだ。それを確かめたい」

　理美は祥飛を、アーシャの室へと導いた。無論、丈鉄、利範、景有もついて来る。改めて室内の様子を見て、その悲ひ惨さんな状態に恐おそろしくなる。

（アーシャ様は、ご無事なのかしら）

　さすがの景有も、眉をひそめた。

「アーシャ姫を攫って利益がありそうなのは、鳳家だけですね。このことで国交交渉がこじれれば、期待したぶんだけ失望も大きくなる。陛下への評価が下がるはずですから」

「いや。それはない。いずれ朱西自ら帝てい位いにつこうとしているなら、西沙国との国交樹立を妨ぼう害がいするのは愚おろかなことだ。朱西は、そのような愚か者ではない」

　断言した祥飛に、利範が険しい目をする。

「朱西をかいかぶりすぎでは？　鳳家についた時点で、奴やつの理性は怪あやしいと俺は見ますが」

「おまえたちは、朱西のことを知らぬ。余は、幼い頃ころから奴とともに過ごした。朱西のことは良く知っているのだ。理美。アーシャの持ちものは把は握あくしているだろう。なくなっているものがないか、確かめよ。おまえの室からも、何かなくなっているかもしれぬ。そちらも確かめよ」

「は、はい」

　なぜそのようなことが必要なのかわからないが、祥飛には考えがあるらしい。焦あせりながらまず、アーシャの室の衣装箱や、小引き出し、宝石箱の中を検あらためていく。そして次に自室に戻もどり、自分の持ちものも確かく認にんした。再び祥飛の前に戻り、意味がわからないままに報告した。

「アーシャ様の室からは、宝石類が全てなくなっています。あとは旅装用の沓くつが。わたしの室からは、襦じゆ裙くんが一式消えています」

　その報告を聞くと祥飛は頷き、利範と景有が、はっとした表情になる。

　丈鉄が、困ったというように眉まゆ尻じりを下げ、

「まさか、とは思いましたがねぇ。やれやれだ」

　と、ぼやくように口にする。悟さとったような四人と違ちがい、理美は意味がわからず焦った。

「何が、まさかなんですか」

　すると景有が肩かたをすくめた。

「ご自分で出て行かれたんだよ、これは。家出だ」

「えっ!?　だって室内がこんなに荒あらされて」

「争ったあとにも見えるが、慌てふためき、荷造りしたあとにも見えないか？」

　利範にそう言われてみれば、確かにそんな気もする。慌てて衣い装しよう箱を引っ搔かき回し、寝台の下に押しこんでいた沓を引きずり出すときに体が燭台に当たり床に落ち、窓まど枠わくによじ登って外へ出るのに、踏ふみ台にした椅子を蹴けった勢いでそれが床に転がり。

「訓記が、水祇洞に何者かが潜んでいた痕こん跡せきがあると言っただろう。アーシャは荷造りして水祇洞へ隠かくれ潜み、自分の不在を知った者たちが騒さわぎ出すのを待っていた可能性がある。騒ぎになれば、捜索の者たちが出入りして門の警備が混乱する。その隙すきに外へ出たかもしれぬ。馬ば鹿か者めが。馬鹿者のわりに、警備をかいくぐり抜ぬけ出す方法を考える利口さは、たちが悪い」

　祥飛が呻うめくと、丈鉄が感心したように言う。

「よくもまあ、家出の可能性に思い当たりましたね。陛下」

「余が、腹を立てさせたゆえな。しかもあの跳はねっ返りぶりを、二度も目まの当たりにしていれば、やりかねぬと思った」

「しかし、それなら一層危険ですね。何者かに連れ去られたのならば、その何者かが保護者にもなる。しかし一人で抜け出したとなると、姫ひめ君ぎみを守る者は誰だれもいない」

　景有の言葉に、祥飛は表情を引き締めた。

「景有、利範！　どれほど人員を割さいてもかまわぬゆえ、二人が指揮してアーシャを捜さがし出せ。丈鉄、おまえも独自に動け」

　御ぎよ意いと答えて散ろうとする利範、景有、丈鉄に向かって、理美は声をあげた。

「わたしも、ともに参ります！　アーシャ様とは、ここ数日一緒に過ごしてます。お言葉や行動に、アーシャ様がどこへ向かわれたか推測する手がかりがあるかもしれません」

「じゃあ、俺と一緒に来いよ。良いですかね、陛下？」

　丈鉄が確認すると、祥飛は緊張した面おも持もちで頷く。

「頼んだ。一刻も早く見つけねば、西沙国との国交交渉が無に帰する」

　本人が出て行ったとしても、責任は警備を担当していた崑国側にある。彼女が出て行くのを止められなかった責任は、追つい及きゆうされる。

　祥飛に一礼した理美は、丈鉄とともに早足で廏うまやへ向かう。

（早くアーシャ様を見つけてさしあげないと）

　焦りがせりあがってくる。崑国の───祥飛のため以上に、アーシャの身が心配だ。

　──あそこには、わたしやお母様の居場所はないの。

　普ふ段だんは朗ほがらかなアーシャが、強い口調で言っていた言葉を思い出す。

　──いつもいつも、出て行けって言われているみたいな気がする。そんなに蔑さげすむなら出て行かせてくれれば良いのに、それはさせてくれない。

　身の置き場がない切なさ苦しさを、理美はよく知っている。父ちち御み門かどの情けだけで内だい裏りにいた頃は、理美は幼くて気弱で、そこから自分の足で逃げ出そうなどとは考えもつかなかった。けれどアーシャは既すでに十四歳。もう少し幼く無力なら思いとどまり、もう少し大人であれば分別が働くだろう。心が幼いわりに利口で行動力があるから、こんなことになってしまったのかもしれない。

（どうか、アーシャ様。ご無事で）

　祈いのりながら、丈鉄と一いつ緒しよに水すい祇し宮きゆうを出た。




　　　二




「舞まいが役に立つといえば、妓ぎ楼ろうしか思い浮うかばないけどねぇ」

　人の良さそうな農家の夫人は、背で泣く赤子を揺ゆすってあやしながら答えてくれた。アーシャは、ぽんと手を打つ。

「あっ！　そうそう。そんな名前の場所だって聞いたことがある。ありがとう」

　手を振ふって歩き出そうとする彼女の背に、農家の夫人は心配そうに顔をしかめて声をかける。

「あんた。職を選ぶなら、わざわざ妓楼に行かなくてもいいんじゃないかい。あんたくらいの器量なら、保証人さえあれば、どこの貴族の屋や敷しきでも雇やとってくれるよ。慎しん重ちようになりなよ」

「ありがとう。ご親切に」

　明るく答えて農家の戸口から離はなれるアーシャは、丈たけの短い木も綿めんの上じよう衣いに、幅はばの狭せまい袴はかまという、庶しよ民みんの少年の身なりに変わっていた。髪かみは無造作に一つにまとめていた。そんな質素な身なりでも、朗らかな表情とずば抜けた美び貌ぼうは人目をひく。

　水祇宮から安寧の都へ続く道は馬車が通れるように幅広に作られ、右手には緩ゆるやかな川の流れが見える。左手の木立の向こうには民家が点在し、その周囲に畑を作っていた。

　樹上から蟬せみの声がうるさく響ひびき、木々の葉の隙間から射さしてくる太陽は真っ直すぐで眩まぶしい。少し歩くだけで首や背中にしっとり汗あせが滲にじみ、砂すな埃ぼこりが頰ほおにざらついたが、アーシャの気分はこれ以上ないほど晴れやかだ。

　水祇宮を抜け出す前に、理美の室から持ち出した衣装に着き替がえ、崑国貴族の侍じ女じよに見えるように装よそおった。しかしそのまま都に出るのはあまりにも目立つため、近場の農家に出向き、「奉ほう公こう先から辛つらくて逃にげてきた。新たに仕事を見つけるために安寧へ行く。しかし、この衣装では主あるじに見つかる恐れがあるから、動きやすい衣装と交こう換かんしてくれないか」と頼たのんだ。

　後宮の侍女の衣装は絹で、街で売れば良い値になる。農家の夫人は二つ返事だった。

　相手は気がよさそうな人だったので、ついでに「舞が役に立つ仕事はあるだろうか」と、訊きいてみたのだ。教えられた妓楼という単語は、うっすらと聞き覚えがある。崑語の教師は、飲食を供する娯ご楽らくの宿と説明していた。

（叔父おじ様、心配していらっしゃるだろうな。けれど、ごめんなさい。こうすることが、一番叔父様にご迷めい惑わくがかからない方法なのよ）

　グルザリ・シャーとともに崑国へ行けと命じられたときから、密ひそかに計画していたのだ。いよいよ本格的にアーシャを政略の道具にする動きが始まったと悟り、逃げ出すならば今回が最初で最後の機会だと思った。

　昔からずっと、宮きゆう廷ていから逃げ出したかった。

　幼いときには実際逃げ出し、グルザリ・シャーが南小三国へ向かうために乗船した船に、あと一歩で辿たどり着けるところまで行ったこともある。だが結局は見つかり、連れ戻された。

　そのせいか普段アーシャの身の回りの監かん視しは厳しく、逃げ出すことは二度と不可能だった。もし逃げられたとしても、侍女や下働きたちに、恐おそろしい罰ばつが与あたえられるはず。

　監視が厳しい宮廷を離れられる崑国行きは、逃げ出す絶好の機会。

　しかし旅の途と中ちゆうで逃げ出せば、グルザリ・シャーが責任を問われる。そこで崑国内に入り、警備の主体が崑国側に移るのを見計らい逃とう亡ぼうすることにした。そうすればグルザリ・シャーの罪にはならず、崑国側の責任になる。それによって崑国と西沙国の関係がこじれても、アーシャには関係ない。

　崑国に到とう着ちやくすると、安寧の都見物をねだって街の様子を確かめた。護衛の目を盗ぬすみ、装そう飾しよく品店の主人に指輪を渡わたし、崑国で流通する貨か幣へいも手に入れた。西沙国の宮廷育ちの自分が、崑国に馴な染じめるのか多少の不安はある。だが崑語は完かん璧ぺきだし、伯礼も言ったように、崑国人の服装をした西北民族や西沙国出身らしい者も、ちらほら見かけた。彼らは崑国人として振る舞まっており、街の者たちもそれを受け入れている様子だった。

　ただそこまで周到に準備をしても、踏ふみ出す勇気がわずかに足りなかった。しかし祥飛に投げつけられた言葉にかっとして、その悔くやしさと怒いかりが、足りなかった勇気の代わりになった。

「大だい丈じよう夫ぶ。生きていけるわよ」

　自分に言い聞かせるように口に出し、視線をあげて真っ青な空を見て笑った。

（自由だ。自由って、なんて清すが々すがしいんだろう）

　自分の足で一歩一歩踏み出し、何処どこへ行くか、自分の思い一つで決められる。
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　朱西は、宮城の西せい郭かくから東郭へと向かっていた。これと定めた人たちに会い、根回しをするためだ。麒き之の月づきは外交の月と呼ばれるだけあり、内政は滞とどこおりがち。しかし動きが少ない今だからこそ、こうやって宮城内で活動して根回しすることが必要だ。

　麒之月が終わり内政が動き出したときに、それが効いてくる。

（麒之月が終われば、吏り部ぶ尚しよう書しよの人選が一気に加速し、程ほどなく決定する）

　吏部尚書が、親皇こう帝てい派か親鳳家派かによって、勢力は変わってくる。戸こ部ぶ尚書、礼れい部ぶ尚書、工こう部ぶ尚書はあきらかに皇帝派で、兵へい部ぶ尚書、刑けい部ぶ尚書は鳳家派。その点で言えば、今は鳳家派の方が分が悪いが、これで吏部尚書が皇帝派の人間になればさらに鳳家の立場は弱くなる。

（周宰さい相しようが、良い落としどころと考え選ぶ人物。しかし鳳家から見れば、それは鳳家派と思える人物。その人物に周囲の注目が集まるように、官吏たちを誘ゆう導どうしなければ）

　朱西が吏部尚書に最適と考えるのは、一人しかいない。

　吏部尚書候補としてその名はまだ挙がっていないが、誰だれかが「この人はどうか」と言い出せば、皆みなが手を打ち、その手があったかと納なつ得とくするような人物だ。

（特異な存在だからこそ、かえって誰も候補に挙げていないが。あの人以外は考えられない）

　東郭の建物群がなす日ひ陰かげに足を踏み入れたとき、背後から「朱西」と焦あせり呼ぶ声がした。振り返ると、祖父の鳳寧孫が額に汗の玉を浮かべ、陽ひざしの下を駆かけてくる。

　寧孫は既に隠いん居きよの身。宮城まで足を運ぶ用事はないだろうと、訝いぶかしみながら立ち止まり、近づいてくるのを待った。

「お祖じ父い様。如何いかがなされましたか」

「朱西！　これは、まさかそなたの仕し業わざか!?」

　寧孫が朱西の顔の前に突つき出したのは一枚の文ふみ。それは熒惑からの急ぎの文らしく、「西沙国の姫ひめアーシャが、水祇宮から姿を消した。鳳家の謀はかりごとか」と問う内容が書かれていた。

　一読して血の気が引く。

「どうなのだ朱西。そなたの仕業か。いくらなんでも、西沙国の姫に手を出すのは」

　焦る寧孫に文を突き返し、きっぱり言う。

「そのような愚おろかしいこと、いたしません。しかしこれは龍家皇帝だとか鳳家だとかを超こえた、国としての大事でしょう。西沙国の姫君が、崑国が用意した宮きゆう殿でんから消えたとなれば、国交交こう渉しようどころではなくなります。詳しよう細さいを、確かめます」

　寧孫をその場に残し、朱西は馬車で水祇宮への道を急いだ。

　水祇宮には、おそらく接待役の利範と景有が顔を揃そろえているはず。祥飛もいるかもしれない。

（まず事情を探さぐらねば。西沙国との国交樹立は、成さねばならない）

　龍家皇帝の御み世よだろうが、鳳家皇帝の御世だろうが、西沙国との良好な関係が崑国を潤うるおすのは同じだ。

　暑い盛さかりなので、馬車の窓を開けて風を入れていた。そこからふと前方に目をやると、男女、二人乗りでやって来る馬があった。手た綱づなを握にぎる男の顔を認め、朱西は御ぎよ者しやに止まるように命じた。窓から身を乗り出し、馬の手綱を握る男を呼んだ。

「丈鉄！」

　馬を操あやつるのは丈鉄、同乗者は理美だ。朱西の姿を認め、理美が警けい戒かいするように顔色を変えた。

「鳳家ご当主じゃないか。俺ごときにお声がけ頂くとは光栄だな。何か用か？」

　馬車の脇わきまで進んで、丈鉄は手綱を引いて馬を止めると冗じよう談だんめかした挨あい拶さつを寄こす。それに付き合っている暇ひまはなかったので、単刀直入に問う。

「水すい祇し宮きゆうから、アーシャ様が姿を消したと聞いて来た」

　丈鉄と理美、同時に表情が強こわ張ばる。

「誤ご魔ま化かしは時間の無む駄だだ。知らせてくれた者があるが、それが誰かは問うな。ただ事実なら、ゆゆしき事態だ。隠かくしおおせるものでもない。どうなんだ、丈鉄」

　諦あきらめたように溜ため息いきをつき、丈鉄は口を開く。

「本当だ。どうやらアーシャ様が、自ら出て行ったらしい」

「自ら？　なぜ」

「さあ。理由は定さだかじゃないが、間ま違ちがいない。しかしグルザリ・シャーに向かって、『おまえのところの姫様は、勝手に出て行きやがった』と言えば、責任転てん嫁かと取られかねないからな。戸部尚書、礼部尚書の指揮の下もとに、水祇宮周囲から円形に範はん囲いを広げての捜そう索さくが始まってる。俺と理美は、思い当たる場所を選んで当たるつもりだ」

「朱西様。お願いです。一いつ緒しよにアーシャ様を捜さがしてくださいませんか」

　今まで沈ちん黙もくしていた理美が、何かを覚かく悟ごしたように口を開く。

「朱西様は、丈鉄様とわたしが行方ゆくえ知れずになったとき、捜し当ててくださいました。わたしは、アーシャ様とずっとご一緒してました。わたしが知っていることの中に、アーシャ様がどこへ向かわれるか予測する手がかりがあると思うんです。でもその手がかりを、わたしは生かしきれません。どこをどう当たれば良いのか、わかりません」

　誰の目もない暗くら闇やみの中ならいざ知らず、理美と接せつ触しよくするのはなるべく避さけたい。

（しかし、背に腹は代えられない。もしアーシャ様が一人で出て行ったとしたら、一刻を争う事態だ。迷う暇も惜おしい）

　腹を決め朱西は馬車の戸を開き、理美に向かって手を差し出す。

「わかりました。今は麒之月であり、陛下と互たがいに友好的に過ごすと約束もしました。こちらにお乗りなさい、理美。力を貸しましょう」

「ありがとうございます」

　朱西の手を取ると、理美は馬車へと乗り移った。

「丈鉄も、馬でついて来い。とりあえず安寧へ向かう」

「安寧へ？　どうしてだ」

「初めて訪おとずれた異国の地で、女一人、荒こう野やに向かって歩く勇気はないはずだ。向かうなら賑にぎやかな場所。安寧だ」
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　馬車が走り出すと、理美はアーシャが水祇宮を抜ぬけ出した状じよう況きようを語った。朱西は、面めん倒どうなことをしてくれたと言いたげな顔をしていたが、聞き終わると深く頷うなずく。

「事情はあらかた理解しました。自らの意思で出しゆつ奔ぽんしたのに間違いないでしょうが、アーシャ様は水祇宮に滞たい在ざいされている間、どこかへ出かけましたか」

「今日は後宮に。昨日は、安寧の見物に。それだけです」

「見物したのは、安寧のどの辺りかわかりますか？」

「大路を少し入ったところにある、立派な茶さ楼ろうが建ち並ぶ辺りでした」

「東中区あたりですね」

　確かく認にんすると朱西は馬車の天てん井じようを叩たたいて御者に合図し、「東中区へ向かってください」と告げた。丈鉄は馬車の少し後を馬でついて来ていた。

「もし外部に頼たよれる場所を作るとすれば、昨日の都見物のおりに、密ひそかに段取りをした可能性があります。もしそうでなくとも、不安なとき、足は自然と見知った方向に向かうものです」

「力を貸して頂いて、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、朱西は首を横に振ふる。

「これは崑国の将来に関かかわることで、鳳家にとっても将来大きな損失となる可能性があるからです。それだけです。俺は、鳳家当主。陛下やあなたのために、動くつもりはありません」

　釘くぎを刺さされると、今、自分たちがどんな立場にいるのかを再認識する。ただ馬車は狭せまく、膝ひざと膝が触ふれ合いそうなほどに距きよ離りが近い。そのことに緊きん張ちようする。理美の緊張を感じ取ったのか、朱西は窓の外へ視線をそらす。

「そんなに怯おびえなくても、触れたりしません」

　俯うつむいて、理美は自分に言い聞かせた。

（気を抜いては駄目。朱西様は、敵。それを忘れてはいけない）

　今はこうやって力を貸してくれるが、麒き之の月づきが終われば容よう赦しやなく祥飛を追い詰つめる策を巡めぐらすに違いないのだ。

（朱西様の巡らす策を、陛下は打ち破っていかなければならない。朱西様は、絶対に手を抜いたりしないから）

　暫しばらく無言で馬車に揺ゆられていると、安寧の街中へ入った。朱西は馬車を降り、丈鉄と理美を伴ともなって、昨日西沙国の一行が休きゆう憩けい場所として利用した茶楼へと向かう。

　茶楼の主人と話をすると、主人はアーシャの顔をよく覚えていた。しかしあれ以降、彼女がここに顔を出したことはないらしい。念のため茶楼の内部を捜したが、姿はない。

　次に朱西は、アーシャが歩いた道順と立ち止まって覗のぞいた店を、理美の記き憶おくにある限り正確に案内してくれと頼たのんだ。アーシャと会話した店主たちの記憶の中に、手がかりがないかと考えたらしい。

　アーシャが足を止めた店はほとんど覚えていたので、一いつ軒けん一軒店主に声をかけた。

　店主たちは西沙国の美しい姫君のことをよく覚えていたが、たいがい「これは何か」と商品について説明を求められたり、「儲もうかるのか？」と問われたり、当たり障さわりのない質問ばかりを受けていた。何の収しゆう穫かくもなく時間は過ぎ、暑さと焦あせりで、理美の疲ひ労ろう感かんはかなりのものだった。しかし朱西と丈鉄は汗あせを滲にじませながらも、先へ先へと進んでいくので、理美も気力だけで、彼らとともに歩いた。

「ああ、西沙国の綺き麗れいなお姫様ね。儲けさせてもらったよ」

　尋たずね歩いて十何軒目かだった。笄こうがいや腕うで輪わをあつかう装そう飾しよく品店の店主にアーシャのことを問うと、そう答えた。今までの店主たちと違う反応に、理美は飛びあがりそうだった。しかし朱西は冷静に、「何が儲かったんですか」と訊きく。

「あのお姫様、身につけてた西沙国の指輪を買い取ってくれと言ったんだよ。べらぼうに高価な品だったもんでね、手持ちの金じゃ買い取りきれないと言ったら、手持ちにあるだけの金でいいからと……なんだね。あんたたち、お役人かね。わたしが不当に儲けたと、言いたいのかね。あれはお姫ひめ様の方から言い出したんだ」

　焦る店主を、理美は慌あわてて宥なだめた。

「違うんです。その姫ひめ君ぎみに頼まれて、探しものをしているだけなんです。わたしは姫君付きの世話係で」

「あんた。そういや。顔を見たような気がするな」

　逃にげ出しそうに腰こしが引けていた店主は、ほっとしたらしい。

「そのとき、その方は他ほかに何か言ったり、訊いたりしませんでしたか？」

　すかさず問う朱西に、店主は低い天井を見上げて、「そうさなぁ」と暫しばし考え口を開く。

「おお、そうだ。崑国では舞まいが上手うまいと、職にありつけるかと問われたな。そりゃ、ありつけますよと答えたら、そういう人は何処どこで働くのかと訊かれて困ったよ。お姫様に向かって妓ぎ楼ろうですよとは、ちょっと言いにくくてね。そしたら護衛の武人の方が近寄ってきたから、お姫様は離はなれて行っちまったけど」

　理美と朱西、丈鉄は、三人で顔を見合わせた。

「まさか……」

　思わず漏もれた理美の声に、朱西は頷く。

「可能性は高いでしょう。闇雲に出奔するだけではなく、仕事を得ようとしているのは、市し井せいで生きる覚悟の表れでしょうから、ある意味ご立派です。それだけ本気なのですね。物もの怖おじしないあの方なら、水祇宮の下働きや、出奔して出会った人たちに、舞が上手いと何処で働けるのかと当然訊くでしょう。アーシャ様は、妓楼へ向かった可能性があります」

（妓楼）

　焦りが、さらに大きくなった。




　　　三




「妓楼が集まっているのは、西中区です。俺たちも行きましょう」

　朱西に促うながされ、三人とも早足で歩き出す。丈鉄が呆あきれ顔で言う。

「さすがお姫様。周しゆう到とうなようで、大切なとこで抜けてやがる。よりによって妓楼か」

　朱西が丈鉄を振ふり返る。

「丈鉄。水すい祇し宮きゆうへ戻もどり、陛下と尚しよう書しよ方に、アーシャ様が妓楼に向かった可能性があると伝えてくれ。衛え士じを貸して欲しいと願い、彼らを連れて西中区へ来い。西中区の通りのどこかで待っているから、落ち合おう。それまでにアーシャ様がいる妓楼を、特定しておく」

「そりゃ、かまわんが。妓楼にいる根こん拠きよを問われたら、おまえのことを言っていいのか？」

「俺の名を出すと、かえって信用されないだろう。理美とおまえの二人で見当を付けたと言えばいい。何事か起こる前にアーシャ様を見つけなければ、取り返しがつかなくなる。俺と理美が妓楼を当たる。急いでくれ」

「承知した」

　丈鉄が人ひと混ごみをかき分けて駆かけ出すと、朱西は「失礼」と断って理美の手首を握にぎった。どきりとしたが、朱西はあくまで淡たん々たんとしていた。

「急ぎますので、このままあなたを妓楼へ伴うことになりますが、勘かん弁べんしてください。ただ妓楼街で女性は、昼間でも用心が必要ですから。こうやって手を引かせてもらいます」

　朱西に手を引かれ、小走りに西へ向かう。

（アーシャ様に、何事も起こっていませんように）

　走りながらも、不安と焦りは大きくなる。

　妓楼が集まる昼間の西中区は、夜に栄える街だけあって東中区に比べ人通りが少ない。足を踏ふみ入れると別段爛ただれた気配はなく、道行く人たちもごく普ふ通つうの身なり。七十軒ばかりの妓楼がひしめいていたが、低いもので二層、高いものでは四層にもなり、柱や高こう欄らん、窓まど枠わくや戸なども彩さい色しきされ、華はなやか。道に面した一階部分にはどの建物にも格こう子し窓がある。妓楼によって四角だったり円形だったり様々だが、格子の色だけは濃こい紅色で統一されていた。それが妓楼の目印で、妓楼のことを庶しよ民みんは紅こう窓そうと呼んだりするらしい。

「朱西様。これから、どうすれば」

　建ち並ぶ妓楼を見上げつつ朱西がようやく立ち止まったので、理美はあがる息を整える。

「妓楼の主あるじや男衆に声をかけても、警けい戒かいされて本当のことは教えてもらえないでしょう。知り合いのやり手に訊きます。彼女たちなら情報も早い」

「やり手？」

「妓楼に来た客の好みを訊き、好みに合った妓女を世話する老女です。各おの々おの妓楼に所属していますが、どこの妓楼にどんな女が入ったか情報を共有し、客の好みによって、互たがいの妓楼で客を譲ゆずり合ったりしますから」

「よく、ご存じなんですね。まさか……頻ひん繁ぱんに」

　妓楼の事情に精通しているのが意外で思わず口にすると、朱西は顔をしかめた。

「食しき学がく研究の一いつ環かんで性欲を増す食材を調べたと、以前言いましたよね。そのときに、やり手の皆みなさんに協力を仰あおいだだけです。佳か生おを教えてくれたのも彼女たちです。こちらの妓楼にやり手の古株がいます。行きましょう」

　四層になったひときわ大きな妓楼へと、朱西に手を引かれて踏みこむ。

　妓楼の正面出入り口は広く取られており、薄うす布ぬのののれんが掛かけてある。それを潜くぐると石いし敷じきの広い空間で、卓たく子しや椅い子すが並ぶ。装飾は派手だが茶さ楼ろうのような佇たたずまい。ただ、ひどく甘い香かおりが漂ただよっていた。焚たかれている香こうが、胸焼けするほどに甘ったるいのだ。人の姿はない。

　奥にある大階段から足音軽く、とことこと一人の少女が下りてきた。彼女は理美と朱西を認めると目を丸くした。朱西はその子に「賀が香こうさんはいますか」と声をかけた。彼女は「すこしお待ちを」と言うと階段を引き返していった。程ほどなく、灰色の深しん衣いを身につけた老女が下りてきた。朱西の姿を見ると、「おや」と言って、次に理美に目をやり、にやりと嫌いやらしく笑う。

　二人の前まで来ると、深々と礼をとる。

「これは食学博士。今日のお運びの御ご用ようの向きは？　女連れということは、室貸しをお望みでしょうか？」

「違ちがいます。おかしな誤解なきように。急ぎ尋ねたいことがあって来ました。今日、西北民族風の若い娘むすめが妓楼に入りませんでしたか？」

「もう噂うわさになりましたか？　それはうちの妓楼じゃないんですよ。けれど手配はできます」

「どこの妓楼ですか!?」

　思わず身を乗り出して理美が問うと、やり手は目を細めた。

「お教えしてもいいですが、わたしにはなんの得もないことで」

　するとすかさず朱西が懐ふところから銭ぜにを取り出し、やり手の手に握らせる。すると彼女は「まあ、こんなことしてくださらなくても」と言いながら、銭をしっかり袂たもとに入れた。

「妓楼の名を教えてください」

「来らい桃おう楼ろうですよ」

「行きましょう！」

　妓楼の名を聞くなり、朱西は理美の手を引いて駆け出す。

　来桃楼は、最初に訪ねた妓楼の三さん軒げん向こうだった。最初の妓楼よりわずかに小さく、三層の建物。造りはほぼ同じ。そこに飛びこむと、広い空間に並んだ卓子の一つに妓女らしき女が座って、ぽかりぽかりと煙管キセルをふかしていた。朱西は足早にその女性に近づくと、懐から財さい布ふを取り出し彼女の前に置く。

「突とつ然ぜん、申し訳ありませんが、お願いがあります。これから一刻、あなたを買わせてください。代金はこれで」

　女は朱西と理美を見上げて、ぷっと噴ふき出す。

「女連れで女を買いに来た男、初めて見たわ。でも、買うなら妓楼を通して」

「個人的に、あなたに頼たのみたいことがあるのです。頼みを聞いてもらえるなら、妓楼を通さず、あなたはこの代金をまるまる受け取れます。小こ遣づかい稼かせぎができます」

　女は財布に手を伸のばし中を検あらためて、ぎょっとした表情になる。その金額に驚おどろき、何をさせられるのかとおののくと同時に、その金を手に入れられる期待感が、その目に揺ゆれる。

「何をすればいいの、あたし」

「こちらの女性の身の安全を守りつつ、西中区の表通りへ出て人を待ってください。その人が来れば、彼女を引き渡わたして仕事は終わり。引き渡すべき相手は、彼女自身が知ってます」

「朱西様？　どういうことですか」

「程なく丈鉄とともに、誰だれかが西中区に派は遣けんされて来ます。それを待ち受け、こちらへ案内してください。あなた一人を盛さかり場の妓楼街に立たせるわけにはいきませんから、この人と一いつ緒しよに待っていなさい」

「朱西様はどうされるんですか」

「俺は楼の中を捜さがし、あの方の身の安全をはかります。一歩遅おくれれば、取り返しがつかない事態になりかねない。それを阻そ止しするのは女性では無理です。俺一人でも心こころ許もとないですが。時間稼ぎにはなりますから」

「まさか、危ないことを」

「いいから、お行きなさい。ぐすぐずしていると間に合いません。あなた、頼みましたよ。彼女にちょっかいを出してくる連中は、追い払はらってください。もし約束を違たがえたら、許しません」

　妓ぎ女じよは迫はく力りよくに押されたように「ええ、わかった」と頷うなずく。それを確かめると、朱西は理美の手を放し、奥の階段を駆けあがっていった。

「朱西様！」

　思わず追いかけようとした理美の手を、妓女が摑つかむ。

「待ってよ。あたしは、あんたを頼まれたんだ。勝手に動かないでおくれ」

「でも」

「何をしようとしているのかわかんないけど、あれは、あんたの男だろう？　自分の男を信じて従いな」

（そうだ。朱西様は、崑国のために）

　朱西の身を案じるあまり、彼の助力を無む駄だにしてはならない。丈鉄が連れてくるはずの助けを、この妓楼まで案内する役目は必要なのだ。

　何事かあれば、崑国と西沙国の関係が壊こわれる。それ以上にきっと、アーシャが傷を受ける。

「わかりました。行きます。お願いします」

　理美は妓女に頭を下げて、連れ立って外へ向かった。
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　アーシャは、周囲に目を走らせ隙すきを狙ねらっていた。

（出入り口から逃にげるのは難しい。相手は二人だし空間が狭せまい。一人をかわしても、もう一人がすぐに手を伸のばしてくる。しかも出入り口の開き方が、わからない。どうすれば）

　自分のうかつさに、アーシャは臍ほぞをかむ。

　舞まいが仕事になるのは妓楼だと聞いた。だから安寧に入ると妓楼を探し歩き、それらが固まっている地区に辿たどり着くと一軒の妓楼へ入った。そこは界かい隈わいで二番目に大きな構えの妓楼。一番大きな妓楼には舞の名手はたくさんいるだろうからと、二番目にしたのだ。上手うまいと自覚があるから、一番では通用しなくとも、二番目くらいであれば通用するだろうという自負もあった。

　店に入り、そこにいた老女に「舞ができるので、雇やとってもらえないか」と声をかけると、彼女は最初びっくりしたような顔をした。しかしすぐに満面の笑えみになり、ちょっとお待ちよと椅子に座らされ、茶と菓か子しを出された。待っていると、店の奥から妓楼の主あるじらしき壮そう年ねんの男と、その男によく似た男──おそらく跡あと取とり息子むすこが、揃そろってやって来た。彼らはにこにこと愛あい想そが良く、「どこから来たのか」「なぜ仕事を探しているのか」と訊きいてきた。

　そこで農家の夫人にしたのと同じ作り話をした。彼らは「身寄りはないのか？」「主に見つかりたくないのだな？」と確かく認にんし、そうだと答えると、顔を見合わせにやりとした。そして雇っても良いと言ったのだ。

　喜ぶアーシャに、彼らは舞を見せてもらおうと言い、楼の二階へと導いた。

　二階に上がると真っ直すぐ通路が通っていて、片側にはずらりと彩さい色しきされた戸が並ぶ。それらを横目に見ながら奥へ奥へと向かうと、突つき当たりは壁かべになっている。そこに描えがかれた孔く雀じやくの目玉を指先で突く。すると、壁の一部が外れて取っ手が現れた。壁が横よこ滑すべりに開く。

　通された室の様子に、アーシャはぎくりとした。とても狭い室で、踊おどれるような空間はない。高い場所に細い切れ込みの窓があるだけで、まるで牢ろう獄ごく。しかも室の中央に大きな寝しん台だいがあるのだ。室に充じゆう満まんするのは、甘ったるい香り。その場に漂う爛ただれた気配に、ぞっとした。

（ここは娼しよう家かだ）

　悟さとったときには遅おそかった。背後から肩かたを摑まれ、アーシャはその手を振ふり払って室の奥へと逃げた。主の背後で息子が、壁に模した出入り口をぴたりと塞ふさぐ。

「ここは、表に出せない商品を囲っておく場所でね。あんた、主の元から逃げてきたなら、暫しばらくここにいてもらった方がいい。誰かが捜しに来るとまずいからね」

　低く笑いを含ふくんだ声で、主人が言う。

　室内には熱気がこもっているのに、汗あせ一つ出なかった。恐おそろしさに全身が冷える。それでもなんとか活路を求め、逃げる道を探さぐる。

「希望どおり、雇ってやると言っているのだがね？　なんだね、その顔は。雇うにしても、どの程度の価値があるか味見し、値付けをしなくてはならんからなぁ」

　主が、にやにやしながら言う。息子の方も、興奮した目をしていた。

（怖こわい）

　獣けもののようだった。こんな目をした男たちを、アーシャは見たことがない。

　震ふるえそうだが、震えたら逃げ出せない。震えを堪こらえようとしたら、かわりに涙なみだが一筋、目め尻じりにつっと流れる。恐ろしいと同時に、自分の愚おろかさが悔くやしい。
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　朱西は妓楼の中を走り、アーシャの姿を捜した。しかし見つからない。出くわしたやり手も、顔見知りだったので、このような少女が来たはずだがと訊いたが、やり手は「知りません」と即そく答とうした。しかしアーシャの特とく徴ちようを告げたとき、一いつ瞬しゆんぎくりとしたやり手の目の色を朱西は見み逃のがさなかった。アーシャが訳ありの少女と感づきながら、あまりの美び貌ぼうに目がくらみ、妓ぎ楼ろうに取り込もうとしているのかもしれない。

（しかし、確認できる場所は全すべて確認した。他ほかに考えられる可能性は、妓楼の外か）

　考え込んで立ちつくしていると、微かすかな悲鳴が聞こえた気がした。はっとして振り返ると、朱西が立つ二階の通路奥に、孔雀を描いた壁がある。

　壁に派手な絵を描き装そう飾しよくするのは妓楼ではよく見るのだが、気になったのは孔雀の目。いやに色が褪あせている。まるでそこばかり頻ひん繁ぱんに、意図的に、触ふれているかのように。まさかと気がつき、壁に駆かけ寄り耳をあてる。中から争うような物音が響ひびく。微かに、少女の悲鳴もする。

（ここだ！　この中）

　朱西は孔雀の目に触れ、その仕し掛かけを探った。程ほどなく壁の一部がずれて、取っ手が飛び出してきた。取っ手に手をかけたとき階下が突然騒さわがしくなる。何事かと動きを止めると、

「捜せ！　ここに居るはずだ！」

　聞き覚えのある鋭するどい声がした。祥飛の声だ。それに驚くと同時に、感心した。

（陛下が衛え士じを引き連れて来たのか!?　御おん自らいらっしゃることで西沙国への誠意を示すとは、よく気がつかれた。しかし俺と顔を合わせると、無用な混乱が起きかねない）

　取っ手をそのままにして、朱西は辺りを見回す。

（アーシャ様がこの中だと、わかりやすく示さなければ）

　装飾として壁にかけられている巨きよ大だいな刺し繡しゆうの毛織物を、力任せに引っ張って剝はがして通路に投げ落とした。ついでに柱の穴に置かれている燭しよく台だいも、二、三個床ゆかに放ほうる。

　直後、幾いくつもの足音が階段を上ってくる。

（理美も丈鉄も、役目を果たした。あとは、あなた様だ。急いでください───陛下！）

　通路のもう一方の突き当たりには、大きな窓が開いていた。窓の外には一階の屋や根ね瓦がわらが見え、それは庭院にわに建つ四阿あずまやの屋根に接しており、上手くすれば地上へ飛び下りられそうだ。

　そこへ向けて走り、窓を乗り越こえ屋根を伝って庭院へ下りる。

　庭院を含めた妓楼の一階は、慌あわて騒ぐ女たちや、何か面めん倒どうなことが起こったと察していち早く逃れようと飛び出す男たちが右往左往していた。騒ぎに乗じ、銭ぜに箱ばこの中身を摑み取っていく輩やからもいて、大変な混乱ぶりだ。

　裏口から回って妓楼の外へ出た朱西は、路地から表通りを覗のぞく。

　そこも混乱ぶりは妓楼の内側と大差なく、妓楼から飛び出す連中と野や次じ馬うまと、騒ぎに乗じて何かをかすめ取れないかと狙う近きん隣りんの妓楼で働く下働きたちまでが入り乱れている。

　衛士たちは、野次馬や混乱する連中が、来桃楼に潜もぐりこまないように押しとどめるのに必死。

　なるべく人目につきたくない朱西は、衛士たちの目を避さけこの場から去れないかと、通りを見回す。そのとき、向かいの妓楼の前に立つ理美の姿が目に入った。ぎょっとした。

（理美、そこは駄だ目めです！）

　人目を気にしている場合ではない。朱西は路地から飛び出し、入り乱れる人をかきわけ走る。

「理美！」

　混乱の中で声が届くかは怪あやしかったが、それでも大声で叫さけぶ。

「そこから離はなれて、衛士たちの所へ行きなさい！　早く！」
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　妓楼の女とじりじりしながら理美が待っていると、街路の向こうに砂すな埃ぼこりが立っているのが見えた。砂埃は範はん囲いを広げ、見る間に近づく。それは騎き馬ばの集団が立てる、馬の蹄ひづめで蹴け上あげられたための砂埃だ。騎馬の数は五十をくだらない。先頭に丈鉄の姿があり、並んで黒葦あし毛げの馬に跨またがった祥飛の姿があった。許訓記の顔も見える。

「陛下！」

　近づいてきた一団に向かって、理美は声をあげた。すると一いつ緒しよにいた女はぎょっとし、畏おそれをなしたようで、じりじりと路地の方へと後あと退ずさっていく。

「あんた何者？　陛下って」

「一緒に来てください。お礼を」

「嫌いやだよ。面倒なことに関かかわりたくないよ。金は充分もらったんだ。じゃあね！」

　女は一目散に路地に駆け込んでしまった。それを追ってなだめすかし、充分な礼をする時間はない。心の中で感謝の言葉を述べるにとどめ、急いで騎馬の一団へ駆け寄った。

　丈鉄と祥飛がいち早く気づき、手た綱づなを引いて馬を止めた。

「お急ぎください。アーシャ様は来桃楼にいます」

「でかしたぞ、理美！　おまえは待っていろ。皆みな、急げ！」

　祥飛の命令一下、また馬が走り出す。理美は砂埃にむせながら、騎馬の一団を追った。

　理美が来桃楼に到とう着ちやくしたときには、下馬した祥飛を先頭に、丈鉄と衛士たちは既すでに妓楼へと踏ふみこんでいた。妓楼の周辺は大変な混乱ぶりだった。祭りの最中に火薬玉が爆ばく発はつでもしたような騒ぎで、祥飛が駆け込んだ妓楼の中では悲鳴すら響いている。祥飛が連れてきた衛士たちはその場を押さえようと、混乱のまっただ中にいる。

　騒ぎにひるんだ理美は、せめて人に突つき倒たおされないようにしようと焦あせり、道を挟はさんだ向かい側の妓楼前に立った。アーシャの無事を祈いのりながら来桃楼を見上げたそのとき、

「理美！」

　朱西の声が聞こえた気がした。

（朱西様？）

　姿を求めて背せ伸のびして周囲を見回していると、背にしていた妓楼の中から伸びてきた腕うでが、理美の首に巻きついた。驚おどろいて声が出そうになったが、その口は首に絡からむのとは反対の掌てのひらで塞がれる。何が起こったかわからず頭が真っ白なまま、妓楼の中へと引きずり込まれた。
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「捜さがせ！　ここに居るはずだ！」

　剣けんを振るって衛士たちに命令を下した祥飛は、不安と焦りで奥歯を嚙かみしめていた。

（よりによって妓楼か。馬ば鹿かにも程がある）

　利範と景有が指揮する捜そう索さく隊は、水すい祇し宮きゆう近隣の農家にアーシャらしき少女が現れたのを確かく認にんしたが、そこから先の足取りを摑つかむのに手間取っていた。

　じわじわと捜索範囲を広げる、遺い漏ろうのない慎しん重ちような捜索は、確実だが時間がかかる。

　祥飛は、心配の余り言葉少なになったグルザリ・シャーとともに、苛いら々いらしながら待っていた。そこへ丈鉄が駆け込んできて、アーシャが安寧の妓楼に居る可能性が高いと知らせた。その報告を聞くや、祥飛は剣を携たずさえ衛士を引き連れ、丈鉄とともに自ら安寧へと馬を走らせた。

　皇こう帝てい自ら出向くことに意味があった。崑国側は、ここまで力を尽つくしたのだと強調することができるからだ。

　混乱し、きゃあきゃあと騒いで室から飛び出し逃にげ惑まどう妓女を横目に、祥飛は丈鉄と数名の衛士を引き連れて二階へ上がった。通路の最さい奥おうが、派手に荒あらされている。駆け寄ってみると争ったあとのようにも見え、そして壁かべには不自然な取っ手が飛び出していた。微かに悲鳴が聞こえた気がして壁に耳をあてると、確かに中から甲かん高だかい悲鳴が聞こえる。

　この壁の向こうに室がある。しかも壁は土蔵のように分厚く、音を遮しや断だんする造りになっているようだ。急いで取っ手を握にぎると、壁が戸のように横よこ滑すべりした。

　途と端たんに、悲鳴が鮮せん明めいに響く。薄うす暗ぐらい室の中央に大きな寝しん台だいがあり、その上で、粗そ末まつな少年の身なりをしたアーシャが身を縮めて震ふるえていた。寝台の傍かたわらには男が一人。さらにもう一人中年男が、アーシャを寝台の上で追い詰つめている。男は今まさに腕を伸ばし、彼女に触れようとしている。これから何をするつもりか明白な、賤いやしく悍おぞましい様に、一気に怒いかりが燃えた。

「丈鉄！」

　呼ぶと同時に剣を抜ぬいて中へ飛びこみ、アーシャを追い詰める男の首に刃やいばを突きつけた。

「動くな下げ郎ろう」
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　理美が引っ張りこまれたその場所は、来桃楼の造りとよく似た酒場のように広い空間。乱暴に放り出されて床に倒れこむが、すぐに上体を起こし自分を引きずり込んだ人物を見上げた。見覚えのない男だ。身なりから妓ぎ楼ろうの使用人だと思われた。男からは酒の香かが漂ただよい、目は濁にごっている。

「こりゃ、たまげた。女によ官かんじゃねぇか。なんだって、こんなところにいやがるんだ」

　男が、笑った。その目に不ふ穏おんなものを感じて身がすくむ。震えがくる。

　火事場や戦場では混乱に乗じ、盗ぬすみや、人攫さらいや、乱暴が横行する。この程度の騒さわぎだと、街中であればそこまでの危険はない。しかしここは妓楼街。人の倫りん理りがゆるみがちで、この場所の空気に踊おどらされ、軽けい率そつな行動に出る者は多い。

　男が無言でじりじりと近づいてきたので、理美は震える足に力をこめて踏ん張り、跳はね起き、逃げ出そうと試みた。しかしその肩かたを摑まれ、もう一度床ゆかに引き倒されて悲鳴をあげる。男がそのまま、のしかかってくる。拳こぶしを握ってめちゃくちゃに振ふりまわしたが、両手首をまとめて摑まれ動きを封ふうじられる。男の手が襦じゆ裙くんにかかる。

「誰だれか……！」

　助けを求める声は、恐きよう怖ふのあまり掠かすれていた。のしかかってきた男は「楽しもうや」と言って笑い、歯を見せた。

　そのとき、突とつ然ぜん男が「ぐえっ」というような声を漏もらした。男の襟えり首くびが背後から摑まれていた。襟首を引っ張られ力が入らない男は理美から引き剝はがされて、無様に床に転がった。転がった男と理美の間に、見慣れた背中が立ちはだかる。

（朱西様！）

　朱西は、起き上がろうとする男の胸むなぐらを摑み、男の鼻はな面づらに拳を叩たたきこんだ。男が悲鳴をあげるのも構わず、朱西はさらに二発、同じ場所を容よう赦しやなく殴なぐった。
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　全身が震えて、理美は動けなかった。声も出ない。ただ朱西の横顔を見つめ、涙なみだが溢あふれる。彼の目には怒りが燃え、歯を食いしばっている。朱西のそんな表情を、理美は今まで見たことがなかった。「止やめてくれ」と言う男の腹に、もう一発拳を叩きこむと、男は呻うめいて丸まった。朱西は立ちあがり、足元に蹲うずくまる男に淡たん々たんと告げる。

「失うせろ。本当なら、おまえのような輩やからは許せない。俺が耐たえているうちに去れ」

　男は腹を押さえて、憐あわれっぽく呻きよろけながら立ちあがる。朱西が、それに鞭むち打うつように声を荒あららげた。

「さっさと失せろ！」

　声に弾はじかれ、男はよろめきつつも慌あわてふためき出入り口へ向かい出て行った。

　朱西は男が出て行ったのを認めると、振り返って手を差し出す。

「お立ちなさい。衛え士じに、あなたの身を保護してもらいましょう」

　恐怖に体が縮こまって、手が思うように上がらない。震える手がわずかに前に出ると、朱西の方から手を伸ばし、掌をしっかりと摑んでくれる。彼の手の頼たよりがいのある大きさと温ぬくもりにしがみつくように、ぎゅっと握る。目が合うと、理美はようやく震えながらも声が出せた。

「……ありがとうございます。……すみません。わたし、うかつで」

　立ちあがった理美の足は、まだ力が入らない。しかし、しっかりと握り合った掌の温もりに宥なだめられて、全身の震えは収まりつつある。

（朱西様が……人を殴るなんて。わたしのせいで……）

　危ないところを救われた安あん堵ど感かんと同時に、朱西が躊躇ためらいなく人を殴った姿に衝しよう撃げきを受けてもいた。

「歩けますか？」

　理美の怯おびえがすこし和やわらいだと見て取ったのか、朱西が問う。頷うなずくと、彼はそのまま理美の手を引き表へ出た。混乱するその場を見回し、指さす。

「あそこに許訓記の顔が見えます。彼の所まで走りなさい」

　手を放した朱西に、理美は振り返る。「朱西様」と名を呼んだが、自分が詫わびを言いたいのか、礼を言いたいのか、一いつ緒しよにいて欲しいと言いたいのか、何を言いたいかわからない。

　彼は厳しい目で告げる。

「行きなさい。あなたが訓記の元へ行くまでは見届けます。あなたは俺の敵なのですよ。これ以上あなたに手を貸すつもりもありませんし、いわんや俺の手を煩わずらわせないでください」

（そうだ。わたしは朱西様に、人を殴らせるような真似まねをさせてしまった）

　冷たい言葉よりも、そのことが心に痛かった。

「早く行きなさい。アーシャ様が助け出されたら、あなたは疲つかれ傷ついた姫ひめ君ぎみを労いたわり、安心させる役目があるでしょう」

「ごめんなさい。行きます」

　理美は訓記の元へ走った。恐怖はまだ体の芯しんにこびりついていたから、必死に自分を鼓こ舞ぶして、ともすれば震えそうな膝ひざを気力で抑おさえていた。
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　男がひっと青ざめ、寝台から転げ落ちた。怯えて床の上を尻しりで後あと退ずさる男を祥飛は大おお股またで追い、その眉み間けんに剣を突きつけた。

「動くなと申したぞ」

　祥飛とともに身を低くして室内へ入った丈鉄は、驚おどろき狼狽うろたえるもう一人の男に足あし払ばらいをかけて床に転てん倒とうさせジタバタ暴れるその背中を踏ふみつけ、剣の先せん端たんをぴたりと背骨に当てる。

　アーシャは、寝台の上で身を縮めたまま震えていた。

「どうしますか？　陛下」

　丈鉄が舌なめずりするような表情で問うと、男二人が同時に「陛下？」と呟つぶやき、さらに怯えた目になった。祥飛は怯える男を真っ直すぐ睨にらみつける。

「身元のはっきりしない娘むすめを怪あやしげな室に連れ込んでいるとなると、おそらく普ふ段だんも、まともな商売をしてはいまい。崑国としても、今回のことに誠心誠意対処した証あかしを立てねばならぬ。この二人の首を刎はね、塩しお漬づけにして西沙国へ土産みやげとして持ち帰ってもらう。引っ立てろ、丈鉄」

　恐怖に情けない声をあげる男二人を、室に入って来た衛士たちが取り囲み縄なわをかけた。丈鉄は彼らを指揮し、命いのち乞ごいする男二人を引きずって出る。

　アーシャは、余計なことをしてくれたと言いたげな表情で祥飛を見つめていた。しかし体は小刻みに震え、目からは止めようがないらしく涙が零こぼれ続けている。

（さぞ、怖こわかっただろう）

　彼女の強がりを憐れに感じた。

「怪け我がはないか」

　問うと、アーシャは震える声で言う。

「わたしは、帰りません」

　この状じよう況きようでまだ言うかと、呆あきれる。

「市し井せいで生きる怖さは、味わっただろう」

「怖くても穢けがされても、つらくても。わたしは自由に生きます」

「自由が、それほど良いものだと思うのか？」

　冷たく返すと、興奮しているらしいアーシャはむきになって叫さけんだ。

「西北の血と蔑さげすまれ、宮きゆう殿でんにあるべき血筋じゃないと陰かげ口ぐちを叩たたかれながら、その宮殿に閉じこめられたことのない方には、きっとわかりません！」

　悲鳴のような彼女の言葉に胸をつかれたのは、出会った頃ころの理美の身の置き所がなさそうな、どこか不安げな様子を思い出したからだ。

（この姫もまた、理美のように不安に怯え、哀かなしみ続けたのか？　だから自由にと）

　だが理美とアーシャには、決定的な違ちがいがある。

「しかしそなたには、王族としての責任がある」

「また、責任！　責任ばかり、みんな押しつけてくる！　そんなもの知りません！」

「知らぬではすまぬ。とにかく帰るのだ」

　かつての祥飛も、皇こう帝ていになり力を得たいとばかり思って責任など考えていなかった。しかし皇帝という立場にある者が責任を忘れるのは、どれほど悲ひ惨さんなことか。祥飛を皇帝と認め、仕え、頼ってくれる者たちによって教えられた。

「嫌いやです」

「帰るぞ」

　アーシャの手首を握にぎるが、彼女は弱々しいながらも抵てい抗こうし、祥飛の手を振り払う。

「嫌です、嫌！　責任なんて知りません！」

「馬ば鹿か者！」

　思わず、祥飛はアーシャの頰ほおに平手を食くらわせた。

「責任を知らぬと勝手な真似をして、その結果どうなっているのか見えぬのか!?　グルザリ・シャー殿どのは心配の余り憔しよう悴すいし、崑国の兵は走り回った。尚しよう書しよも、理美も、おまえを捜さがして必死だった。そしておまえがうかつにも関かかわった妓ぎ楼ろうの主あるじたちは、首を刎ねられる！　悪党とはいえ、崑国の民たみの首が二つ飛んでも知らぬと言うのか！」

　打たれた頰に手を当て、アーシャは呆ぼう然ぜんと祥飛を見上げる。怒いかりながらも、祥飛の頭の一部は冷静で、無む垢くな青い瞳ひとみの中にあるものを見つめていた。

（本当に、以前の自分を見ているようだ。何もわかっておらず、ただ周囲の全すべてに苛いら立だつ様子がそっくりだ。だからこそ腹が立つ。だからこそ、間ま違ちがっていると教えたくなるのだ）

　かつての自分と似ているからこそ、手を引いてやらねばならない。彼女は利発ではあるが、心が幼い。導く者が必要だ。

「おとなしく、帰るが良い」

　優やさしく諭さとすと、アーシャは俯うつむき、肩かたを揺ゆらしてひくひく泣き出す。泣きじゃくる少女は大変な美び貌ぼうの主だったが、粗そ末まつな身なりのせいもあるのか、子どものように愛らしく思えた。手を引いて立たせると、彼女は顔を伏ふせて泣きながら、寝しん台だいから下りて歩き出す。

（水すい祇し宮きゆうからここまで歩いてきたのなら、腹も減っているだろう。このじゃじゃ馬にも、水祇宮に帰ったら理美の料理を食わせよう）

　理美の料理を口にすると、祥飛はいつもほっとして穏おだやかな気持ちになれる。腹が満ちれば冷静にもなるし、物事を前向きに考える心の余よ裕ゆうも生まれるもの。

　崑国と西沙国の関係悪化をこれで食い止められると思えば、祥飛もここ数刻の間に強しいられていた焦あせりと緊きん張ちようから解放された。ゆったりと息をつきたい。

（理美の料理が食べたい）

　祥飛はアーシャの手を引いて、妓楼を出た。
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　祥飛に手を引かれながら、アーシャは涙なみだが止まらない。

（自由が欲しい。自由になりたい。なのに……なれない）

　自由を求めた結果、自分がどれほど周囲に迷めい惑わくをかけ、そして自分がどれほど危険にさらされたのか。祥飛に言われるまでもなく、鉛なまりの棒を抱かかえたような重さで感じている。

（わたしはやっぱり、大きな自由なんか求めちゃいけないんだ。踊おどることだけにすがって、それを自由と言い張って、いじましく生きるしかない）

　ずっと心の底ではわかっていた。踊りだけは自分のものと言って、頑かたくなにそこだけは自分の意思を通しても、結局は憐あわれなほどちっぽけな自由。

（わたしは、惨みじめだわ）

　自分は、周囲にうんざりされながら、ちっぽけな自由を守るだけ。

　妓楼の主人たちに押さえつけられたときは、このまま舌を嚙かみ切って死にたいと思った。そのとき助けに現れたのは、西沙国の皇女を行方ゆくえ知れずにした責任を全て被かぶせようとしていた、祥飛その人だった。けれど彼はそのことを責めはせず、グルザリ・シャーの心痛と、部下たちの奔ほん走そう、民の命についてだけ責めた。

　この美しく若い皇帝は、アーシャが最初思っていたほど、悪い人間ではないのかもしれない。

（けれど皇帝だから、皇帝の責任で、わたしを連れ戻もどすんだ。誰だれもわたしを助けてくれない）

　妓楼を出ると、街路には迎むかえの馬車が用意されていた。許訓記の傍かたわらにいた雪理美が、安あん堵どの涙を流しながら駆かけ寄ってきた。




　　　二




　アーシャを馬車に乗せると、理美は周囲に朱西の姿を捜したが見あたらない。

（できれば、朱西様にもう一度お礼とお詫わびを）

　祥飛は既すでに騎き乗じようし、水祇宮へ帰き還かんする号令を発するばかりになっている。騎馬の周囲をうろついている理美を見つけた祥飛が、馬の側そばを通り過ぎようとした理美の肩を馬上から軽く摑つかむ。

「理美」

　その瞬しゆん間かん、理美はびくっと震ふるえて小さく悲鳴をあげ飛び退のいていた。先さき程ほど、男に触ふれられた恐きよう怖ふが蘇よみがえり、怯おびえた目で祥飛を見つめてしまった。祥飛は眉まゆをひそめる。

「どうした。なぜそのように……何か、あったか？」

　気き遣づかわしげな祥飛の言葉に、理美は慌あわてて首を横に振ふった。アーシャのことで手て一いつ杯ぱいの祥飛に心配をかけたくない。自分の怯えを宥なだめるために、無意識に右みぎ掌てのひらを左手で握っていた。すると、朱西が手を握ってくれたときの安堵感が蘇る。朱西の手の感かん触しよくが残っている。

「なんでもありません。少し、……場の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされていて。大だい丈じよう夫ぶです」

　笑え顔がおを作ることができたので、祥飛も安心したらしく「そうか」とほっとした顔をして、「早く馬車に乗れ」と命じた。理美は「はい」と答えつつも、まだ未練がましく視線を泳がせていた。すると丈鉄が馬を寄せてきた。

「理美。どうした」

「丈鉄様。わたし、朱西様に」

　と言いかけると、丈鉄が、しっと鋭するどく言う。

「朱西のことは口にするな。この件で朱西が力を貸したのが陛下に知られたら、まずいだろう。陛下は朱西に未練たらたらなんだ。大喜びして、朱西に対して油断しかねん。朱西はあくまで最後まで、陛下の敵だ」

　理美は、ぎくりとした。

（今、丈鉄様はなんて？　まさか丈鉄様）

「行きな、理美。馬車に乗れ」

「……わかりました」

　馬車に向かっていると、「理美」と呼ぶ祥飛の鋭い声が聞こえた。彼の方へ振り返り、「すぐに乗ります」と慌てて返事をすると彼は鷹おう揚ように頷うなずく。

「早くせよ。水祇宮に帰ったら、おまえに料理を頼たのむ」

「料理ですか？」

　なぜ急にそんなことを言い出すのかと、理美は首を傾かしげる。お腹なかが空すいていれば水祇宮に帰って「何か作れ」と命じても良いのに、わざわざ事前に「頼む」と言うのは、何かしら目的があるように思えた。そこで祥飛の視線が、気遣わしげに馬車に向かっているのに気がつく。

（陛下はアーシャ様に、何か食べさせてさしあげたいんだ）

　自由を求め失敗し、疲つかれ、傷つき、絶望したアーシャを慰なぐさめるものを求めているのだ。

　馬車の中からは、まだしゃくりあげる声が聞こえる。

　彼女は自由を諦あきらめ、責任を果たす人生を歩まねばならない。それを一瞬気の毒に思うが、ふと、そこで違い和わ感かんも覚える。

（そもそもアーシャ様が自由を求めたのは、何のため？）

　彼女はただ単純に、気ままに生きたいから自由を求めたのではない。物心ついたときから、疎そ外がい感ばかりを味わう宮きゆう殿でんに閉じこめられていたからだ。彼女は自分の居るべき場所を求めて、自由になりたがっている。理美も和国の内だい裏りで、そうだったように。

（でも、わたしとアーシャ様では、決定的に違うことがある。わたしには何もなかった。責任なんてなかった。けれどアーシャ様には責任がある）

　理美には責任がなかった。しかし美味うましの宮みやという責任が生まれて、そこに居場所を見つけたのだ。ということは───。

（アーシャ様は、今の場所で居場所を見つけられる。それに、気がつきさえすれば）







　水祇宮に戻ると、理美はアーシャの沐もく浴よくと着き替がえの手伝いをして、もとの美しい姫ひめ君ぎみの姿に戻した。アーシャの憔しよう悴すいは激しく、理美があれこれ話しかけてもほとんど頷くだけだった。

　身なりを整えたアーシャは、グルザリ・シャーの居室まで出向いた。そこには祥飛もいた。

「君は、自分が何をしでかしたのかわかっているのかい？　アーシャ」

　淡たん々たんと問うグルザリ・シャーの声は、怒おこっていないだけに怖こわかった。理美もアーシャの背後に控ひかえつつ、彼の静かな怒りと失望を、ひしひしと感じた。

「……申し訳ありませんでした。叔父おじ様」

　消え入りそうな声で、アーシャは俯く。

「詫びを言うのは、わたしに対してではないはずだよ。君が迷惑をかけたのは、崑国皇こう帝てい陛下だ。陛下が寛かん容ような方でなかったら、我われ々われは即そつ刻こく崑国から叩たたき出されているはず」

　胸の前で握にぎり合わせているアーシャの手が震えた。今にも泣きそうだ。それを見て取った祥飛が、鷹揚に手をあげる。

「もう、よい。グルザリ・シャー殿どの。事は終わったのだ。尚しよう書しよたちにも衛え士じたちにも、充じゆう分ぶんな労ねぎらいはした。余は謝罪も求めぬし、そこまで大事とも思っていない。とにかくアーシャ姫が無事だったからな」

　偽いつわりのないさらりとした言葉に、グルザリ・シャーは感じ入ったように沈ちん黙もくし、暫しばらくすると、

「やはり、あなた様のありようは大きい。ありがとうございます。陛下」

　と、西沙国式の礼をとって深く頭を下げた。そして悄しよう然ぜんと項うな垂だれるアーシャに、「下がって休みなさい」と、優やさしく言う。彼女がどれほど反省しているかわかったらしく、目には労いたわりがあったが、そんなものではアーシャの自己嫌けん悪おは拭ぬぐえないらしく表情は変わらなかった。

　室に戻っても、アーシャは長なが椅い子すに伏ふせ、動かない。

　理美は長椅子の傍らに膝ひざをつく。

「アーシャ様。お腹が空いていらっしゃいますよね？　何か食べ物をお持ちします」

　金とも銀ともつかない、絹糸のようにうねる髪かみ。その頭を優しく撫なでると、彼女は嫌いや々いやするように、顔を伏せたまま首を横に振る。

「そう仰おつしやらず。食べれば気分も落ち着きますから。お待ちください」

　理美は厨ちゆう房ぼうへ向かった。まだ夕ゆう餉げの準備には早いらしく厨房は閑かん散さんとしていたが、材料だけはふんだんにあった。今は西沙国の料理人シュリも厨房に立つので、西沙国の香こう辛しん料りようも自由に使えるように並べられている。

　ただ一人になると、安寧での混乱で遭そう遇ぐうした恐怖が蘇り、ぞっとして、厭いとわしさとも恐怖ともつかないものが体の芯しんを歪ゆがめるような嫌な動どう揺ようを起こさせる。

（落ち着かなきゃ……。ここは、もう、安全なんだから）

　そう思って、右掌を左手で握る。朱西の温ぬくもりを思い出し、徐じよ々じよに恐怖心が薄うすらぐ。朱西の手が触れていたその感触が心強さになる。強い意志を持つ彼の手を通し、理美にも強さと、清らかな何かが流れ込み、恐怖や厭わしさは浄じよう化かされるのかもしれない。

（……うん。大丈夫。わたしは作れる）

　己おのれに対して頷き、理美は手をそっと放す。

（何を作ろう）

　思案しながら袂たもとを結ゆわえていると、「理美」と、厨房の出入り口で祥飛の声がした。

「陛下。厨房へおみえになるなんて、どうされましたか？」

「料理せよと命じたのは、余だ。そなたも疲れているときに、悪い。しかしあのじゃじゃ馬に、おまえの料理を食べさせれば、少しは気が晴れるだろうと思ったのだ。作ってくれるか？　そしてアーシャのもとへ届けよ。許可は先程、グルザリ・シャー殿から頂いた」

　祥飛のアーシャへの意外な気遣いに、理美は心が温かくなる。彼は、かつての自分とアーシャが似ているから苛いら々いらすると言っていたが、似ているからこそ、放ほうっておけないのだろう。そんな思いが生まれることこそ、彼の成長の証あかしだ。

「喜んで作ります。でも作るのに時間がかかるので、その間アーシャ様は一人になってしまいます。しかも、できあがった料理を食べるときも一人じゃ、美味おいしくないです。誰だれかと食べれば、食事は倍、美味しくなりますから。なので陛下、お願いしても良いですか？　料理を、さらに美味しく味わってもらうために助けて頂きたいんです。今からアーシャ様の室へ行き、アーシャ様とお話でもしてください。そして料理ができたら、一いつ緒しよに召めし上がってください」

　祥飛は眉をひそめた。

「あれほど落ちこんでいる面めん倒どうな状態のじゃじゃ馬と、二人で室にいろと？」

「そのかわり、わたしは陛下にもご満足頂けるような、美味しい料理をお持ちします」

　祥飛の腹が、小さく鳴った。きっと彼も緊きん張ちようから解放され空腹を感じているのだ。理美の料理は魅み力りよくだったらしく、渋しぶ々しぶながら祥飛は頷く。

「わかった。しかし、余だけでは間が持たぬゆえ、五ご龍りゆうとともに行きたい。珍めずらしい鼠ねずみということにして、間を持たせる」

「珠ちゃんはわたしの室にいますから、陛下がお呼びになれば、一緒に行ってくれると思います。陛下と一緒に暫く遊んだら、美味しい料理が出てくるよって、言ってください」

　近ちか頃ごろ、珠ちゃんは祥飛に懐なついている。理美が同じ水すい祇し宮きゆう内にいるので、安心して祥飛に抱だかれてアーシャの室まで行ってくれるだろう。

　厨房から祥飛が出て行くと、理美は竈かまどに火を入れ、かきたてながら考えを巡めぐらす。

（アーシャ様の気持ちを宥なだめるのには、食しき学がく的に気持ちを落ち着ける作用のある湯タンを饗きようするのは効果があるかもしれない。けれど、きっとそれだけじゃ足りない。アーシャ様に、自由というのは本当はどういうことなのか、知ってもらえれば）

　自由というものの本質を悟さとれば、アーシャは自らの心を宥められるはず。

　しかし───それをどう悟ってもらえば良いのか。

（自由。己の、意のままに。好きなように）

　幾いくつか頭の中に言葉を浮うかべ、閃ひらめく。

（そうか！　自由に食べてもらえばいい）
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　賢かしこく、冷静で、祥飛に臣下の礼をとる四し夫ふ人じんとも違ちがう。

　ましてや、ふんわりと祥飛を包み込むような、理美の存在とも違う。

　アーシャは利発なくせに、一面は救いがたいほど馬ば鹿かで、なおかつその馬鹿な部分も、祥飛には理解できてしまうという面倒さ。だからこそ「知らぬ」と徹てつ底てい的に無視することもできず、お節せつ介かいにも、料理など食わせてやったらどうかと思ってしまう。自分が間違えかけたところを教え、正しい場所へ戻もどしてやりたいのは、自分が周囲からそうしてもらったからだ。

　理美の室へ行き五龍を呼ぶと、五龍は欠伸あくびをしながら寝しん台だいの中から這はい出てきた。祥飛の裳もをのろのろと上り、また欠伸をする。西沙国の姫の室へ一緒に行ってくれないかと頼たのむと、不ふ機き嫌げんそうに髭ひげを揺ゆらした。なので理美に言われたように、美味しい料理を饗してやると言ったら、「まあ、いいよ」と言うように祥飛の腕うでの中で大人しく丸まった。

　アーシャの室へ向かい、居室を覗のぞく。アーシャは長椅子に伏せ、ぴくりとも動かない。「アーシャ」と呼ぶと、仰ぎよう天てんしたように身を起こす。祥飛の姿を認めた彼女は何度か瞬まばたきし、うろうろと助けを求めるように周囲に視線を走らせ、誰もいないとわかると俯うつむいた。気弱そうなその様子は、あのじゃじゃ馬ぶりは夢かと思えるほどで、苦く笑しようした。

（強がりが抜ぬけると、芯の部分はこんなものか）

　室に踏ふみこみ、彼女の前に立つ。

「そなたに、珍しい崑国の鼠を見せてやる。美しいぞ」

　五龍は祥飛の腕の中からにょっと首を伸のばし、珍しそうにアーシャを覗きこむ。するとその気配に彼女の方も顔をあげ、五龍とアーシャの目が合った。どちらも、綺き麗れいな青い目をしている。見たことのない生き物を前に、彼女は目を見開く。

「これ、なんですか」

「鼠だ」

「名前は？」

　はてと祥飛は困った。五龍は五龍で、唯ゆい一いつ無二の神しん獣じゆうなのでそれ以外の呼び名などない。他ほかにあるとすれば、理美がつけた名だけ。

「……珠だ」

　不本意ながら答えた。珠ちゃんが、応こたえるようにキュッと鳴く。
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　アーシャは不思議に思いながら、祥飛を見つめていた。

　泣き続けてこのまま体が乾ひ涸からびて小さくなり、自分の存在など消えてしまえば良いと思っていたそのときに、突とつ然ぜん祥飛が現れた。彼が自分の元へ来る目的は叱しつ責せき以外に考えられなかったが、その叱責から逃にげるのは許されないと思った。それだけのことを、自分はしでかしたのだから。けれど充分すぎるほど己の愚おろかさが身に染しみていたから、これからどんなに辛しんらつな言葉を聞かされるか怖こわくて、ただ縮こまったのだ。

　しかし祥飛は突然「珍しい崑国の鼠を見せてやる」と言った。暫く言葉の意味がわからず俯いていたが、彼が前に立つと、何か清すが々すがしい風が吹ふくような気配が頰ほおに触ふれたので顔をあげた。

　銀毛の小さな生き物が、彼の腕の中から青い瞳ひとみでこちらを見ていた。

　美しい獣けものだ。小さいが、鼠という風ふ情ぜいではない。つややかで滑なめらかな毛皮も、そよぐ細い髭も、両耳の間にある小さな突起も、小鳥の爪つめに似た細い前足も、見み惚とれるほど愛らしく美しい。

「これ、なんですか」と思わず問うと祥飛は「鼠だ」としか言わないので、鼠ならば種類があろうと「名前は？」と問うと、彼は「珠だ」と答えた。珠は種類の名というより、祥飛がこの生き物に付けた呼び名だろう。

　祥飛は近くにある椅い子すを引き、長椅子の前に移動させた。それに座ると、膝ひざの上に珠なる生き物を乗せて優やさしく撫なでる。

「美しいと思わぬか？」

　それ以上祥飛は何を言うでもなく、珠を撫で続ける。珠はころころと喉のどを鳴らす。

（この方は、わたしを叱責するために来たのじゃない？　なんのために来たの？）

　戸と惑まどいながら祥飛を見つめていると、祥飛が珠に、

「あの姫ひめが、おまえに触れても良いか？」

　と囁ささやく。珠はちょいと頭をあげ、アーシャを見つめ、それからまた祥飛に視線を戻して小さく頷うなずくように首を振ふった気がした。その仕草にアーシャは目を丸くする。

（この獣は人語を理解するの？　神獣みたい）

「良いそうだ。少し、触れてみるか？」

　アーシャは立ちあがり恐おそる恐る手を伸ばし、銀の毛皮の背中に触れた。珠がぶるっと身を震ふるわせたので驚おどろき、小さく悲鳴をあげて手を引っ込めた。祥飛は誇ほこらしげに、嬉うれしげに微笑ほほえむ。

「どうだ？　良い手て触ざわりであろう」

　珠に触れた指先をもう一方の手で握にぎりしめ、アーシャは頷く。

（この方は、わたしを慰なぐさめにいらしたんだ）

　逃げ出したアーシャが、その罪を崑国に着せようとしていたと祥飛は知っているはず。彼女がどれほど愚かか、充じゆう分ぶんわかっているはず。それでもなぜ慰めてくれるのだろうか。こんな馬鹿な娘むすめに手を差しのべてくれるのは、なぜだろうか。その理由を考える前に、その労いたわりがかえって申し訳なくて、嬉しくて、泣きたくなる。

　瞳が潤うるむアーシャに気がついたのか、祥飛は首を小さく横に振る。

「泣くな。泣く必要はない。もう充分泣いたはずだ。機き嫌げんを直せ。少し待てば、理美が料理を運んでくる。期待して待て。美味うまいものを食わせてやろう」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる強い言葉で、祥飛は告げた。彼は自分を信じる以上に理美を信じているのだと、その言葉でわかった。

（羨うらやましい）

　アーシャは心からそう感じた。誰かから、こんなふうに信頼されたらどれほど誇らしいだろうか。周囲から非難されても、冷たい目で見つめられても、信頼される誇らしさが胸にあれば、自分の心が傷つくことはないはず。誰だれかからの信頼は、自分の心を強くする。
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　下働きの少年にお願いし、家鴨あひるをまるまる一羽用意してもらう。牛や豚ぶたの肉は熟成がすすむと美味くなるが、鶏にわとりや家鴨、鴨かもなどの鳥類は傷いたみが早いので鮮せん度どが重要。絞しめたばかりの家鴨は羽をむしられ、頭と手足と内臓をのぞかれ、理美の元へと運ばれてきた。

「いい家鴨ねぇ」

　肉質の良さに、嬉しくなる。家鴨は本来、鶏よりも小ぶりで脂し肪ぼうが少ないのだが、崑国宮きゆう廷ていでは品種改良された、大ぶりで脂あぶらののった家鴨が使える。

　綺麗に洗った家鴨に丹たん念ねんに湯を流しかけ、余分な臭くさみと脂肪を流し、下味を付ける。その後、家鴨の腹に空気を入れ膨ふくらませると、湯をかけた家鴨の皮は肉との間に隙すき間まが生じぱんぱんに張る。それを鉤かぎに吊つるし、風通しの良いところで乾かわかす。

　これは崑国の伝統料理、烤カオ鴨ヤーを作る下準備。

　家鴨の表面が軽く乾いたところで炉ろに入れ、ゆっくり丸焼きにするのだ。皮はぱりっと香こうばしく焼け、肉は皮の内側で蒸むされて柔やわらかくなる。庶しよ民みんにとっては祝いの席のごちそうだが、貴族の中には特に皮が美味いといって、皮ばかり剝はいで好んで食べる美食家もあると聞く。そういった美食家たちは、薄パオ餅ピンというもっちりした薄うすい皮に、家鴨の皮と、少々の薬味と甘ガン醬ジヤンを一いつ緒しよに包み食す。

　家鴨の皮の食感を良くするために、さらに下処理を加え、乾かん燥そう時間を長くし、肉の鮮度を犠ぎ牲せいにして皮のみを食す家鴨料理も崑国南部では盛さかんらしい。

　炉に火を入れて予熱しながら、石いし室むろから、ありったけの食材を引っ張り出す。

　牛肉、豚肉、鶏とり肉にく、干貝柱、干海老えび、干水母くらげなど十種あまり。野菜籠かごの中からも、青菜、葱ねぎ、瓜うり、大根などの野菜と、生しよう姜がや大にん蒜にく、山さん椒しようなど薬味類。あわせて十種以上。

「肉や干した海産物は、できるだけ素材の味を生かす方法が良いわね。牛肉は塩と香こう辛しん料りようで香ばしく焼いて。豚肉と鶏肉は香ばしく焼くのと、下味を付けて茹ゆでるのと、二種類にしよう」

　材料をより分けながら、段取りを考える。

「干した海産物は、水で戻もどして湯タンで煮にて。ほんのり塩味くらいで」

　乾ひ物ものを水に浸ひたし、肉類には下味を付けた。

　そうしていると家鴨の皮が乾き炉にも熱が回った。家鴨を鉤に吊したまま炉に入れ、焚たき口ぐちの薪まきを数本引っこ抜き、火加減を調整した。

（じっくり焼いて、外はぱりぱり。中は、ふんわり、しっとりさせなきゃ）

　野菜類は、生で食べられるものはそのまま細切り。火を通す必要があるものは、軽く茹でて水気を絞しぼり、あるいは油通しして、こちらも細く刻む。薬味類も同様。種類が多いので、次々とめまぐるしい。

　次に下味を付けた肉類に取りかかる。豚肉と鶏肉の一部は蒸し器に入れて、蒸しあげた。さらに牛肉、豚肉、鶏肉は、それぞれ鉄の鍋なべに油を回し、香ばしく焼き付ける。

　炉からは、ぷつぷつと家鴨の皮が焼ける音と、脂が熱せられる香かおりがし始めた。

　石室に保存してある鶏ズイ湯タンを持ち出し、幾いくつかの鍋に入れ沸ふつ騰とうさせる。そこに軽く塩味を付け、戻した乾物類を、種類ごとに別々の鍋に入れた。乾物によっては、甘醬で味を足したり、葱を入れて風味を足すが、基本はあっさりとした塩味にした。

（選せん択たく肢しを増やさないと）

　さらに、甘醬、辛シン醬ジヤン、豆ドウ醬ジヤンなどの調味料に、辛シン刺ツー油ヨウ、胡ご麻ま油あぶらなどの香こう味み油。そのまま、あるいは混ぜ合わせて、味を調ととのえ、たれを作る。

　それが終わると、炉の中を再び覗のぞく。家鴨の皮はほんのり、きつね色。

「よし、もう少しね」

　それを確かく認にんし、今度は大きな鉢はちを引っ張り出す。そこへ小麦と片かた栗くり粉こ、塩、水を入れ練りあげて生き地じにする。生地をおたまですくいあげ、熱した鉄鍋に掌てのひら大だいの円形に流し込み、薄く広げた。するとすぐに生地の端はしが浮ういてくる。さっと鍋から剝がし、皿に並べる。もっちりとした薄皮を次々に作る。これが薄餅。

　焼き付けた牛肉、豚肉、鶏肉は掌の半分程度の大きさに切る。蒸しあがった豚肉、鶏肉も、同様に。

　薄餅を百枚以上焼き終える頃ころには、厨ちゆう房ぼうの外はすっかり暗くなっていた。

　炉からは、焼き上がりを知らせるように、家鴨の皮がほどよく焦こげた香り。

　家鴨を炉から出すと、皮だけを取り外す。これも他ほかの肉類と同じく、掌の半分程度の大きさに切り分ける。皮を外した肉も同じようにした。

　調理した食材を、食材ごとに皿に盛る。同じ純白の皿に盛り、全すべての食材が均等に見えるように、盛り付ける量も調整した。

　できあがったのは、五種の薬味と、三種のたれ。七種の肉料理。五種の干した海産物料理。さらに十種の野菜。三十皿におよぶ。さらに薄餅を盛った一皿。

　最後に、堅けん魚ぎよ堅けんと海うみ布ふで出汁だしを取り、塩で薄い味付けをしてふんわりと溶とき卵を浮かべる湯タンを作った。

　シュリを探して、料理をアーシャの室へ運びたいと相談すると、彼は下働きの少年たちを引き連れて厨房に来てくれた。そして理美とともに、皿を運ぶ。

「陛下。アーシャ様。お食事をお持ちしました」

　室の前で礼をとり告げる。室の最さい奥おうの長椅子前には椅子が一いつ脚きやく置かれ、そこに祥飛が座って膝に珠ちゃんを抱かかえていた。アーシャは、彼の膝上にいる珠ちゃんを見つめている。

　会話が弾はずんでいるとは言い難がたいが、穏おだやかな空気にほっとする。

　シュリたちの手により、室の中央の卓たく子しに皿が並べられた。シュリたちが下がると、理美は卓子に寄り溶き卵の湯タンを器に注ぎ、二人を招く。

「準備が整いました。陛下、アーシャ様。召めし上がってください」

　祥飛が立ちあがると、珠ちゃんはぴょんと膝ひざから飛び下りて、一目散に理美の所へ駆かけてきて、するすると裳もを上り肩かたに乗り、「寂さびしかったよ」と言わんばかりに、理美の長い髪かみをくるくる体に巻きつけた。

　祥飛が悠ゆう然ぜんと席に着き、アーシャは自信なげな、怯おびえるような気弱な表情で、席に着く。

　彼らの前にはそれぞれ、箸はしと、溶き卵の湯の器。そして空の白い皿が一つ、置いてある。

　卓子の中央には三十と一皿の料理。

（これから饗きようするものが、陛下にとってもアーシャ様にとっても、助けになるように）

　目を閉じ、祈いのりながら、深々と礼をとったとき。

　耳の奥に、姉斎さい宮ぐうの涼すずやかな声が聞こえた気がした。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味うましの宮みやよ。

　ぐらつきがちな体の芯しんがすっと整い、心があるべき場所に落ち着く。

（はい。斎宮様。承知しました）

　目を開き顔をあげた。
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　理美の気配が変わった。それを敏びん感かんに感じ取ったアーシャは、目を見開く。

（顔形が変わったわけじゃない。けれど、違ちがう）

　体の中に眠ねむっていた神聖なものが目覚めたように、身に纏まとう気配が一いつ瞬しゆんにして変わったのだ。

　西沙国には、人に化け身しんしていた神が、時を得て人の前で本ほん性しようを現したという神話がある。その神話を聞く度たびにアーシャは、もくもくと地面から煙けむりが湧わき出し、楽の音を伴ともなって派手派手しく神が出現する様を想像していた。

　しかし。もしかしたら神が姿を現すときというのは、今の理美のように、音もなく風が吹ふき抜ぬけるように、すっとその本性を現すのではないか。

（理美は美味おいしい料理を作る人だと、叔父おじ様もシュリも言っていた）

　ならば彼女は料理を饗する今、食にまつわる神聖な者に変化したのかもしれない。
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　顔をあげ、理美は告げた。

「卓子の中央に、薄餅があります。その薄餅に、具材、薬味、たれを、ご自分のお好きなように包み召し上がってください。自ズー在ザイ包パオと名をつけました」

「理美。あなたも卓子について一緒に食べて。あなたにもすごく、迷めい惑わくかけたのだもの。それなのにわたしだけが、食べるなんて」

　アーシャが焦あせったように言うので、理美は微笑ほほえみ首を横に振ふる。

「いいえ、ご遠えん慮りよ申し上げます。わたしは今、陛下とアーシャ様に食を饗するのがお役目。こちらに控ひかえ、お二人にご満足頂けるように努めます」

「でも」

　とアーシャがさらに躊躇ためらうと、祥飛が「良いのだ」と、遮さえぎる。

「余が理美の饗する料理を望んだから、理美はそうしてくれている」

　目の前にある料理の意図を、祥飛がひとめで見み抜ぬいたとは思えない。しかし理美が饗するものだから、祥飛の望みに叶かなうだろうと信じてくれているからこそ、その言葉が出るのだろう。

（嬉うれしいです。陛下）

　信しん頼らいは何にも代えがたい喜びであり、信頼があるからこそ、それに応こたえる責任があるのだ。

「食すが良い」

　祥飛はアーシャに命じると薄餅に手を伸のばした。アーシャは暫しばらく戸と惑まどう素そ振ぶりだったが、それでも祥飛の動きと、理美が笑え顔がおで頷うなずくのに促うながされて薄餅を手に取った。
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「しかし、さて。何を包むべきなのだ？」

　薄パオ餅ピンを手にしたのはいいが、祥飛は、はたと困ってしまう。

　薬味やたれを合わせると、具材は三十もある。どの食材と、どの薬味と、どのたれを組み合わせるべきか。具材は、一種にすべきか、二種か、三種か、あるいはもっと取り混ぜる方が良いのか。組み合わせが膨ぼう大だいすぎて、見当がつかない。

「お好きなものを、お好きなように。どうぞ」

　にこにこ笑って、理美は無責任とも思える返答をする。

（自分で選べとは、どういうことだ。どう組み合わせれば最も美味うまいのか、選ぶ余地がありすぎてわからぬ。この料理は、美味い料理を饗したと言えるのか？　好きにしろ、とは）

　理美は、続けて言った。

「自由に探せばきっと、ご自分の好みの、美味しい味わいを見つけられます」

　その言葉で、祥飛ははっとした。

（なるほど、そうか。この中にはおそらく、理美の考える最高の組み合わせ、というのがある。美味い料理を饗したには違いないが───それを探せというのか。自由に）

　祥飛は苦く笑しようする。自由とは、なんと厄やつ介かいな言葉かと。

　アーシャは目を輝かがやかせている。

「自由に好きなものを選んで、包むの？　面おも白しろそう」

　ぺしゃんこだったアーシャの気持ちが、本来の冒ぼう険けん好きで好こう奇き心しん旺おう盛せいな根っこを刺し激げきされ、すこし上向いたようだ。箸を手にすると、具材に手を伸ばし薄餅の上へ置いていく。

「この煮に鮑あわび、美味しそう。組み合わせるなら、青菜かしら？　薬味は生しよう姜が？　葱ねぎ？　たれは、何が良いかな」

　うきうきと理美に問うと、理美は微笑みを崩くずさず頷く。

「アーシャ様の自由にして良いのですよ」

「そうね、うん！　自由にしてみるわ」

　アーシャは、柔やわらかく煮た鮑と青菜、生姜、辛シン刺ツー油ヨウのたれを組み合わせ、包むと、二口で食べきった。そしてうんと頷き「美味しいけど、この組み合わせなら、鮑ではなく海老えびの方が合うのかも」と言って、すぐに二枚目の薄餅に手を伸ばす。

　薄餅は小さく薄うすいので、包める具材の量は知れている。女性でも、十個は食べられるはず。

（ただ、ここには三十の皿がある。よく考えたな。どの皿も全く同じ、白。どれかの具材が特別目立つこともない。それゆえに選せん択たくもまた困難になる）

　これが主な食材と明示してあれば、それを中心に据すえ、添そえ物と薬味とたれを見み繕つくろえる。しかし主の食材すら決められていなければ、どれを主にするかという、まずそこだけでも選せん択たく肢しが広がっていく。

　祥飛は茹ゆでた鶏とり肉にくに生姜、葱、甘ガン醬ジヤンを使ったたれを加え、包んで食べた。

「悪くはないが。これならたれは、辛からみのあるものの方が良いかもしれぬな」

　アーシャは既すでに、二包み目の、海老を主としたものを口に入れていた。「うん、美味しい」と言うが、「でも青菜はいらなかったのかしら？」と言いつつ、他ほかの具材に目移りしたらしく、手に取った三枚目の薄餅には、家鴨あひる肉を載のせる。

「野菜を主として、海かい鮮せんのとろみをたれに見立てて組み合わせても、薄味で美味しいですよ」

　理美が、組み合わせのやり方を提案する。アーシャは「そんな考え方もあるわね！」と嬉しげに答え、三包み目の家鴨肉と瓜うりを包んだものをぺろりと平らげ、四枚目の薄餅を手にして、理美の提案通りのものを、組み合わせを考えながらせっせと作っていく。

　祥飛は、二枚目の薄餅に手を伸ばし自分の皿に置き、アーシャを見つめる。
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　アーシャは、楽しくてたまらなかった。

「こんな食べ方は、したことないわ」

　うきうきしながら五枚目の薄餅に手を伸ばすと、祥飛が問う。

「美味いか？」

「ええ。美味しいです」

「では、理美が饗したこの食材で、最もそなたの口に合う、最も美味いというものを、余にもすすめてくれぬか？」

「わかりました！」

　祥飛の提案で、楽しい気分がさらに浮うきたつ。

　五包み、六包み、七包み。その辺りまで様々な組み合わせを試ためしていると、お腹なかが膨ふくれてくる。そろそろ食べるのも限界かと思うのだが、まだ包みさえしていない食材は、半分ほど残っている。手を付けた食材も、組み合わせとなると、試していないのはかなりの数。

　ふと祥飛を見ると、彼は二枚目の薄餅を自分の皿に置き、何かを待つ気配。アーシャがすすめる食材と組み合わせを期待しているのだとわかり、焦った。

（今まで包んでみたものに限って言えば、どんな組み合わせも、美味しいと言えば美味しい。ひどく不味まずくはなかった。でも、じゃあ、どれが一番美味しかったかなんて……）

　二番目に試した海老と青菜と生姜、辛刺油のたれの包みが、今までの中では一番美味しかった気もする。だが、もしかしたらあれは、青菜が不要だったかもしれない。薬味も、生姜よりは葱の方が良かったのだろうか。けれど試していない。

（しかも試していない食材が大半。この中で、どの組み合わせが最もわたしの口に合うか、決められない）

「手が止まっているな？」

　祥飛が淡たん々たんと問う。

「アーシャ。どの組み合わせを、余にすすめる？」
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　問われてアーシャは、困こん惑わくした。

「まだわかりません。待ってもらえれば、決められます」

「いつまで待てば良い？」

「それは……、もう少し」

「果たしてもう少しで、そなたは自分の口に最も合う組み合わせをこの三十皿の中から見つけられるのか？　アーシャ」

　祥飛はそこで言葉を切り、卓たく子しの上に指を滑すべらせ、数字を書くような素振りで動かす。何かを計算しているらしい。

「これら三十皿。たれのみを薄餅に塗ぬりつけ食す方法もあろう。様々な組み合わせがある。例えば、この中の食材二種を組み合わせるにしても、四百三十五通りの組み合わせがある。三種なら、四千六十通り。四種なら二万七千四百五通り。五種なら十四万二千五百六通り」

　その組み合わせの数に、アーシャは目を丸くした。一種だけ包むものから、五種包むものまであわせれば、その可能性は十七万通り以上ある。とても全すべての可能性を試せやしない。

　自分の最も好みに合う組み合わせなど、簡単に見つけられない数値だ。

　それに気がついて、かっとした。

「そんなの、最も自分好みの組み合わせなんて、見つけられるわけない！　陛下はそれをご存じで、そんな意地悪を言ったんですか!?」

　思わず立ちあがるが、祥飛の表情に変化はない。

「そうだ。余は最初から知っていた。しかしそなたは、気がついていなかった。それだけだ」

「それが意地悪だわ」

「では、最初から言えばよかったか？　とんでもない組み合わせの可能性があるゆえ、自ら選ぶのは困難だろうと。幸いここには理美がいるゆえ、彼女がすすめる組み合わせを試してはどうか、と。自由に選べと言われているときに、そなたはそれを制限されて納なつ得とくしたか？」

「それは……」

　きっと反発しただろう。自由に選べるのだから、自由に選ばせて欲しい、と。

　けれど結果はどうだ。一人で試せる回数など限られているし、組み合わせは膨ぼう大だいだ。膨大な可能性がありながら、結局、どの組み合わせが自分の最も好む味になるのか見つけられない。

　祥飛もゆっくりと立ちあがり、卓子の上を指さす。

「ここにあるのは、自由だ。どうであった？　アーシャ。そなたは充じゆう分ぶんに楽しめたか」

　確かに最初は楽しかった。あれも試そう、これも試そうと、うきうきしていた。

　しかし限界がわかると、結局自分が最も好む味すら見つけられないのに気がついた。そして、おしなべてそこそこ美味おいしかったが、この自ズー在ザイ包パオなる料理が、格別に美味しいという実感も得られていない。

「自由、自由と、そなたは言っていたな。しかし自由とは、それほど良いものか？　自由とは、全てにおいて無辺に広がるからこそ、かえって不自由なのだと余は思う。己おのれがここと定める芯しんがなければ、自由の中で確たるものがないまま、ふわふわと浮き、無意味に生きるだけになる」

　三十の皿を見下ろし、格別に美味しい実感もなく満ちた自分のお腹の重みを感じ、ふと泣きたくなった。だだをこねたくなった。

「自在包そのものが、どんな組み合わせをしたって美味しくない料理かもしれないわ」

「いいえ」

　理美が即そく座ざに答えた。

「わたしは陛下に、美味しいものを饗きようすと約束しました。ですから、わたしの責任において、この中で適切な組み合わせを適切な配分で行えば、美味しい自在包になります」

　理美は卓子に近づき薄パオ餅ピンに手を伸のばし、箸はしを手にした。薄餅の上に迷いなく、具材を載のせて包む。別の食材の組み合わせで二包み目も作ると、白い取り皿の上に載せ、アーシャの前へと置く。

「これが、わたしの責任で作る自在包です。どうぞ、お試しください」

　小さな二つの自在包を見下ろし、アーシャは一つ目をつまんで口に入れた。

（これだわ！）

　アーシャがもう少し組み合わせを考えれば美味しくなるのではと思っていた、海老えびを包んだ自在包に似た味。しかし海老と一いつ緒しよに水母くらげを包み、なおかつあっさりとした瓜うりを加え、味は胡ご麻ま油あぶらを主として酢すをきかせた、爽さわやかながら、こくのあるたれでまとめられている。

　さっぱりしていながらこくもあり、海老の風味と水母の食感が合わさって絶ぜつ妙みよう。

（そう、こんな味が欲しかった。歯ごたえと、組み合わせ）

　それを吞のみこむと、二つ目の自在包を口にする。

　嚙かんだ瞬しゆん間かんにぱりっと歯に触さわる、家鴨あひるの皮の香こうばしさ。烤カオ鴨ヤーを包んだものだ。葱ねぎが添そえられていて、その風味が焼き目の香ばしさと混ざる。それに甘ガン醬ジヤンをもとにした、とろりと甘いたれが絡からむ。皮の食感を消さないように、あえて包むものは少なく、しかし葱と、甘辛いとろりとしたたれという、皮の風味の良さを助けるものを組み合わせてある。

「多すぎる組み合わせから、どうして、これを選んだの？　どうしてこんなことできるの」

「陛下に喜んで頂くために、陛下が頻ひん繁ぱんに口になさらない家鴨と、好きでよく召めし上がる海老を楽しんで頂くと決めたんです。それに陛下の好みや、食材との相あい性しようや、食感の面おも白しろさを考えていけば、これだけ種類のある中でもさほど迷いません。選ぶべきものがわかります。陛下のためにという、わたしの責任において考えれば、けして難しいことじゃありません」

　アーシャはなぜか視界が滲にじむ。

（理美は、彼女の責任で皇こう帝ていに食を饗すから、その好みも喜ばせる方法も考えつく。わたしは、わたし自身が楽しめる組み合わせすら、これと決められなかった。漠ばく然ぜんと自由に、あれもこれもと欲張って。結局、芯が定まらない）

　これは理美が、理美の責任において作ったもの。アーシャが嫌きらい続け、逃にげたいと思っていた責任というものから生まれたのだ。

「理美」と小さく呼ぶと、理美が「はい」と答える。

「美味しいわ」

　すると彼女は、ほわりと笑った。幸福そうに。

「ありがとうございます」

　その幸せそうな笑え顔がおを見て声を聞くと、どうしようもなく自分が愚おろかしく惨みじめになり、哀かなしくなった。こんな笑顔ができる理美が羨うらやましくてたまらない。胸の奥から感情の固まりがせりあがり、涙なみだが溢あふれる。アーシャはすとんと椅い子すに腰こしを下ろし、顔を覆おおった。

（美味しい）
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　顔を覆い座りこんだアーシャが、肩かたを震ふるわせる。自分が彼女を泣かせるまで追い詰つめたのだと、祥飛にはわかっていた。泣かせたくて、泣かせたわけではない。彼女が何もわかっていないことを、過去の自分に教えるかのように教えてやりたかっただけなのだ。

（泣かせるつもりはなかった）

　理美を見ると目が合った。彼女が小さく頷うなずく。

　アーシャを導くために祥飛が望んだことを、理美は察し、相応ふさわしいものを作ってくれた。ひとめ見て料理の意図がくみとれたわけではなかったが、箸を進めるうちにわかってきた。だから祥飛はアーシャに命じたのだ。お気に入りの組み合わせを自分にすすめろと。

　理美が自分の責任を果たしたならば、祥飛は泣かせた責任において、アーシャを慰なぐさめなければならない。躊躇ためらいがちに近づくと、ぎこちなくアーシャの肩を抱だいてやった。

「泣くな」




　　　　[image: ]




　祥飛の優やさしい声と、絹の袖そでに包まれる感かん触しよくに、アーシャは一層涙が溢れる。祥飛がけして意地悪でこんなことをしたのではないとわかるから、余計に心に染しみた。

　自分が求め続けている自由とは、何だろうか。今いる場所の居い心ごこ地ちが悪く、周囲から受け入れてもらえないから、すがりつくだけのものだろうか。逃げ出す方向だろうか。

（踊おどりだけがわたしの自由で、それにすがりついてた。それを守ることが、何より大切と思ってた。でも、そもそも、わたしは何が欲しくて、踊る自由にしがみついてたの？）

　居場所がなかったから、踊りに逃げ込んだ。踊っていると嫌いやなことを忘れられたから、それを守ろうと必死だった。西沙国宮きゆう廷ていの人々がアーシャを受け入れないのであれば、自分は自分の領域だけを守ろうと頑かたくなになった。

　本当は、自由そのものが欲しかったのではない。周囲に背を向けていただけだ。すがりついていただけ。それが自分の自由なのだと、自分自身に対して聞き心地の良い言葉を使って誤ご魔ま化かし、自分を慰めていただけだ。

（だから結局、今回みたいに逃げ出しても、意味なんかなかった。自由の本当の意味さえわかってなかったんだから、逃げ出した先にある自由で立ちすくんじゃうわ）

　逃げ出した先は、広大すぎて漠然としすぎていて、何の実感も得られない場所になり得る。そこで確かなものを摑つかもうとするのは、どれほど困難か。そうなれば今より惨めだ。

（考えたことなかった）

　理美もさほど自由な人間ではなさそうだ。しかし彼女は、幸福そうに笑う。

　祥飛だってそうだ。皇帝という、自由からほど遠い立場にいる。しかし彼は卑ひ屈くつでもないし、内心うんざりしているだろうアーシャに対してさえも、労いたわりと優しさがある。それは彼が、皇帝の責任を果たそうとしているからこそだ。彼にも不幸の影かげはない。信しん頼らいできる者を得ている。

（理美の作る味は、美味しい。でも、わたしは）

　自由の味は漠然としていて、美味しいかと問われれば美味しいし、普ふ通つうかと問われれば普通と言える。摑みどころのないもの。

　けれど理美が作った責任の味は、味の芯しんが定まり───美味しかった。

　理美は自らの責任を果たすから、美味しいものが作れる。祥飛も、グルザリ・シャーも、アーシャの目から見て羨ましい人たちは皆みな、自分の責任を知り、それを全まつとうしようと力を尽つくしているからこそ、羨ましく思えるのだ。

「自由がそんなに良いものじゃないなら、わたしは何を求めれば良いの？」

　しゃくりあげながら問うと、理美が静かに答えた。

「自由の代わりに責任を求めれば、アーシャ様が欲しがっているものを得られる気がします」

　びくりと、アーシャは震えた。

（ずっと欲しがっていたものは、ずっと逃げようとしていたものと同じ）

　すとんとその言葉が胸に入ってきたのは、それが事実だからだろう。欲しがっていたものから逃げ続けていたのだから、欲しいものが手に入るわけがない。手に入らないから一層頑なになり、責任に背を向けたから、欲しいものはどんどん遠ざかった。

（ならば、わたしは）
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　幼い頃ころ、理美はいつも肩身が狭せまく苦しかった。しかし姉斎さい宮ぐうに仕える役目を与あたえられ美味うましの宮みやになったからこそ、そこにいても良いのだと思えた。

　役目があること───責任があるということは、そこに居場所があるということ。

「アーシャ様には、王族としての大きな責任がおありです。それに向き合って努めれば、きっとそこが、アーシャ様の居場所になります」

　利発な彼女はそれを既すでに悟さとっているだろうと思う。なぜなら、こんなにも泣いているからだ。

　本当に自分に居場所がなく、責任もなければ、困難を承知で自由を求め、そこで必死に何かを探すしかない。しかしアーシャには王族という責任がある。それはとても幸福なことなのだ。

　それは辛つらく苦しい責任となるだろうが、逃げ出せば必ず幸福になれるものでもない。

　名には力があり、名づけられたものには力が宿る。理美が饗きようしたのは自ズー在ザイ包パオ。自在とは、心のあるがままの意味。しかし、自在を包もうとしても包みきれず、美味おいしさすらもぼやける。自在の中には、確たる芯が必要なのだ。

　それをアーシャは、理解したのだろう。彼女は顔をあげるが、涙は止まらず、ひくひくと肩が震え、まるで子どものようだった。

「わたしが、責任を求めれば、わたしの欲しいものが手に入る？」

　安心するための保証を、母親に求める子どものような言葉だった。

　理美は、ほわりと笑う。

「ええ。責任って大変ですけれど、きっとアーシャ様なら手に入ります。だってこれほどお綺き麗れいで、賢かしこくて、天人のように踊りがお上手ですもの」

「責任を果たすって、どうすれば良いの？　わたし、ずっと逃げてきたからわからない」

「そうですねぇ。アーシャ様が誰だれかに望まれることを、一つ一つ、きちんとやり遂とげていけば良いような気がしますけど。何か、お心当たりはありませんか？　とりあえず、という所で」

「とりあえず……？　そんな適当な考えで、いいの？」

「だって、いきなり大おお仰ぎようなことは大変じゃないですか？」

　気の抜ぬけた笑顔の理美を、すがりつくように見つめていたアーシャの瞳ひとみに、さらに涙が盛りあがった。彼女は涙いっぱいの目で暫しばし沈ちん黙もくした後、覚かく悟ごしたように口を開く。

「じゃあ……わたし、踊る。満まん願がん宴えんで踊る」

　踊ること。それが崑国に遣つかわされたアーシャに、今最も望まれていることだ。それによって西沙国皇こう帝ていが満足すると、グルザリ・シャーは責任を果たせるし、祥飛は西沙国との良好な関係を官かん吏りたちに知らしめられる。理美はうんと頷く。
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「名案です。アーシャ様」

「踊る。わたし満願宴で踊る」

　決意の言葉とともに、また大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれる。

「泣くなと、さっきも言ったはずだが」

　泣きやまないアーシャに、すこし困ったように祥飛が言う。

「泣かせたのは、余か。すまぬ。泣かせた」

　謝罪の言葉に、アーシャが驚おどろいたように振ふり返る。

「陛下が謝る必要はありません。謝らなければならないのは……」

　震ふるえる声でアーシャは答え、さらにぽろりぽろりと澄すんだ涙を零す。

　ふっと祥飛は笑った。

「では、あいこということにする。これで終わりだ。笑え」

　祥飛は今まで皇帝らしくなるために、誰かに導かれ、諭さとされることが多かったはず。それを経て、今度は自らが導く役目を負ったことに、彼がさらなる高みへと踏ふみ出したのを感じる。

　促うながされ、涙いっぱいの目でアーシャは微笑ほほえむ。理美はその横顔の美しさに見み惚とれた。

　綺麗な笑え顔がおだ、と。

（斎宮様、ご覧ください。なんて美しい方なんでしょうか）

　常に心にあり、事あるごとに語りかける姉斎宮に向かって思わず心の中で言う。すると。

　──上々、美味宮。

　姉斎宮の声が聞こえた。理美はアーシャの微笑みにつられるように、微笑む。




　　　二




　夜の帳とばりが降りる頃。朱西は人目がないのを幸いに深しん衣いを着き崩くずし、長なが椅い子すにぐったりと座っていた。鳳家当主の室の外は、竹林に囲まれている。竹の葉はそよとも音を立てない。無風だ。そのため窓を開けていても、ひどく蒸むし暑い。

　文ふ机づくえに置かれた蠟ろう燭そくが一本、微かすかに炎ほのおを揺ゆらしている。

（いやな感触が残る）

　己おのれの右みぎ掌てのひらを目の前にかざす。渾こん身しんの力で人を殴なぐったのは、初めてだった。そのため右の手が酷ひどく痛む。殴ったとき、相手の鼻の骨が歪ゆがんだ感触が拳こぶしに残っている。

　周家に引き取られる前には、近所の子どもたちと殴り合いの喧けん嘩かをしていた記き憶おくはある。ただそれは子どもながらに手加減した殴り合いで、こんなふうに渾身の力で、怒いかりにまかせて殴ったことはなかった。相手がどんな悪人であろうと、普通の状態であれば、相手を傷つけることに強い躊躇ためらいを感じたはず。

　しかしあのときは、躊躇わなかった。歯止めがきかなかった。

　男にのしかかられている理美を見たら、かっと頭に血がのぼった。そして怒りにまかせ男を引きずり倒たおし、殴りつけた。

　嫌いやな感かん触しよくの残る手の甲こうとは裏腹に、掌には、微かに震える柔やわらかな理美の手の感触も残っている。

　あの場に朱西がいると祥飛に知られれば、面めん倒どうなことになったのは確か。祥飛が、アーシャ出しゆつ奔ぽんに鳳家が絡からんでいると邪じや推すいしても面倒だし、逆に朱西が祥飛に協力したと取られるのもまた、面倒だ。本当なら衛え士じや許訓記の視線があるあの場に、混乱しているとはいえ足を踏み入れるべきではなかったのだ。しかし───やむを得なかった。

「よお、鳳家ご当主。お疲つかれだな」

　室の暗がりから、突とつ然ぜん丈鉄の声がした。朱西はびくりとしたが、すぐに緊きん張ちようを解き、また長椅子に寄りかかる。

「なんの用だ？」

「西沙国の姫ひめ君ぎみのために、あれだけ走り回ったんだから疲れて当然だろう。その、おまえさんの労働の成果を教えてやろうと思ってな」

　暗がりから出てきた丈鉄は、文机に腰こしを預けて腕うで組ぐみする。

「姫君は無事に水すい祇し宮きゆうに戻もどった。そして陛下が理美に料理を作らせ、慰なぐさめてさしあげた。料理を食って姫君は元気になって、なんと満願宴で踊おどるそうだぜ。おまえの助力、本当に陛下にお伝えしなくていいのか？　何かを期待したからこそ、手を貸したのじゃないのか」

「何も期待してない。報告は余計なことだ。陛下に誤解を与え、期待されても困る」

「じゃあ、なんで力を貸したんだ」

「あれは崑国の将来の財源に関かかわることだ。放ほうっておくことはできない」

「それだけか」

　落らく胆たんしたような声に、朱西は静かに答えた。

「それだけだ」

　丈鉄は「じゃあな」と告げると、現れたときと同じく、闇やみに溶とけるように姿を消した。

　小さく竹が鳴った。すこしだけ風が吹ふく。
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　西沙国皇女の出奔騒そう動どうから数日後には、満願宴の準備が宮きゆう廷てい内で始まった。

　麒き之の月づきの終わりの日に催もよおされる満願宴には、崑国の属国、友好国、その他ほかの国交を望む国々の使節などが会す。崑国の王族、官吏たちも列席し、崑国の威い勢せいを示す大酒しゆ宴えんである。準備には五日以上が必要だ。宮廷料理人たちは献こん立だてを考え、食材をかき集め、五百人はくだらない大酒宴の準備に大わらわだった。

　そして五日後───麒之月の最後の日の夜。満願宴が始まった。

　新しん和わ殿でんの北側に広がる庭園は、ただひたすら巨きよ大だいな石いし敷じきの長方形の空間。

　庭園と呼ばれているが、樹木は一本もない。敷しきつめられた白い石は綺麗に磨みがかれ、それに龍りゆうや麒き麟りんや鳳ほう凰おうといった神しん獣じゆうや、亀かめ、虎とら、獅し子しといった動物、四季の花々が彫ちよう刻こくされている。巨大な彫刻の敷物のような造りだ。

　そこに長卓たく子しが並べられ、五百人を超こす各国の使節たちが着席する。

　庭園の最さい奥おうの北側には、一段高くしつらえられた皇帝の席が設けられ、列席した人々と向き合う。

　螺ら鈿でん細工の長卓子の中央には、皇帝の椅子。その左右の椅子に四し夫ふ人じんが座る。

　皇帝の座より一段低い場所には、宰さい相しようと六りく部ぶ尚しよう書しよの席が設けられていた。

　北側から順に、崑国にとって重要な国の使節たちが座っていた。最も北側に座るのは、グルザリ・シャーだ。使節団としてやって来た役人たちの他に、シュリや身の回りの世話をする少年たちも引き連れている。彼は、金糸銀糸で華か麗れいに装そう飾しよくされた、盛せい装そうの上じよう衣いを身につけていた。

　庭園の南側には舞ぶ台たいが用意されている。材木をくみあげて作られた舞台で、人の背せ丈たけの二倍はあろうかという高さ。周囲にはきらびやかな幕が張り巡めぐらされていた。

　各国の使節たちと崑国の王族、官吏たちが席に着き、皇帝と四夫人も席に着いた。

　沸わき立つ熱気が、ただでさえ蒸し暑い夜をさらに暑くする。

　宴うたげに駆かり出された侍じ従じゆうや侍女が、五十個の冷えた紅ホン酒ジユウの大おお甕がめを運び入れる。そこから柄ひ杓しやくで紅酒をすくいあげ、列席の者の盃さかずきに注ぐ。

　一ひと抱かかえもある大皿が次々に運びこまれる。甘あま酸ずっぱい湯気がたつ、とろみの強い炒いため物や、あっさりとした酢すの香かおるあえものの皿。香こうばしくまるのまま焼き上げた、豚ぶたや鶏にわとり。

　使節たちは自分の使命を果たしたり、果たさなかったり、様々だろうが、明日から帰国の途とにつくことだけは共通している。故国へ戻れる嬉うれしさからか、皆みな表情が柔らかい。

　崑国の官吏たちも、麒之月が終わる安あん堵どが顔に出ていた。

　銅ど鑼らが鳴り、静せい粛しゆくを要求する。ざわめきが引くと、頃ころ合あいを見計らい礼れい部ぶ尚書、迅景有が声を発する。

「皇帝陛下のお言葉です」

　祥飛が立ちあがり、盃を掲かかげる。

「我が国へ足を運ばれた全すべての国の繁はん栄えいを願う！」

　そして一気に飲み干す。それに和して「乾かん杯ぱい」と各国の言葉で同時に、皆が盃を干した。

「陛下のお声は、よく通るのねぇ」

　宴の開始を告げる祥飛の声を耳にした理美は、思わず北側を振り向いて呟つぶやく。

　理美は南の舞台下にいた。舞台下には幕が巡らせてあるので、祥飛の姿どころか、外の様子も見えない。しかしそこにいてさえも、よく聞こえたのだ。彼の声は庭園に響ひびき渡わたったのだ。

　理美の手で衣い装しようを整えられていたアーシャが、「もうすぐね」と、硬かたい声で言う。

「緊張されてますか？」

　問いつつも理美は、アーシャが頭につける薄うす布ぬのを整え、そこから零こぼれる金とも銀ともつかない色の、絹のような髪かみに櫛くしを通す。一歩足を引き、アーシャの全身を眺ながめる。

（なんて美しいんだろう）

　舞台下の暗がりでも、透とう明めい感かんのある白い肌はだがよくわかる。細く柔らかな、珠ちゃんの毛並みのようなつやつやとした髪も、澄すんだ青い瞳ひとみも綺き麗れいだ。細い首や秀ひいでた額、手の甲や指を飾かざる金と宝石を取り混ぜた、複雑な模様を細工した繊せん細さいな装飾品。青い瞳と白い肌に映はえる、細かなひだを寄せた西沙国の衣装。どれもが、信じられないほど調和が取れている。

　理美の裳もの中に隠かくれて一いつ緒しよに満まん願がん宴えんまで来ていた珠ちゃんも、理美の溜ため息いきにつられるように裳も裾すそから顔を出し、キュウ──と、溜息に似た細い声を出す。

「少しだけね。これほど大勢の前で舞まったことないもの」

　安心させるように、理美は微笑ほほえむ。

「アーシャ様なら大だい丈じよう夫ぶです」

　宴が始まったとなれば、余興はすぐに開始される。特に初しよっ端ぱなの余興は、宴を盛り上げるのに重要だ。

　アーシャの髪を華はなやかに彩いろどるのは、グルザリ・シャーから贈おくられた金きん鎖ぐさりの繊細な髪飾り。一度は拒こばんだそれを着け舞うことを望んだアーシャの決意が、理美にはよくわかる。グルザリ・シャーに彼の使命があるなら、アーシャもそれに応こたえようという意思表示。それは自らの責任を見つめ始めた証あかし。

「理美。今日までありがとう。随ずい分ぶん、迷めい惑わくかけたわ。ごめんなさい」

　ぺろりと舌を出すアーシャには、最初会ったときのような明るさが戻っていた。

「アーシャ様のお世話ができて、楽しかったです」

　出奔した翌日から、アーシャは珠ちゃんと遊び、理美に料理をねだり、本当に楽しげに過ごしていたのだ。そして祥飛がやって来ると、もじもじしながらも明るい声で話をした。

　もともと理美は、姉斎さい宮ぐうの世話を焼くのが務めだった。なのでここ数日は、昔に戻ったような気がして、すっかり馴な染じんでしまった。

　しかしそれも今日で終わり。

　明日の早朝、西沙国の使節団は水祇宮を出発し帰国の途につく。理美の役目は今夜限り。アーシャの荷造りも済ませてあるので、今夜理美は後宮で休む手はずになっていたし、アーシャは舞まいが終わればすぐに水祇宮に帰る。別れを惜おしむ時間は今このときしかない。

「ねぇ、理美。もし……わたしが」

　アーシャは何か言いかけたが、西沙国風の独特の楽器の音が舞台から響く。アーシャは舞台へ上がる階段を振ふり返った。そして「行くわ！」と元気よく告げると、ぱっと駆け出す。

　理美は舞台下から出て、舞台が見える位置まで移動した。

　酒の香りと料理の香り。熱気が満ちる庭園には、様々な国の言葉が飛び交かっている。

　西沙国の楽器を奏かなでる楽士が舞台の端はしに並び、細かく震ふるえる音をより合わせたような、独特の楽を奏でる。その音色に列席の使節たちの視線が舞台へ向かう。

　視線が集まる機を狙ねらいすまし、舞ぶ台たい袖そでから、ふわっと薄布が投げ入れられたような軽かろやかさでアーシャが飛び出す。

　投げ入れられた布が緩ゆるやかに舞台の上へ落ちるのに似て、アーシャは一度舞台の床ゆかに跪ひざまずく。

　ぴたり、動きを止める。

　静と動の鮮あざやかさに、何気なく視線を向けていた観客たちの視線が強く惹ひきつけられた。
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　舞台にふわりと片かた膝ひざをついたアーシャは、静かに己おのれに問う。

（これが、わたしの責任。ならば何をすればいいの？）

　求められているのは、崑国と西沙国の国交樹立の布石となること。ということは、ここでそれを証立てる必要がある。それを悟さとり、ゆっくりと顔をあげ声を張る。

「崑国と崑国皇こう帝てい陛下のさらなる繁栄を願い、さらに崑国と我が西沙国との、新しい友情の証として西沙国皇帝皇女アーシャが舞います」

　そして微笑む。舞台上から、グルザリ・シャーに向けて目配せする。

（これが、叔父おじ様が皇帝陛下から命じられていることなんでしょう？　わたしを踊おどらせ、西沙国に国交樹立の意思があると公おおやけに知らしめる）

　グルザリ・シャーは目を丸くしていた。満願宴で踊ると告げたとき、彼は驚おどろき、その後おおいに喜んだが、まさかアーシャがこれほど自分の責任を知っているとは思っていなかったのだろう。何度か瞬まばたきした後、グルザリ・シャーは大きく頷うなずく。頼たのんだよと、言うように。

　一本の糸のように細いシタールの音が始まると、その糸に頭上から吊つるされるように、すうっとアーシャは立ちあがる。そして両りよう腕うでを広げ、ゆらりゆらりと、左右に揺ゆれる。シタールの音に琴ことが加わると、緩やかに足を出し、腕を伸のばし、動き出す。さらに笛が加わると、くるりと回転し、腕をしならせ、複雑に足をさばく。その動きは、可か憐れん。花を摘つむような仕草のあとに、その幻げん花かを唇くちびるに近づけ、恥はじらうようにさっと身を引く。

　ちらりと祥飛の方を見た。彼は満足そうにこちらを見ていた。その瞳が、良くやったと褒ほめてくれているような気がして、嬉しくなり、胸が熱くなり、心が軽くなり、体が軽くなり、踊りを司つかさどる神のように自在に踊れる気がする。

　この自在感。これこそが、アーシャが求めていたものかもしれない。

　責任があり、それを負い、果たす。そしてその先に見つかる、責任に裏打ちされたものは、今まで求めていた自由に似ていて少し違ちがう。それは責任の中で選ぶ自由。自分の責任の中で、自分はこれを選ぶのだと、不安なく自信を持って言える。だからこそ充じゆう足そく感があり、ぶれない。

　甘い音色に合わせて可憐に舞っていたが、突とつ如じよ、笛が鋭するどく響くと、ぱっと高く跳はね上がる。それは海うな原ばらに銀の鱗うろこを光らせ跳ねる魚のようで、しなる体の強きよう靭じんな美しさにどよめきが起こる。




　　　三




　指先に、足先に、衣装の動きに、舞手の全ての神経が行き渡っているのを感じる。そこまで研とぎ澄まされていながら、動きは柔やわらかでなめらかで、無理がなく、踊り手は楽しげ。

　アーシャの舞姿は、生き生きと輝かがやいていた。ここが自分のいるべき場所だと確信しているような安定感と眩まぶしさ。芯しんのぶれない強さ、しなやかさが見える。

　誰だれもがその舞姿に見み惚とれた。崑国皇帝も四し夫ふ人じんも、陶とう然ぜんと舞を見つめていた。

（これほどの名手だったとは）

　普ふ段だんの傍ぼう若じやく無ぶ人じんのじゃじゃ馬からは想像もつかない舞姿に、祥飛は苦く笑しようしつつも満足していた。後宮で干ひ菓が子しを口で受けとめていた、自由自由と喚わめく子どもと、同一人物とは思えない。
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　楽の音が激しさを増し、アーシャはくるくると舞台の上で独楽こまのように回る。その動きの素す早ばやさ。ひときわ大きく楽の音が響き、アーシャは大きく飛びあがった。その高さにわっと、歓かん声せいがあがる。

　激しい楽の音が、斬きり落とされるように一いつ斉せいにジャンと鳴り、止まった。

　アーシャがぴたりと、床に跪き停止する。

　数すう瞬しゆん、宴うたげの場が息を吞のんだように沈ちん黙もくし、次の瞬間割れんばかりの拍はく手しゆと地響きのようなどよめきがわき起こる。

　祥飛は立ちあがると、足早に舞台へ向けて歩き出した。周囲の者が「陛下？」と不思議そうに呼びかけるが、真っ直すぐに舞台へ向かう。舞台上にいたアーシャは祥飛に気がつき、目をぱちくりさせて立ちあがる。舞台に上った祥飛は、アーシャの正面に立つと微笑んだ。

「見事であった。西沙国皇帝のお心こころ遣づかいと、それを伝えてくれたアーシャ姫ひめに感謝する」

　声を張って告げたのは、列席する者たちに両国の融ゆう和わを、さらに印象づけるため。そして祥飛自身が西沙国との絆きずなであると知らしめ、鳳家派か皇帝派かと迷う者たちの気持ちをこちらに惹きつける手段。

　ただそれ以上に、純じゆん粋すいに、アーシャが立派に役目を果たしたのが嬉うれしかった。彼女を誇ほこるような気持ちになる。人を導く老師というのは、こんな満足感を得るのではないかと思う。

「これほどの舞の名手に、余は会ったことがない。感服した」

「光栄です、陛下。ただ、わたしは……陛下にお褒めの言葉を頂くためには、正式に陛下に謝罪を申し上げなくてはなりません。そうでなければ、陛下のお言葉を受け取れません」

　訝いぶかしげな表情をした祥飛を真っ直ぐ見つめ、アーシャは真しん剣けんな目になる。

「わたしの軽けい率そつな行動が、陛下の財産である崑国の国民を二人死罪に追い込む犠ぎ牲せいを強しいてしまいました。西沙国皇女として、崑国皇帝陛下にお詫わびを申し上げなければなりません。今、この公の場をお借りして正式に謝罪いたします。崑国皇帝陛下、お許しください」

　アーシャはその場に跪くと、深く頭こうべを垂れた。その真しん摯しな態度に祥飛は驚いたように目を見開くが、すぐに再び笑えみを浮うかべる。

「余もあのとき、心ならずもそなたに手をあげた。すまぬ。そして無論許そう、西沙国皇女殿どの。余の賛辞を受け取るが良い。そなたの舞は、まさに宝石とたたえられるに相応ふさわしい」

　顔をあげたアーシャは立ちあがり、「感謝いたします、陛下」と優ゆう雅がに一礼する。そして生き真面目まじめな表情を、いきなりくるりと明るいものへと変化させ、悪戯いたずらっ子のように冗じよう談だんめかして言った。

「それほど、舞をお気に召めしたのでしたら。わたし、陛下の後宮に入ってあげても良いですけど？」

　その言葉は宴えん席せきを満たす歓声でかき消され、祥飛にしか聞こえていなかった。祥飛は苦笑いして、舞台の下で、うっとりとこちらを見つめる理美を見た。彼女はただ、アーシャの舞姿に見惚れ、頭の中は真っ白だろう。そんな女だから祥飛は彼女を傍かたわらに置くことで、ほっとする。彼女に抱だきしめられ、包まれれば、安心して眠ねむれる。

（しかし。もし理美がいなければ、余はアーシャを受け入れるのか？）

　アーシャは幼く不完全で、無む鉄てつ砲ぽうで、祥飛が守り導いてやらねばどうにかなりそうで、彼女が迷わずにいられるように、手を引いて歩いてやりたいような気もした。それは一人の男として、この相手を守らねばならぬという心の動き。

　理美に対しては、祥飛は我が儘ままを言ったり、嫌いやみを言ったり、つい甘えてしまう。素直な心をさらしてしまう。

　自分を柔らかく包み込む理美の存在を、失うことは考えられない。優やさしく包まれ安らぐ場所があるからこそ、祥飛は誰かの手を引こうと思えるのだろう、と。だから絶対に手放すものかと思う。傍らに置いて愛し、慈いつくしみ、労いたわり、いつか理美の心全すべてで祥飛を包んでくれるように願っているのだ。

「いずれ、選ばねばならぬときがくる」

　国益を優先しアーシャを後宮に入れ皇后とするか。それとも己の心を優先し、理美を皇后とするか。西沙国との国交交こう渉しようが進めば、直面する問題だ。

「しかし今はまだ、余には諦あきらめきれぬ女がいる」

「今はまだ、って言いました？　ではこの先は、わからないってことですね」

「そうかもしれぬ」

「では、今はまだ。陛下は、わたしの尊敬する大切な───友人です。今はね」

　屈くつ託たくなく笑って、アーシャは右手を差し出す。なんのつもりかと首を傾かしげた祥飛に、アーシャは告げた。

「手を握にぎり合うのは、わたしの母の故国の習慣です。友情を確かめるときの挨あい拶さつなんです」

「そうか。ならば」

　差し出された手を、祥飛は握った。ぐっとアーシャが手に力をこめたので、祥飛も、やり返すつもりで力をこめた。
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　固く手を握り合う祥飛とアーシャを舞ぶ台たいの下から見上げていた理美は、嬉しさと同時に、微かすかな不安を覚えた。

（陛下はアーシャ様を嫌きらっているわけじゃない。アーシャ様も、きっとそう。そして崑国のためには、アーシャ様が後宮入りして皇后位につくのが最も望ましい）

　しかし祥飛は、理美をことのほか思いやってくれている。ただそのことで、理美の存在が祥飛の、ひいては崑国の不利益になりはしないだろうか。それは祥飛の傍らで彼を支え守ると心に決めている理美にとって、あってはならないことだった。
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（陛下は、うまくやりおおせた。この印象は強く残るだろう）

　満まん願がん宴えんの席に座っていた朱西だったが、小さく息をつくと、おもむろに立ちあがる。舞台上の祥飛とアーシャの姿に背を向け、宴席を抜ぬけようとした。

　通路の暗がりにさしかかったところで、「朱西」と呼ばれる。振ふり返って見ると、手に盃さかずきを持ったグルザリ・シャーが薄うす暗ぐらい壁かべ際ぎわにもたれて立っていた。

「グルザリ・シャー様。明日は御ご出立と聞いております。旅の安全を祈いのっております」

　立ち止まり礼をとり、そつない挨拶をする朱西の方へ、グルザリ・シャーは近づいてくる。

「ありがとう朱西。君を呼び止めたのは、他ほかでもない。ひとつ伝えたいことがあってね」

　馴なれ馴れしく朱西の肩かたに手を置くと、グルザリ・シャーは耳元で囁ささやく。

「よくお聞きよ。西沙国は、今きん上じよう陛下につくことにした。これは、わたしが決めたこと。この件に関して、わたしは皇こう帝てい陛下から決定権を委ゆだねられているから、覆くつがえることはない」

　微笑ほほえむ彼を、朱西は鋭するどく見み据すえる。

「それをなぜ、陛下と敵対する鳳家当主の俺に、わざわざ伝えるのですか」

「それは君が考えて。あと、アーシャのこと感謝するよ。君がいなかったら、どうなっていたかな？　わたしは今、こうやって笑っていられなかっただろうね」

（このお方は俺がどんな動きをしたか、ご存じなのか!?）

　驚きよう愕がくしたが、それを表情に出さないように努めた。グルザリ・シャーはふふふと笑ってみせると、朱西の頰ほおをひと撫なでして背を向け、酔よっているような足取りで歩き出す。しかし彼の吐と息いきからは、酒の香かおりは少しもしなかった。香ったのは、花を嚙かんだような甘い香りだけ。

（なるほど。一ひと筋すじ縄なわではいかないお方だ。しかし今の言葉で、西沙国を俺の計画にどう役立てるか、はっきりした）

　朱西は暗くら闇やみに向かって歩き出す。

　麒き之の月づきが終わった今、内政が動く。まずは吏り部ぶ尚しよう書しよ決定が、直近の重要事じ項こう。

（あの方を吏部尚書に推おす動きがあること、周宰さい相しようの元へも聞こえているはず）

　朱西は麒之月の間に、その人物が吏部尚書の候補に挙がるように、各方面に根回しした。禁軍将軍や、兵へい部ぶ尚書、刑けい部ぶ尚書から、それとなく提案がされているはずである。

（周考仁は、あの方───呂りよ蓮れん佳かの名をどう受けとめるか。そして最も気がかりなのは、やはり理美の立場か）

　西沙国との国交樹立は、目前。アーシャが後宮に入るとなれば、理美は邪じや魔ま者もの。祥飛が理美の立場を守ろうと思えば思うほど、皮肉なことに理美の身が危あやうくなる。

　なぜなら、西沙国との良好な関係構築を望む周考仁を筆頭にした官吏たちにとって、理美は皇帝をたぶらかし、外交の邪魔をする女としか映らない。

（西沙国皇女という想定外の駒こまによって、理美のことに関してだけは、当初の俺の目もく論ろ見みから大きく外れ悪い方へと転がり続けている。理美は、皇后にさえなれば安全だと思っていたが）

　彼女の立場は危険なものへと変化しているのだ、今。







　西沙国皇女アーシャの舞まいで、満願宴は一気に華はなやかさを増し、各国の使節たちはいやが上にも盛りあがった。充じゆう分ぶんな酒と料理、楽の音と舞。賑にぎやかな会話。笑い声。

　まさに大帝国崑国の威い勢せいを示す大宴。







　そして満願宴が終わった翌朝。麒之月が終わり、麟りん之の月づきの始まり。帝国の門は閉とざされた。
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「なぜ陛下は、アーシャ姫ひめの申し出を受けなかったのだ！」

　昇しよう龍りゆう殿でんへ向かう歩ほ廊ろうの一角で、周考仁が珍めずらしく感情も露あらわに声を高くし、足を止めた。

　何気なく報告したらしい景有は「わたしに怒おこられましても」と、困ったような顔で首をすくめた。隣となりに立つ利範は無表情に考仁を見つめる。

　満願宴の舞台上で交かわされた祥飛とアーシャの会話を、実は楽士の一人が漏もれ聞いていた。西沙国皇女が後宮に入ってもよいと口にしたが、皇帝がそれを断ったのだ。そのことを景有が聞きつけ、世間話のついでのように報告してきたのだ。

「役にも立たぬ女のために、西沙国との国交の礎いしずえを、むざむざ帰国させたというのか」

　怒いかりに震ふるえる考仁に、景有はへらっと笑う。

「まあ、今回アーシャ姫を受け入れなかったからと言って、国交樹立には問題がありません。問題があるとすれば、その後。盟約の証あかしをどうするかの段階です。そもそも、今回のアーシャ姫が嫁とつぐ嫁がないの話は、西沙国側から正式に打だ診しんされたわけではありませんし。我われ々われが西沙国側の意図を察した、というだけです。陛下とアーシャ姫が親しくなったことで、西沙国側も満足でしょうし、我々としても充分だと思いますが？」

「充分ではある。しかし充分以上の、確実性を手に入れる機会でもあったのだ。アーシャ姫が後宮入りを了りよう承しようし、それを陛下が受けたとなれば、国交樹立を外そと堀ぼりから埋うめられるということだ。盟約の証を先に手に入れる機会だったのだ。盟約の証を先に手に入れれば、国交は樹立したのと同じだ」

「外堀を埋めずとも、国交樹立は成ります」

　利範の声に、考仁は鋭い目を向ける。

「そうだな、成るであろうな。不測の事態が起こらなければ。しかし不測の事態が起こらないと誰だれも保証できない限りは、確実な駒が目の前にあればそれを手に入れておくものだ。埋められる外堀は、埋めるべきだったのだ」

　考仁は尚書二人に背を向け、さっさと一人で先に行ってしまう。

（雪理美。毒にも薬にもならぬと思っていたが……邪魔だ。消えてもらわねばならないか）

　歩廊脇わきの庭院にわの茂しげみに向かって、考仁が鋭く呼ぶ。

「柳りゆう幹かん。いるか？」

　すると蟬せみの声が辺りを圧する緑の中から、「はい」と低く答える声があった。
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　考仁に置いてけぼりをくらった景有と利範は、やれやれと溜ため息いきをつき歩き出す。

「周宰相は、いやにご立腹だね。そこまで腹を立てることかねぇ」

　景有の吞のん気きな声に、利範は眉まゆをひそめた。

「万ばん全ぜんの策を取るという意味では腹も立つだろうが、今回だけはおまえと同意見だ。西沙国との関係は良好だ。あえて陛下が欲ほつしている雪理美を排はい除じよしてまで、確約を欲しがる程ほどではない」

「珍しい。意見が合うなんてね。にしても、周宰相の苛いら立だちの原因はなんだろう。理美がお嫌きらいなのかな？　皇后に推しながらも、心のどこかで蔑さげすみ、目の敵かたきにしているような気がする」

　暫しばらく沈ちん黙もくした利範は「そうではあるまい。それでは私し怨えんだ」と、小さな声で言い、自分はそれを信じまいとするかのように小さく首を振ふる。

「おそらく周宰相は、吏部尚書選定の件で、めぼしい人選ができないことに苛立っているのだろう。しかもそれについて麒之月の間に、また新しい候補の名が出たからな」

「おや、誰？」

「呆あきれたものだ、知らんのか。呂蓮佳だ」

　ぽんと、景有は手を叩たたく。

「ああ、工こう部ぶの美人」

「工部の変人だ」

　訂てい正せいして、利範は顔をしかめた。

「あれが我々と同格の尚書になるとすれば、厄やつ介かいだ。あれの考えは誰にもわからない」

　蒸むし暑さが地面から沸わきあがっていた。二人が暫く沈黙して歩いていると、昇龍殿の方から理美が、考えごとをしているような、ぼんやりした顔をしてやって来るのが見えた。

　彼女は二人の姿を認めるとはっとしたようで、立ち止まり、きちんと礼をとった。

「戸こ部ぶ尚書。礼れい部ぶ尚書。麒之月、お世話になりました」

　利範は謝辞を拒こばむように、右目下の傷を歪ゆがめて手を振る。

「礼は無用。助力を願ったのはこちらだ。雪理美、大役を終えたにしては浮うかぬ顔だが」

　脅きよう迫はくするような口調だが、気き遣づかいの言葉ではある。そのことに景有が驚おどろいた顔をする。理美は、困ったような声を出す。

「それは……ちょっと、色々考えることが多くて」

「なんだ」

　詰きつ問もんするように利範が凄すごむと、理美は躊躇ためらいがちに口を開く。

「先に礼部尚書が仰おつしやいましたよね。西沙国との国交樹立を機に、わたしは今の立場にいられなくなると。それは、そうだろうなぁと思うんですが。そもそも今、……わたしは、今の立場にいて良いのでしょうか、と。わたしが今の立場にいるせいで、もしかしたら陛下が、陛下や崑国にとって最善を選べないのかも、と」

　利範と景有は互たがいの目を見た。どちらが答えるべきか瞬しゆん時じに呼吸で計り、利範が口を開く。

「それは陛下の考えること。おまえが考える必要はない」

　断言すると、理美は小さく「はい」と答え、再度二人に礼をとって歩き去る。その背を見送りつつ、景有が、口元にからかうような微び笑しようを浮かべて利範を見やる。

「どうしたことだ、利範。おまえが女を気遣うなんてな」

　利範は暫く沈黙し、答えた。

「野望も悪意もない者が翻ほん弄ろうされるのを、憐あわれと思う。それだけだ」

「おまえは、優やさしいねぇ」

　景有がにやにやするので、利範はじろりと睨にらみつける。

「また、面おも白しろがっているのか」

「悪いかな？」

　景有は、何が問題なのか本当に理解できないらしく首を傾かしげた。
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　西沙国使節団が去った数日後に、理美は水すい祇し宮きゆうに戻もどることになった。その挨あい拶さつと珠ちゃんを祥飛に対面させることをかねて、皇こう帝ていの室へ行った。祥飛は、理美が水祇宮に戻ることが残念そうだったが、「夜よ儀ぎは改めて日取りを決めるゆえ、安心して待て」と言ってくれた。

　そのことで余計に、理美は悩なやんでしまう。

　皇帝の居室を辞した理美は、裳もの中に珠ちゃんを隠かくしたまま、ほてほてと歩いていた。悩んでいるが、一見ぼんやりしているようにしか見えないのが残念だ。

　満まん願がん宴えんの日、舞ぶ台たいの下で抱いだいた不安は消えることなく、理美の心にあり続けている。

（このまま夜儀、天てん許きよと進んでいいの？）

　今ならまだ、皇后内定者を挿すげ替かえることは可能だ。アーシャの出現により、理美自身が自分の立場について疑問を抱き始めていた。自分の存在は、崑国にとっては邪じや魔までしかないのかもしれない。もしそうだとすれば、自ら祥飛に、立りつ后こう式しきを考え直すように説得するべきか。しかし先程歩廊で出くわした利範は、それは理美の考えるべきことではないとも言っていた。

　歩廊と歩廊を隔へだてる庭院の木々からは、蟬の声がうるさく降ってくる。建物の壁かべと木立に挟はさまれた日ひ陰かげには秋しゆう海かい棠どうの花が、はにかむように項うな垂だれて群れ咲さく。明るい夏の陽ひざしの陰で咲く花は、その俯うつむく花弁がどこか寂さびしげ。

「雪理美」

　不意に声をかけられた。立ち止まってみると、歩廊の外側の植えこみに周考仁の姿がある。

　木立の下に立つ、黒い深しん衣いを身につけたその姿は、暑い盛さかりでも汗あせひとつかかないのではと思えるほど超ちよう然ぜんとしている。そんな冷え冷えした気配の考仁が、理美は最初から苦手だ。やはり、今でも少し怖こわい。彼は珍めずらしく目を細めて手招きした。

「話がある。こちらに来なさい」

　考仁は普ふ段だん理美など眼中にないらしく、直接声をかけられたことは数えるほどしかないのだ。それが話があるというのだから、不安になる。しかし考仁が、理美が歩廊から下りてくるのを待つ気配なので、「怖いから嫌いやです」とも言えない。

　仕方なく、歩ほ廊ろうを下りる階段へ回り込み考仁の元へ向かう。

　頭上の蟬の声がことにうるさく感じるのは、ここが昇しよう龍りゆう殿でんの近くだからだ。皇帝が私的に住まう場所を騒さわがしくしない配はい慮りよと、もしものとき、多くの兵が宮殿を守れるように、周囲は建て屋が少なく空間が広く取られている。

　そのために宮城のどんな場所よりも閑かん散さんとしていたし、静かで、人目がない。

　近寄ってみると、考仁の背後には老人が跪ひざまずいて控ひかえていた。影のように気配のない老人で、彼はちらっと理美に目をやる。その目が刺さすように鋭するどい。

　考仁の前に立ち改めて礼をとると、薄うすい笑いを口元に浮かべながら考仁が口を開く。

「雪理美。あなたは朱西を惑まどわせ、陛下も惑わせた。女として、さぞ鼻が高いだろう」

　突とつ然ぜんの言葉に驚き、返す言葉が見つからなかった。しかし考仁は答えを求めている様子はなく、淡たん々たんと続ける。

「朱西はあなたを求めて離り反はんした。わたしにしてみれば忌いま忌ましい結果だが、それが嬉うれしいかね？　満足かね？」

「まさか！」と声をあげようとしたが、片手をあげて制される。

「そして、陛下はあなたを皇后内定者とした。政治的後ろ盾だてもなく陛下がお気に召めしているのだから、皇后位に置いておくには面めん倒どうがない。四し夫ふ人じんの誰かが皇后位につくよりも、よほどやりやすいと思ったが。しかし───西沙国皇女が後宮に入る機会を、あなたの存在が阻はばんだ。こうなると面倒どころか、あなたの存在は今、崑国にとって毒」

　じりっと一歩、考仁が近寄ってきた。頰ほおを叩くような冷たい怒いかりに触ふれ、理美は後あと退ずさる。

（毒。わたしが）

　衝しよう撃げきを受けたのは、それは理美自身が気にしていることだからだ。

「和国から贈おくられし一いつ華か。気まぐれに陛下が目を留めた、取るに足らぬ野草かと思っていたが」

　いきなり、胸むなぐらを摑つかまれた。こんな振る舞まいをされたことがないので、恐おそろしさに悲鳴すら出ず、ただ顔を近寄せてくる考仁の目を見ていた。目をそらしたら食い尽つくされそうな恐きよう怖ふがあった。乱暴なことをしているのに、彼の表情には凶きよう暴ぼうさがなく仮面のように動かない。

「このような毒の華になろうとは」

　考仁が囁ささやくと同時に、みぞおちに激しい衝撃が来た。殴なぐられたと悟さとる間もなく、息が詰つまり、目の前が真っ暗になり、体から力が抜ぬけて意識が薄れていく。

（全部のことを、わたしは望んでません。嬉しがってもいません。でも……）

　薄れゆく意識の中で必死に言葉を紡つむいで、常に心にある姉斎さい宮ぐうに問いかける。

（でも。望んでなくとも、嬉しくなくとも。周宰さい相しようの言うとおりなのでしょうか───斎宮様）

「柳幹。連れて行け」と、背後に控える老人に向かって考仁が命じる声が聞こえたのを最後に、姉斎宮の返事を聞くことなく、理美の意識は途と切ぎれた。

　蟬せみの声がうるさく響ひびき、秋海棠は俯き揺ゆれる。庭院にわに残るのは、蒸し暑さと夏の強い光。
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　あとがき







　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。

　物語の中で季節は巡めぐり、また夏がやってきました。

　そこで夏の新たな出会いを！　ということで、新しく女の子が登場します。新しく女の子が出るのは（幽ゆう霊れいを除のぞいて）、二巻の四し夫ふ人じん以来です。あのとき一度に三人女子追加となったので、一気に華はなやかになってくれました。今回も彼女の登場で、ちょっとでも物語が華やかになってくれれば良いな～と、期待しています。

　華やかと言えば、白はく泉せん社しや様より「一いつ華か後宮料理帖」コミカライズの一巻が発売されております。マンガならではの華やかさ、面おも白しろさは、素す晴ばらしい。お手に取って頂いただければ、嬉うれしいです。しかもこのコミカライズ一巻の続きも、白泉社様のアプリ「マンガＰａｒｋ」で連載中で、なおかつ、ちょっとずつならば無料で楽しめるという太っ腹さです。

　今回も担当様には、大変お世話になりました。物語をより良い方向に導いて頂けることに、頭が上がりません。しかも、お仕事の合間の雑談も楽しくて感謝です！　雑談、大好きなので。お忙いそがしいのに悪いとは思いつつ、ついつい余計なことを訊きいたりしてしまいます。雑談の中で教えて頂き、近ちか頃ごろ一番はまったのは、超ちよう簡単な、つくりおき料理です。雑談ばかりせず、せっせと食べ、良いものが書けるように頑がん張ばります。これからも色々とご迷めい惑わくをおかけするかと思いますが、よろしくお願いいたします。

　イラストを描かいてくださる、凪なぎかすみ様。六巻カバーの理り美みと祥しよう飛ひが並ぶ姿と朱しゆ西せいの後ろ姿が、厳おごそかな静けさがあり、とても好きです。うっとりしました。今巻は華やかでありつつも、三人の表情に三人の思いが見えるようで。さらに祥飛の成長を描いて頂いているのだな～と、彼の表情を見てしみじみ思いました。そして、いよいよ挿さし絵えで考こう仁じん、利り範はん、景けい有ゆうを描いて頂けるとのこと。楽しみです。本当に毎回、ありがとうございます！

　最後になりますが、読者の皆さま。この本を手に取って頂き、ありがとうございます。こうやって書かせてもらえること、読んでもらえること、心から有あり難がたいです。

　今回も、ひとときでも、皆さまに楽しんでもらえたら嬉しいですし、面白かったと、ちょっとでも思ってもらえたら、幸せです。

　自分なりに、きちんとしたものを書けるようになるため、こつこつ頑張ります。





三川みり　　


















『一華後宮料理帖 第七品』　電子版特別ショートストーリー

狐と狼、どちらが強い？







　　　狐と狼、どちらが強い？







「先に後宮へ行くべきです。四し夫ふ人じんに挨あい拶さつされた後に、水すい祇し宮きゆうへ行って理り美みに会って頂く。そうすることで、全ての方面に対して波風を立てずにすみます」

　長なが椅い子すに座る祥しよう飛ひの正面に立ち、伯はく礼れいが淡たん々たんと告げた。すると、

「はっ！　そんな面倒な挨拶回りを、いちいちしろと言うのか？　なぜそんなこと、決めなくちゃならない？　会いたいときに、会いたい女に会えばいいことじゃないか」

　行ぎよう儀ぎ悪く窓まど枠わくに腰こしかけていた丈じよう鉄てつが、もはや我が慢まんの限界とばかりに吐はき捨てるように言う。

　伯礼は丈鉄に、凄すごみのある流し目をくれる。

「高位の妃きさきたちには、常つねに配はい慮りよが必要なのです。好き勝手に女性と戯たわむれるなど、崑こん国こく皇帝の振ふる舞まいではありません。陛へい下かのお側にいる、どこかの元武官でもあるまいし」

　明らかに丈鉄を皮肉った言い方に、丈鉄の方も凶きよう悪あくな笑えみでにやっと答える。

「言ってくれるね、内ない侍じ監かん殿。しかしあんたは、後宮にどっぷり浸つかって、頭が鈍にぶってるらしいな。狐きつねなみに働くその頭を、もうちょっと人の気持ちを推おし量る方へ使ったらどうだ。配慮だの波風だのより、もっと大切なことがあるだろう」

「なんでしょうか？」

「陛下のお気持ちだ」

「陛下のお気持ちをないがしろにしようとは、思っていません。陛下のお気持ちを察しながら、節せつ度どをもってそのお気持ちを尊そん重ちようする方法をご提案しているだけです」

「その節度が、まどろっこしい」

「あなたの晴れやかな脳のうみそには、節度はまどろっこしいですか？」

「そうだな。まどろっこしいから、あんたを縛しばり上げて吊つるしておくかな。さぞ綺き麗れいな天てん井じよう飾りになるだろうぜ。ちょっとうるさいだろうが、風ふう鈴りんだと思えば気にならない」

　薄茶の瞳ひとみで、伯礼は心底嫌いやそうに丈鉄を睨にらむ。容よう貌ぼうが美しいだけに、険けんのある表情に迫はく力りよくがあった。しかし対する丈鉄も、にっと笑った顔は、狼おおかみが獲え物ものを見つけて笑ったかのような印いん象しようで、気の弱い者なら恐おそれおののきそうだ。

　いがみ合う二人を前にして、祥飛は溜ため息いきをついて肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつく。

（狐と狼が、喧けん嘩かか。正直、余は、節度をもって振る舞っても、気持ちのままに振る舞っても、どちらでも良いのだが。どちらかに与くみすれば、一方がさらに喚わめきそうだ。どうするか？）

　現在、理美が皇こう后ごう候補として水祇宮にいる。しかも五ご龍りゆうを連れているので、その無事を確かめる意味合いもあり、祥飛はできる限り水祇宮へ出向きたい。しかしそれを伯礼に告げたら、彼がちょっと渋い顔をして「陛下」と呼ぶと態度を改め、説教をはじめたのだ。

　理美に会うために水祇宮へ行くのは、問題ない。しかし現在後宮には四夫人がおり、彼女たちを一切顧かえりみないのは、良くないことだと。理美と四夫人の関係は良好だから良いようなものの、関係が良いからと、四夫人のあつかいをおざなりにしては、他の妃ひ嬪ひんに示しがつかない。

　祥飛は、そういうものかと大人おとなしく聞いていた。

　しかし説教されている祥飛本人ではなく、傍かたわらに控ひかえていた丈鉄が、どんどん面倒そうな顔をしだしたのだ。彼は、懇こん々こんと諭さとされるのが嫌きらいだ。諭されているのは祥飛だが、聞いているうちに自分が説教されているような気分になったのだろう。

　伯礼は、薄く微笑ほほえむ。

「その野や蛮ばんな発想力には、舌したを巻きます。そんな発想ができるとは、おかしな趣しゆ味みが、おありですか？　丈鉄」

「あったら、どうする。いちいちあんたで、試してやってもいいぜ」

「そのような行為をする前に、きっちり投とう獄ごくさせて頂きます」

「陛下のお許しがあれば、やってみろよ。誰彼かまわずぶち込みたがる危険な内侍監は、逆に俺が、陛下のお許しを得て先にぶち込む」

　段々と険悪さが増してくるので、祥飛はうんざりした。

「やめよ。二人ともが、うっとうしい。投獄するなら、二人まとめて同じ牢ろうに入れてやるゆえ、ゆっくりと、膝をつき合わせて、心ゆくまで喧嘩するがいい」

　はたと気がつき、二人が口を閉じたところに侍じ官かんが現れ、理美が訪ねて来たと知らせた。すぐに理美が現れ、いつものほわんとした笑顔で膝ひざを折る。

「お邪じや魔まいたします、陛下。え？　あれ？」

　伯礼と丈鉄の間に流れる微び妙みような空気に気がついたのか、理美は二人を見み比くらべる。

「どうしました？　なにか、ありましたか？　もしやお邪魔を」

「いや、邪魔ではない。この二人に意見の相そう違いがあって、議論していただけだ」

　議論というには感情優先だったが、とりあえず祥飛はそう説明した。そして伯礼と丈鉄への皮肉交じりに、理美に問う。

「どう思う？　理美。この二人。どちらが強そうに見える」

「そうですね～。お二人とも強さが違うので、比ひ較かくできない気もしますが。えっと、なんというか。その、そうだ！　お似合いです！」

　丈鉄と伯礼が同時に、「はっ!?」「えっ!?」と声をあげたが、理美はにこにこしている。

「大変、お似合いですよね。ねぇ、陛下。そうお思いになりませんか？」

「……いや」

　さすがに、これには頷うなずけなかった。二人が仲良く、あれこれしている姿を想像すると、鳥とり肌はだしか立たない。

「そうでしょうか？　お二人が陛下のお側にいてくださることは、別々の意味で強いお方が支えてくれるので、とても頼りになると思うんです。お二人とも、同じように陛下に仕つかえてくださる気持ちがおありだし。お二人がそろっていれば」

　そこまで黙って聞いていた伯礼が、ふと気がついたように問う。

「理美。君が言いたいのは、わたしと丈鉄が陛下にとって信頼すべき二人の補ほ佐さ役やく、といったような意味なの？」

　続けて丈鉄が補足する。

「陛下の両腕って感じのことか？」

「ええ、そうです。とってもお似合いになると思います」

　ほぼ完かん璧ぺきになっている理美の崑こん語ごだが、ときにこうやって言葉の意味を取り違えて覚えていることがある。伯礼も丈鉄も毒気を抜かれ、その場の雰ふん囲い気きがふやける。

　それがおかしくて、祥飛は笑い出す。

「お似合いの、二人。これからも、よろしく頼むぞ。まずは仲良くせよ。お似合いだからな」

　笑いながら告げると、丈鉄も伯礼も不ま味ずい物を食わされたような顔をした。が、すぐに祥飛につられるように丈鉄もくっくっと笑い、伯礼もくすくす笑い出す。

　皆みなに笑われるので、理美もようやく自分がなにかおかしなことを言ったと気づいたらしい。

「あ……、間違えましたか？」

　問う理美に、祥飛は笑顔で答えた。

「間違っていない。おまえの言葉は、今この場には最適であったぞ」

　小首を傾かしげる理美を見て、三人はまたひとしきり笑った。
















　華耀後宮の花嫁　時を越えたら、溺愛陛下!?　電子特別お試し版　（著：山崎　里佳　イラスト：深山　キリ）
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　王が統すべる土地の芝し草そうを食せば可能性の火を得る国




　王に連つらなる者が妖よう魔まを操あやつる力を持つ国




　王に連なる者に癒いやしの力を与あたえる国




　王が統べる土地にある者たち全すべてを守る国




　この世には神しん仙せんの加護を受けた国が四つあるが、何なに故ゆえこの国が一番すぐれているのか？




　答えを見つけた暁あかつきにはその血に星宿を背負う権利を与える









[image: 序章　花嫁は黄昏に嫁ぐ]

　遥かな異国からやってきた花嫁に、申し訳なかった。

「公主という話でしたが、何やら貧相な娘むすめのような……」

「よいのではありませんか？　どうせお相手は朔さく耀よう様なのですから」

　自分のせいで彼女は悪く言われるのだ。

（けれど……美しいじゃないですか、ぼくの花嫁は）

　嫡ちやく母ぼにあたる陳ちん皇后に妻を探してやろうと言われた時、心の底からぞっとした。

　惨むごい戯たわむれの一いつ環かんとして妖魔をあてがわれることさえ予想していた。動物ならましな方だ。

　だが十月末日の夕方に到とう着ちやくし、十一月朔さく日じつの明け方に皇こう帝ていに拝はい謁えつを賜たまわった花嫁は、人間であったばかりか麗うるわしかった。

　華か燁よう国こくの一いつ般ぱん的な美人の条件とされる肢し体たいの豊かさはない。

　しかし紅くれない地に金襴の牡ぼ丹たんの帯を締しめ石榴ざくろ石いしの佩はい玉ぎよくを下げた細ほそ腰ごしに、銀ぎん朱しゆの長ちよう裙くんがまとわりついて床ゆかに広がるさまは、十歳の朔耀が目を瞠みはるほど美しかった。

　高こう髻けいに結ゆった頭から綾あや絹ぎぬを被かぶっていた。滑なめらかな白磁の肌はだに牡丹紅に塗ぬられた唇くちびる、白い耳には珠しゆ翠すいの耳みみ飾かざり、髪かみから下がるいくつもの金玉の歩ほ揺ようが歩く度たびに揺ゆれ、微かすかな音を立てている。鴛えん鴦おうと梅の文様が刺し繡しゆうされた檸檬レモン黄ぎの上じよう襦じゆ、爽さわやかな果か緑りよく色の半はん臂ぴ、紅の襖うわぎの上に重ねられた霞かすみの披ひ帛はくは長く、彼女が宮城の女性とは全く違ちがった歩き方で絨じゆう毯たんを踏ふみしめる度にひらりと舞まい尾おを引いた。彼女一人だけまるで別の世界にいるように雰ふん囲い気きが違っている。

　ただ異国の情じよう緒ちよはない。華燁国の風習に合わせたのだろう。

　彼女は己おのが国の利益のために売られてきたようなものなのだから。

（……仲良くなれるかな）

　年ねん齢れいも背せ丈たけも上の女性だ。けれど朔耀の心に不満は一いつ切さいなかった。

　遠い異国の地からやってきた彼女であれば、まだなんのしがらみもない。

　彼女は朔耀にとって、宮城で唯ゆい一いつの味方となってくれるかもしれない。

（あ、顔を上げた……）

　父である皇帝への叩こう頭とうを終えた彼女の顔に長旅の疲つかれは薄うすく、その瞳ひとみは磨みがき抜ぬかれた翠すい玉ぎよくのように艶なまめかしく、彼女の翡ひ翠すいという名にふさわしかった。







[image: 第一章　こう焰の試練]

「逃にげたい……」

　ここは神仙に守られた国、華燁国。

　数千年前、華燁国の最初の皇帝となる男、天てん宗そうが生まれたらしい。

　この男は神仙と出会ったのだという。そして試練を課された。

　なんとか試練を乗り越こえて、褒ほう美びとして男は神仙の加護を華燁国にもたらした。

　それ以来、天宗の血を継つぐ皇帝を戴いただく華燁国にはほとんど危険な妖魔が出ない。

　羨うらやましい話である。どうしてその男が生まれた国は、わたしの故国、緑りよく閃せん華か国こくではなかったのだろう？

　──とまあ、そんな国に嫁いできてしまったわたしなんだけれども、一応公主という触ふれ込みだ。だけどこれは、看板にいくらか偽いつわりがある。だからバレて大おお事ごとになる前に、逃げたい。

　毎日少しずつ、逃げ出すための準備を進めている。

「翡翠様、朔耀様がいらっしゃいました」

「うわっ、はい！　どうぞ！」

　逃とう亡ぼう物資を机の下に押し込んでから女官に返事をする。見つかったら取り上げられるだろう。

「翡翠！　……ご機き嫌げんいかがですか？」

　少年が元気いっぱいに部屋に飛び込んできた。わたしの夫という触れ込みの朔耀様である。

　神しん朔耀。紅顔の美少年だ。十歳である。どことなく品のある顔つきをしている。

　翠すい緑りよくに染めた絹の深衣に錦にしきの帯を巻いていた。わたしの瞳の色と揃そろえてくれているらしい。

　漆うるしのように光こう沢たくのある黒くろ髪かみを頭の両側に軽く結い上げ、象ぞう牙げの笄こうがいを挿さしていた。

　金の瞳はわたしがこれまで山さん川せんで見つけたどんな琥こ珀はくより美しく輝かがやいている。

「ひ、翡翠？　どうしたの？」

「あっ、ごめんね」

　わたしを無む邪じや気きに見上げる瞳に虹にじ色いろの光こう彩さいが見える気がしてつい覗のぞき込んでしまった。

　綿のたっぷり入った錦の襖を羽織っているのに、寒さのせいか真っ赤になった頰ほおを撫なでまわしたい衝しよう動どうに駆かられるけれど、女官に怒おこられそうなのでぐっと堪こらえる。

　彼は第三皇子だ。かなり上位に思える。でも玉座に就つくことは絶対にありえない。

　何故なら皇后に憎にくまれているからだ。正確には、朔耀様の今は亡なきお母様が憎まれていたという。なんでも皇帝が朔耀様のお母様を寵ちよう愛あいしていたのだそうだ。

　上の二人は朔耀様を憎む陳皇后の子どもだ。陳皇后は必ずや自分の子を皇位に就けようとしているし、難しいことではない。宮中におけるもっぱらの噂うわさ話ばなしの種である。

「本当は勉強なんて放ほうり出して、すぐにでも翡翠に会いに来たかったんだよ。どうして勉強をしないと翡翠の夫として恥はずかしいと言われてしまうんだろう？」

　不満そうに唇を尖らせる朔耀様に、わたしは母様のように言い聞かせてやらなければならないという使命感を覚えた。

「たぶん……それは朔耀様がここで生きていくために必要な知識なんでしょう。理由はいつか理解できます。まずは足を掬すくわれないように、身につけましょう」

　先達が必要だと言うのであれば、ここで生きるためには、湯に溶といた香こう油ゆの香かおりや、人の手を借りないと着られない豪ごう奢しやな襦じゆ裙くんは必要なものなのだろうとわたしも解かい釈しやくしている。

　山を行く時、人の匂においを消すために妖魔の脂あぶらを塗り、保護色の外がい套とうを着るようなものだろう。

　わけがわからなくても、教えてあげるから、やってくれないと案内人としては困る。

　──わたしは、隣りん国ごくの緑閃華国という国の山奥で暮らしていた。

　今わたしがいる華燁国と緑閃華国の間にある山で、お金をもらってこっそり国境門を通らずに二、三人の道案内をする仕事で生計を立てていた。見つかったらお上に怒られるような仕事ではあったけれど、少人数で国境を抜けると十中八九は山さん賊ぞくに襲おそわれるような治安の悪さなので、やむにやまれずといった形でわたしの案内を求める人がお客だった。

　道中の山道は、山賊と遭そう遇ぐうする方がましだった、と思うような妖魔もうじゃうじゃ生息している。けれど、色々と対策をすれば妖魔の方が山賊よりはわたしにとっては御ぎよしやすい。

「うん……今はよくわからないけれど、翡翠がそう言うのなら頑がん張ばるよ」

　聞き分けのいい素す直なおで可愛かわいらしい皇おう子じである朔耀様に、どうして言えよう？

　わたしは本来皇子と結けつ婚こんする資格なんてない、ただの名前だけの公主で、田舎いなか娘だ。

　緑閃華国が田舎娘に公主という綺き羅らの名を被かぶせて嫁がせたのには理由がある。

　都市部で妖よう魔ま害による飢き饉きんが起きているらしい。

　なので、緑閃華国は豊かな華燁国に支し援えんを求めたのだそうだ。引き換かえに公主を一人差し出すという条件で。……で、差し出されたのがわたしである。

　ただし、わたしの公主という看板が完全に間ま違ちがっているわけでもないらしい。

　どういう経緯いきさつか母様は緑閃華国の王と恋こい人びとになってしまって、わたしが生まれたようだ。

　父である王は母様を側室にしようとしたらしいが、母様は嫌いやがり逃げたのだそう。

　どうして母様が嫌がったのか、本当の理由はもう永遠にわからない。

　母様はわたしが八歳の時に妖魔に襲われ亡くなったからだ。

　そもそも緑閃華国の王が本当に父なのかすらもわからない。

　というか、わたしは王に会っていない。自じ称しよう父親の使いの人がやってきて、あなたは緑閃華国王の娘、つまり公主なのだから、国の危機を救うために身を賭とすべきである、といきなり言ってわたしを山から連れ出したのだ。

「今日は翡翠とたくさんお話しできるかな？　でも翡翠、出かけるの？　服を着き替がえているね」

　目め敏ざとい朔耀様はわたしが外出用の襦裙を身に纏まとっているのをすぐに見み抜ぬいた。

「一いつ緒しよに行きますか？　朔耀様」

「わっ、いいの？」

「はい、神しん仙せん廟びようを詣もうでようと思っていただけなので、その後は自由です。特に何もやることもないので」

「……ごめんね、翡翠。婚こん儀ぎの日取りが延期されているのは、ぼくのせいだ」

　確かに、わたしが二ヶ月も放置されているのは朔耀様への嫌がらせではあるのだろう。

　それを朔耀様が自覚してしまっているのが心苦しかった。

「朔耀様が悪いわけではありませんよ」

「相手がぼくでなければ、翡翠はこんな風に扱あつかわれはしなかったはずだもの」

「皇后様が朔耀様に嫌がらせをするのは、皇后様の気持ちの問題で、朔耀様は関係ない」

　朔耀様は金の瞳を丸々と大きく瞠みはった。そして、慌あわてて周囲を見回した。

「翡翠……皇后陛下をそんな風に言ってはいけないよ。聞かれたら大変だよ。でもありがとう。そんなことを言ってくれる人は他ほかにはいないよ。翡翠は皇后陛下が怖こわくないの？」

　わたしは早晩この国から逃げ出すつもりだから、怖がる必要がないだけだ。

「ええと、朔耀様、道案内をしていただけませんか？　もしよければ」

「いいよ！　ぼくがどこでも案内してあげる！」

　暗かった朔耀様の顔がぱっと華はなやぎ、心が和なごんだ。朔耀様はたぶん、ここから逃げられるのだと知らないだけだ。知ればきっと怖いものなどなくなるだろう。

「それじゃ帷い帽ぼうをちゃんと被かぶってね。翡翠の顔を見るのは夫になるぼくだけの権利だもの」

　わたしが帷帽から垂れる長い紗しやで顔を覆おおうと朔耀様は満足気な笑えみを浮うかべた。

　その笑みに胸が痛んだ。逃げるのがわたし一人なら、どうにでもなる。

　何しろわたしが捜さがされるとしたら、緑閃華国の公主としてだ。

　けれど、そもそもわたしは山育ちの庶しよ民みんである。

　付け焼き刃ばの公主の仮面を被っているが、こんな鍍金めつきは引っかけばすぐに剝はがれてしまう。

　嫋しなやかな公主を捜す追っ手には絶対に捕つかまらないと自信を持って言える。でも──。

「異国の客人としてここにいる間は難しいけれど、春になったら城市に牡ぼ丹たんを見に行こう。とても美しい牡丹を咲さかせる寺社がいくつもあるんだ」

　この育ちのいい無邪気で気品のある皇子様が、どうやったら世間に紛まぎれ込めるだろう。

　いくらか想像してみたけれど、市し井せいに紛れる朔耀様の姿が思い浮かばない。

　そもそも、朔耀様は少なくとも飢うえて死ぬことのない安全な箱庭から逃げ出したいだなんて夢にも思っていないかもしれない。

　口にできない言葉を飲み込んで、朔耀様と翠すい星せい宮きゆうを出た。嘉か猷ゆう門もんを抜ぬけて後宮を抜ける。

　内ない侍じ省所属の道士の衛え士じが門の内外に立っていて出入りの人間を監かん視ししている。

　わたしは皇こう帝ていの妃ひ嬪ひんではないので出入りできた。

　門を通り、すぐ左手の壁かべに沿って、ひっそりと佇たたずむ古い廟があった。

「あの廟に立ち寄りたいです、朔耀様」

　柱は木のまま、壁は純白。屋根に石のままの色をした瓦かわらが葺ふかれている。

　扁へん額がくには『神仙廟』とだけ書かれ、神しん仙せんを讃たたえる対つい句くが詠よまれた五色の対たい聯れんがあちこちにかかっている。青、赤、黄、白、黒は神仙が纏う衣ころもの色だ。安全な場所でしか着られない目立つ色だ。

　天高くに存在するという仙せん人にんの国は、よほど平和なところなのだろう。

　朔耀様を外に置いて、廟を詣でるふりで中に入る。ひと気はない。

　供え物をする紫し檀たんの台を通り過ぎ、廟に祀まつられた神仙像の裏に持っていた包つつみを隠かくした。

　脱だつ出しゆつした後の着替えや路銀を入れた包みだ。長居はせず、すぐに外へ出た。

　朔耀様はわたしを見て目を丸くしていた。終えるのが早すぎたのかもしれない。

　それ以降は、朔耀様が案内してくれるままに外朝を見て回った。

　有力な貴族の貴公子たちや、科挙を受けて全国から集まった秀しゆう才さいたちが集つどう官庁街だ。

　衛士は困ったように笑いながら、朔耀様が頼たのめば坊ぼうの扉とびらを開け放ってくれた。

「朔耀様は顔が広いのですね」

「ぼくも皇子だからね。顔を知らない者はいないよ」

「なるほど……そうなのですね」

「翡翠の国では皇子は臣に顔が知られていないの？」

　王子や臣のことなんて知るはずもない。けれど理由を朔耀様に言うわけにもいかない。

　わたしは蔑ろにされていた公主まがい。あなたはそんなものをあてがわれたのだ、なんて。

　ただ、この無む垢くな少年に噓うそは吐つきたくない。

「ええと、少なくとも、わたしは拝見したことはありませんね」

「そうなんだ！　兄弟の顔も？　……ええと、その、変わってるね」

　朔耀様はわたしの言葉を信じてくれたばかりか、気を遣つかって言葉を選んでくれた。

　──優やさしい少年だ。こんな少年に寄せられる、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいがとても重い。

「ああよかった！　ちゃんと枇び杷わの花が咲いている。翡翠、こっちへ来て！」

「はい……朔耀様、寒そうですね」

　銀糸で玉が、金糸で孔く雀じやくが刺し繡しゆうされた金きん襴らん緞どん子すの披帛を朔耀様の肩かたにかける。

　朔耀様は突つき返そうとしていたけれど、わたしが本当に寒くなさそうなのを見て大人しく羽織ってくれた。

　華燁国の北にある山奥で冬ふゆ越ごしするのが普ふ通つうだったから、寒さには慣れている。

　遠目に立ち働く青年が湯気の立つ湯を飲んでいた。小刻みに震ふるえている朔耀様のためにもらいに行くと、蒸籠せいろで作っていた軽食までもらってしまった。

「朔耀様、お茶をいただいてきました。ついでにできたての蒸まん餅じゆうももらったので、それも」

「美味おいしそうだね……だけど、ぼくも食べていいのかな？」

「いけないんですか？」

　わたしはさっそく口をつけてしまった。

　口の中いっぱいに熱い肉にく汁じゆうが広がる。羊肉だ。軽く茹ゆでた歯ごたえのある肉とたっぷりの濃のう厚こうな脂あぶら。胡ご麻ま油あぶらで炒いためられた生しよう姜がや葱ねぎのお腹なかのすく味の中に、橘きつ皮ひの爽さわやかな香かおりを感じる。松の実の香こうばしさ、みじん切りにされているのに歯ごたえが残っていて肉の食感に飽あきない。

　更さらに湯を飲むと、身体からだが芯しんからぽかぽかと温まった。

「毒見をしてもらわないと食べてはいけないと……でも、翡翠も飲んでいるから、ぼくも」

　朔耀様の玉ぎよく杯はいを口に運んで一口飲むと、「あっ」と声をあげられた。

「翡翠に毒見をさせるつもりなんてなかったのに！」

「大だい丈じよう夫ぶそうですよ、朔耀様」

　わたしは身体が丈夫なので、朔耀様にとって絶対に安全とは言いきれないけれど。

　じっと玉杯を見つめていた朔耀様はやがて意を決した様子で茶を飲んで、真っ赤になった。

「あ……熱かっただけだからね！」

「そんなに熱いでしょうか？　あと、そこからはわたしが飲んだので紅がついてしまっていますし、他のところから飲んだ方が──」

「そ、そんなのわかってるよ！」

　朔耀様が首筋まで赤くしたのを見て思わず吹ふき出すと、猛もう抗こう議ぎされた。

「こんなに熱いものを飲むのは初めてなんだから！　少し慎しん重ちようになっただけだよ！　もう、翡翠ってば、笑わないでよ！」

　誤ご魔ま化かそうとする朔耀様の可愛かわいらしさを楽しんでいられたのは束つかの間だけだった。

　すぐに少しも面おも白しろくない事実に気づいた。

　熱いものを食べたことがないのは、毒見されるうちに冷めるからだろう。

　毒を飲まされる心配をしなくてはならないなんて、やはり宮きゆう殿でんという場所はおかしい。

　だから母様だって山奥に隠れたのだろう。こんな場所は早々に後にするべきだ。

　明日あしたから元げん宵しよう節せつが始まる。わたしの国でも、華燁国でもお祭り騒さわぎが三日三晩も続く。

　夜行の禁が解かれ、坊城の全すべての扉が開け放たれ、宮女さえ宮殿から出られる。

　わたしもその騒ぎに乗じて宮殿を逃にげ出す。そして二度と戻もどらない。

「あの、翡翠。聞きたいことがあるんだけど──いや、なんでもない」

「朔耀様？」

「本当になんでもないの」

　朔耀様がそう言うのであれば聞かないでおく。

　どうせ、明日には今生のお別れをすることになるのだから。
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「ん……元宵団子、美味しい」

　米こめ粉こを油と水で練った白い生き地じ。茹でたてはぷるぷるでもちもちだ。砕くだけた乾かん燥そう果実の混ざる甘く舌した触ざわりのいい胡ご麻ま餡あんがみっちりと詰つめられ、一口かじると溢あふれてくる。慌あわてて零こぼれかけた餡を掬すくうようにして口をつけて頰ほお張ばった。

　今日は朝から後宮の誰だれもが浮かれている。元宵団子も作られて、お願いするといくらでも追加を持ってきてもらえる。お腹に溜たまりそうなので、いくつか包んで先の旅路に持っていこう。

「……はー、たくさん食べた。そろそろ行こうっと」

　指を舐なめて椅い子すから立ち上がった。ゆるゆると陽ひが沈しずんでいく。

　暗くなり始めると、よくわかる。翠星宮の高こう楼ろうから城市の軒のき先さきに連ねられた提ちよう燈ちん飾かざりを臨のぞむことができた。ぽつぽつと火が灯ともされ出している。

　また、本格的に陽が壁の後ろに落ちていくのを見計らうように音楽が奏かなでられる。

　わたしは待った。お祭り気分がみんなの頭の芯まで染しみ渡わたるのを。

　全てが夜闇やみに覆われて数刻、わたしはようやく動き出し翠星宮を出た。

　燈とう樹じゆを観みている場合ではないのだけれど、少しだけ慶けい運うん門もんの外に見えた。

　金細工で造られた木には、無数の燈籠や枝葉の代わりに玉を銜くわえた銀の鳳ほう凰おうが飾られていた。

　お祭り騒ぎを振ふり切り廟へ急いだ。恐おそらく廟は無人だった。真っ暗だ。

　燈籠を暗くら闇やみに掲かかげて目当ての荷を捜す。神仙像までやってくると、後ろに置いておいた包みを引っ張りだし、妙みような手て応ごたえに首を傾かしげながら中を確かく認にんし──驚きよう愕がくした。

「え？　なんで！」

　逆さにひっくり返した包みから出てくるのは、首をもがれた枇杷の白い花だけ。

「──どうして荷物が消えてなくなっているのか、気になるの？」

「朔耀様!?　なんでここに……？」

　気づくと朔耀様が廟の入り口に立っている。

　朔耀様は、手に持つ燈籠だけが理由ではない陰かげに顔を暗くしながら言う。

「くだらない用事だよ。翡翠が昨日ここへ来た時、荷物を忘れていったようだったから、ぼくが拾って持っていってあげようと思ったんだ。供え物かもしれないとも思ったけれど、大事そうに抱だいていたものが出てきた時にはなかったから、もしかしたらと思って」

　朔耀様の目め敏ざとさには薄うす々うす気づいてはいたけれど、目まの当たりにすると舌を巻く。

「こんなもの、何に使うの？　──まるで、町人に変装するための道具みたい」

「……そう、町人に紛まぎれて、元宵節を楽しむために用意しました」

「翡翠の噓うそ吐つき！　ぼくに噓を吐かないで！　ぼくには噓吐きがわかるんだから！」

「朔耀様、わたしは──」

「行かないで、翡翠」

　朔耀様は有う無むを言わせない口調で懇こん願がんした。

　これまでに見てきた可愛らしい朔耀様と同じ方なのかと驚おどろくほどに鋭するどい目をしている。

「朔耀様、お願いします、逃がしてください。……わたしは本当は、公主なんかじゃありません。つい最近まで片かた田舎いなかの山奥で暮らしていただけの、ただの庶しよ民みんなんです！」

　朔耀様は性しよう根ねのいい子だからきっとわたしを憐あわれんでくれるだろう。

　嫌きらわれるのを覚かく悟ごで庶民でしかないという正体も口にした。

　優しい彼に邪じや険けんにされるのは堪こたえるけれど仕方がない。

　朔耀様はよくも騙だましたな、さっさと出ていけと怒おこりはしても、引き留めはしないだろう。

　──つらつらと考えたわたしの目もく論ろ見みは外れた。

「そう、だから翡翠は兄弟の顔を見たことがないんだね。噓みたいな話なのに翡翠は噓を吐いていないから、少し驚いたんだ」

　朔耀様はわたしの話を聞いているのかいないのか、淡たん々たんと言った。

「人を呼ぶ。追っ手も放つよ。どうせ逃げられないから、諦あきらめて」

「朔耀様！　やめてください！」

「あなたはぼくのものだよ、翡翠」

　静かな声こわ音ねだというのに、ふつふつと煮にえたぎる湯のような熱さを感じた。

　団子を包んだ風ふ呂ろ敷しきを握にぎる手に冷や汗あせが伝う。ここで逃とう亡ぼうに失敗したら、確実に警備が厳重になる。今強きよう行こう突とつ破ぱするしかない。けれど朔耀様に乱暴はしたくない。

　まるで幼い頃ころの母様に甘えるわたしみたいに、彼はわたしを信じている。

「ぼくと夫ふう婦ふになるんだ。絶対に大切にする。絶対に幸せにする。ぼくは頑がん張ばるよ。どんなことでもするよ。あなたの他ほかに妃きさきは持たない。姫き妾しようも持たない。仕事より、何よりあなたを大事にすると約束する、だから──っ！」

　その時、ぱたりと音がした。朔耀様の背後からだ。外にいた誰かが廟びようの扉とびらを閉めた。

「なんだろう？　いや、今はそんなのどうでもいい。それより翡翠──」

「いいえ、どうでもよくないです朔耀様！　……油の臭においがします！」

「油？　団子を揚あげているのかな……あっ、駄だ目めだよ翡翠、行かないで！」

　きょとんとした顔をする朔耀様の隙すきを突ついて扉に手をかけたけれど、開かない。

「扉が動かない……！　施せ錠じようされた！」

「え？　どうして──」

「朔耀様、こちらへ！」

　問答している暇ひまはない気がする。嫌いやな予感に背筋が震ふるえた。走って裏口を探す。

　裏口は、ちょうど蝶ちよう番つがいが音を立てて軋きしんでいるところだった。

　そしてわたしの前でぴたりと扉が閉とざされる。それどころか、釘くぎを打つ音さえ聞こえてきた。

「板を打ち付けてる！　そこまでする!?　どうして！」

「翡翠……？　何が起きてるの？」

　先ほどまでわたしを脅おどしていたのとは打って変わって、朔耀様は不安げな表情を浮うかべた。

　わたしたちは木造の廟に閉じ込められた。外からは、大量の油の、胸の悪くなるような臭いが漂ただよっている。どうして伝えられるだろう？　これはわたしを狙ねらったものではない気がする。

「なんでもありませんが早くここから出た方が──」

「噓うそだ！」

「ええ噓ですよ！　なんでもなくはありません！　ですがここにいるのがよくない、というのは本当ですよ？　早急にここを出ましょう」

「……翡翠、さっき、油の臭いがすると言ったね？」

　自分の迂う闊かつな発言を呪のろいながら、鋭い洞どう察さつ力を持つ朔耀様の小さな手を無言で摑つかんだ。

「誰かが何かを燃やそうとしていて……ぼくたちは、ここから出られないんだね」

「すぐに出られます」

「うん、そうだね。ああ……火がつけられたみたい」

　朔耀様は恐らくわたしの噓に気づきながらも淡々と言った。

　子どもだというのにあまりにも動どう揺ようしないので、気味の悪さすら感じてその顔を見下ろした。
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　朔耀様の金色の瞳ひとみには涙なみだが浮かんでいた。唇くちびるを、真っ赤になるほど嚙かみしめている。

　……混乱しそうなのを、凄すさまじい精神力で抑おさえ込んでいるだけなのだ、この少年は。

「巻き込んでごめんね、翡翠」

「いえ、朔耀様が悪いわけでは──」

「ぼくを置いていこうとするから、罰ばちが当たったんだ」

　わたしを涙目で睨にらんで朔耀様は毒を吐はいた。

　強きよう烈れつな毒気にくらりとしたけれど、腹は立たなかった。ただ朔耀様をすごいと思った。

　こんな状じよう況きようで泣き叫さけばないなんて、すごい。その上に毒まで吐けるなんて、とんでもない。

　子どものわたしは、ただ震えながら声を殺して泣くことしかできなかった。

　思わず抱きしめると、朔耀様は可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

「な、なんなの翡翠!?　こんな時に！」

「こんな状況でその憎にくまれ口が叩たたけるなんて、朔耀様はすごいね。大したものだよ」

「……翡翠？　いつもと言こと葉ば遣づかいが違ちがう」

「わたしは育ちが悪いから、これが本当なの。あなたみたいな子は大好き」

「っ、さっきから、どうしてこんな時にそんなことを言うの!?」

「だってそう思っちゃったんだよ」

　──どうやら、入り口と裏口、どちらからも火がつけられたらしい。

　表からも裏からも火が木を舐なめるように天てん井じようを這はいながら襲おそってくる。

「ねえっ、翡翠！　あそこはどう？　あの上にある明かり取りの窓！」

「明かり取りの窓か。……そうだね。あれなら出られそう」

　朔耀様が指差したのは、神しん仙せん廟びようの祀まつられた部屋の壁かべに嵌はまる、小さな円い窓だった。

　確かにあそこから出られそうだ──小さくて線の細い朔耀様なら。

　まず神仙像を無理やり肩かたで押して、壁に倒たおした。衝しよう撃げきで壁が壊こわれてくれればよかったのだけれど、そう都合よくはいかない。階段状になった像を踏ふみつけるのを躊躇ためらう朔耀様を腕うでに抱かかえて上っていく。わたしが肩かた車ぐるまで背を嵩かさ増しすると、ちょうど朔耀様は窓まど枠わくに手をかけられた。

「翡翠！　通れそう！」

　下から足を押しあげてやると、どうにか朔耀様は廟の外に脱だつ出しゆつできた。

「次は翡翠の番！」

「わたしじゃこの窓は通れない。肩も通らないしね。わたしは別の出口を探すよ」

「翡翠!?　他の出口なんてないよ！　どこも全部火がつけられてる！」

「探せばあるよ、大だい丈じよう夫ぶ。わたしは抜ぬけ道を探すのが得意だから……さっさと行って、朔耀様」

「翡翠を置いて逃にげられない！」

「わたし一人ならどうにでもなるから、お願いだから行って。そうしてくれないと、朔耀様が心配でわたしはここから動けないよ」

　しばらく無言で見つめあった。

　わたしが燃える火の中で本当に動かないのを見て、賢かしこい朔耀様は顔を歪ゆがめた。

　その美しい月のような瞳からぽろぽろと真しん珠じゆの涙が零こぼれ落ちる。

　許せない、と思った。朔耀様に、こんなにも可愛い子にこんな顔をさせる彼の継まま母ははを。

　わたしは陳皇后を、決して許すことはできないだろう。

「……翡翠。ここから出たら、華か燭しよくの典てんを執とり行おうね。誰だれに邪じや魔まをされても絶対に。今度は誰にも延期なんてさせないから。ぼくと一いつ緒しよになると約束して！」

「そうだね、約束だよ、朔耀様。忘れないでね」

「ぼくは翡翠とは違って噓は吐かない！」

　激しい口調で言うと、朔耀様は姿を消した。続いて瓦かわらの上を転がるような音が聞こえた。

　これで優やさしい朔耀様がわたしを助けるために窓から戻もどってくることはないだろう。

「けほっ、げほっ」

　煙けむりに咽むせて姿勢を低くしつつ、辺りを見み渡わたした。

　火は目に痛いくらい明るいのに、煙がもうもうと立ちこめるせいで視界が悪い。

「でも、風の流れが、ある？」

　倒した神仙像の足あし下もとに這いつくばってみると、下から涼すずしい風を感じた。

　まさかと思って埃ほこりを払はらうと、戸板が外れるようになっていて、下に続く入り口があった。

「抜け道？　……出口はなくて、火に追い詰つめられるだけかもしれないけど」

　とはいえ後は火を突っ切るなんて選せん択たく肢しくらいしか残されていない。

　戸板を外した先はぼんやりと明るい。火が回っているというには明るさの質が違う。

　煤すすで汚よごれた靴くつで歩くのが申し訳なくなるような、白い壁に沿って白銀の階段を下りていく。

「なんだか、眩まぶしい……？」

　地下の空気は妙みように澄すんでいる。

　最さい奥おうの部屋には四神が描えがかれていた。部屋の真ん中に、燈とう籠ろうが天井から吊つり下げられている。

　それは青、赤、黄、白、黒の五ご彩さいの鮮あざやかな光を灯ともす巨きよ大だいな燈籠だった。

「綺き麗れい……」

　思わず火を見るために近寄ると、燈籠に下げられた謎なぞかけに気づいた。灯とう謎べいだ。

「なんでこんなところに灯謎が……解いたら何かもらえるの？」

　出口らしきものは見当たらない。ここは行き止まりだった。

　城市の辻に吊つるされる元げん宵しよう節せつの灯謎は、謎に正解すれば褒ほう賞しようが与あたえられるけれど……。





　王が統すべる土地の芝し草そうを食せば可能性の火を得る国

　王に連つらなる者が妖よう魔まを操あやつる力を持つ国

　王に連なる者に癒いやしの力を与あたえる国

　王が統べる土地にある者たち全すべてを守る国

　この世には神しん仙せんの加護を受けた国が四つあるが、何なに故ゆえこの国が一番すぐれているのか？

　答えを見つけた暁あかつきにはその血に星宿を背負う権利を与える






　達筆すぎて読みにくい。けれど褒賞が脱出路ではないのはわかる。

「星宿ってなんだろ……って、うわ、まずい、引き返さなきゃ！」

　そんな暇ひまはないのに、気づくと全文を読んでしまった。五彩の炎ほのおの灯る燈籠に現実感がないせいだろうか。頭を振ふってこの道からの脱出を諦あきらめ、階段を駆かけ上のぼった。

　そこで信じられない光景を目にした。




「……へ？」

　火はない。完全に消し止められていた。──いや、そんな段階を通り越こしている。

　いきなり壮そう麗れいな音楽が耳に飛び込んできた。馥ふく郁いくたる沈じん香こうの香かおりが漂っている。

　天井が高く広々とした廟びようは無数の燈とう樹じゆに輝かがやき、百官が整然と立ち並んでいる。

　清潔な朝衣に身を包んだ彼らの後ろで、煤まみれで突つっ立っているわたしは滑こつ稽けいだった。

　柱には皇こう帝てい陛下即そく位い十周年を祝う対たい聯れんがかけられている。

　皇帝になってから十年？　朔耀様の父親の在位はそんなにも短かっただろうか？

　そもそも、遠く最前の壇だん上じように神仙廟と共に立つ皇帝と思われる姿をした人は青年に見える。

　朔耀様の父親ではないように見える……？

「──煙くさいな？　なんだ、この小こ娘むすめは」

　次し第だいに周囲の人たちが、わたしの存在に気づき始めた。

　彼らは異様なものを見る目をしていた。わたしも場ば違ちがいなのは理解していた。

　鼻の奥には木と油の燃える臭においが残っている。それなのに何な故ぜか、わたしはこの廟びよう堂どうの外に立っているだろう衛え士じたちの見張りをすり抜け、皇帝の即位十周年を祝う荘そう厳ごんな儀ぎ式しきを、百官の最さい後こう尾びで呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　意味がわからない……怖こわい、今すぐ逃げてしまいたい。

「衛士、一体何をしていた？　お前たちの仕事はなんだ？」

「も、申し訳ございません。お前、どこから入ったんだ!?」

　青い官服を来た男に乱暴に腕を引かれ、困こん惑わくする衛士に引き渡わたされる。

　わたしはなすすべなく連れて行かれようとしていた。けれど、それを留とどめる声が聞こえた。

「待て！　──翡翠、なのか？」

「朔耀様？」

　聞き覚えのある声だった。でも、聞きなじみのない低い響ひびきを帯びていた。

　わたしの応こたえが廟堂に響く。最奥に立つ青年は金色の目を見開いていた。

　一ひと際きわ高い階きざはしの上からゆっくりと下りてくる。その手に持っていた笏しやくを階段から下りきる前に落としたけれど、彼は落としたことにすら気づいていないようだった。

　わたしの腕を摑つかんでいた衛士がそっとわたしを放し、退ひいていく。

「……朔耀様、なの？」

　前後に十二本の玉の紐ひもを垂らす冠かんむり、金銀の龍りゆうが躍おどる豪ごう奢しやな刺し繡しゆうのされた黒地の上うわ衣ぎ、紅地の蔽へい膝しつに大帯、革かく帯たいを締しめ、長く襞ひだのある裙くん子ずの裾すそを引きながら錦にしきの絨じゆう毯たんを歩いてくる。

　濡ぬれたように艶つややかな黒くろ髪かみ、黒い睫まつ毛げに縁ふち取どられた星の輝きを映す双そう眸ぼうはわたしの姿を認めてますます瞠みはられる。顰ひそめられた柳りゆう眉び、わななく唇くちびる、整った鼻び梁りよう、素す晴ばらしく白い肌はだ。

　白はく皙せきの美び貌ぼう、神仙のような美しさを持つ人がわたしを見ている。

　自分が煤にまみれているというだけで、恥はずかしさで消え入りたいと思うのは初めてだった。

　逃げようとすぐ腹が決まった。背を向けて走り出し、耳を塞ふさいで何も聞かなければいい。

　けれど、地を蹴けりかけたわたしの足を、彼はその一声で止めた。

「行くな」

　玲れい瓏ろうな響きに石のように硬こう直ちよくし、動けなくなったわたしの許もとに彼が辿たどりついてしまった。

　近くで見るとますます神仙の奇き跡せきとしか思えない美を持つ青年だった。山の頂上から見える星の輝きだけを集めて作られたかのように輝かしく、目映まばゆくて正視に堪たえない。

　年ねん齢れいは十六歳のわたしより明らかに上だろう。目が痛い気がして顔を逸そらすと、傷一つない手が伸のびて、わたしの顎あごを捉とらえて仰あお向むかせた。

「神しん仙せんが、余の十年にわたる忠節に褒ほう美びを賜たまわった」

「きゃあっ!?」

　美しい青年がわたしの身体からだを抱だきしめる。思わず悲鳴をあげてしまった。

　わたしは煤まみれだし、それ以前に何もかもがふさわしくない。恐きよう怖ふすら覚え、逃にげ出したかった。けれど、もがこうとした時、聞こえた言葉に気が変わった。

「翡翠が生きて戻ってきてくれて、よかった……！」

　涙なみだの混じる掠かすれた声は、わたしの知る幼い朔耀様のそれだった。

　けれど聞き慣れない低い響きに混乱した。

　本来わたしなんかが触ふれてはいけない、麗うるわしい眉び目もく秀しゆう麗れいな宝玉のような青年のはずだった。

　同時に、ここにいるのは確かにわたしが約束を交かわした朔耀様だった。

「どうして……なんで朔耀様がわたしより大きいの……!?」

「っ、そなたが……っ！　十年も、帰って来なかったからだッ！」

　一体いつの間に、そんな時間が経たってしまったのだろう？

　もしかして、わたしは眠ねむっていたの？

　火事に遭あった後、助けられて、昏こん睡すいしたまま長い時を過ごしていたのだろうか？

　それにしては、記き憶おくの断絶を感じない。わたしは火にまかれ、地下室に迷い込み、階段を上ったら、ここに出てきた……どこからか、夢でも見ていたのだろうか。

　目覚めたわたしがどうしてここにいるのか、ここがどこなのかもわからない。

　けれど、寝ねたままふらふらと出歩いてしまうという病やまいもあると聞く。

　昏睡状態から覚かく醒せいしたわたしに、朔耀様は喜んでくれているのかもしれない。

　わたしが母様のようにふるまったから、朔耀様は母様を慕したう幼いわたしのように懐なついてくれた。そんなわたしの目が覚めたのだ。今の朔耀様はわたしになんと言ってほしいだろう？

　朔耀様の望みは恐おそらく完全に理解できた。

　それは、かつて妖よう魔まに母様を襲おそわれて失った、わたしの望みだ。

　できることなら、わたしも母様に帰って来てほしかった。

「──ただいま、朔耀様」

　この美しいものに触れていいのだろうか？

　迷いながら、恐ろしい気さえしながらも、朔耀様の身体に腕うでを回して背を抱だいた。

　広くなりすぎて腕が回りきらない朔耀様の身体に怯ひるみつつ、その背を撫なでた。

　わたしだったらこう言ってほしい。わたしだったらこうしてほしい。

　そして、もしもわたしが朔耀様の立場なら、こう言うだろう。

「よくぞ戻もどってきた、翡翠……っ！」

　朔耀様なりの『おかえり』は随ずい分ぶんと仰ぎよう々ぎようしい。

[image: ]

　けれど、いつの間にか大人になった朔耀様の地位にはそれがふさわしい物言いなのだろう。

　百官の耳じ目もくを一身に集めながらわたしを抱いて静かに泣いている、伽きや羅らの香りを纏まとったこの人は──朔耀様は、どういうわけか、華燁国皇帝の座に就ついてしまっていた。







　この続きは現在配信中の『華耀後宮の花嫁　時を越えたら、溺愛陛下!?【電子特典付き】』にてお楽しみください
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